





















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







































































　私はとある世界の火神ほのおのかみ。

　火神は短気で喧けん嘩かっ早いイメージかもしれないけど、実はクール系。

　触るものをなんでもかんでも燃やしたりはしない。

　あと、男神っぽいけど女神だから注意ね。




　短気で喧嘩っ早いのは水神みずのかみ。

　彼女をどう表現すればいいのかな？　常時、冬眠前のクマ。そんな感じ。

　彼女をおとなしくさせるには、甘味を口につっこんでおくしかない。

　まあ、彼女のことはどうでもいいや。

　大事なのは担当している世界のこと。

　この世界は神々にとって大事な世界の一つで、多くの神が分神を派遣して管理している。

　私も火神の分神の一柱よ。

　ただ、管理といっても世界に直接干渉することはできないので、基本的には見張るだけ。

　いや、見守るだけかな。




　正直、トラブルらしいトラブルなんて起こらない。

　千年か二千年に一度ぐらいの確率で文明の歯車を速く回す個体が生まれた時、やり過ぎないように誘導するぐらい。

　文明の急速な発展は、大きな戦争を巻き起こすからね。

　大きな戦争は世界崩壊の危機。

　大きな戦争は許容できても、生命が死滅するのは神として許容できない。

　惑星さえ残っていれば問題なしって考え方をするなら、最初っから生命なんて育てない。

　神は生命を尊ぶのです。




　しかし、退屈。

　一番繁栄している種しゅの活力は、まだまだある。文明は安定。

　世界の番人をやっている竜ドラゴンたちもおとなしい。……竜だから番竜かな？

　同僚の魔法神まほうのかみが一番難しい魔力の管理をしっかりやっているので、盤石と言える問題のなさ。

　この先も続く退屈な時間を考えると、憂ゆう鬱うつになってしまう。

　そう思っていたら、魔法神がミスをした。

　珍しい。

　世界に予定外の魔力が流れ込んでしまった。




　魔力はどの世界にもある〝力〟だ。

　創造神はじまりのかみが世界を創造した時に余った〝力〟と聞かされている。

　それゆえ、扱いは慎重にしなければならず、用心深い魔法神が管理していた。

　その魔法神が失敗するなんて。

　いや、それよりも流れ込んでしまった魔力の回収をしなければ。

　ああ、竜が魔力の影響を受け、暴れ始めている。




　大きな国が七つほど滅んだが、初動が遅れたとは思わない。

　ただ、世界に流れ込んだ魔力が多かっただけだ。

　魔力は一番繁栄している種に変質をもたらし、多くの亜種を生み出してしまった。

　新しい種ゆえに、秩序を覚えるまでは暴れ続ける。

　まいった。

　世界は混こん沌とんの時代に突入したようだ。




　退屈は望んでいないが、休めないぐらいに忙しいのも困る。

　魔法神が自身の失敗を反省し、亜種の管理を引き受けてくれた。

　助かるけど、大丈夫かな？

　少ししたら、魔法神は世界から魔族の神と呼ばれていた。

　ちょっとうらやましい。

　まあ、彼がしっかりと仕事をしているからだろう。

　私はクール系だけど、しっかりとは縁遠い。でも、自身の性格を変えようとは思わないけどね。




　水神が宴会に誘ってくれた。

　神の宴会に出る料理や酒は、世界にあるもの。

　それがルール。

　水神が満面の笑みだったから、世界に甘味が増えたのだろう。

　私も甘いものは好きだ。

　宴会には参加。

　魔法神もどう？　たまにはいいでしょ？

　世界は、やっと混沌の時代から抜け出そうとしている。

　大事な時期なのはわかるけど、気を張り詰め過ぎてもまた失敗するわよ。




　私は悪くないと思う。

　ただ、同僚を宴会に誘っただけだ。

　魔力の管理をしている魔法神の邪魔をしたわけじゃない。

　では、何が悪かったのだろうか？




　魔法神が魔力から少し目を離した隙に、世界に再び予定外の魔力が流れ込んでいた。

　世界は再び、混沌の時代に突入した。
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　トラブルは突然、やって来る。

　知ってはいるが、大抵の場合は忘れている。思い出すのはトラブルに直面したときだ。




　トラブルは南東の上空からやって来た。

　細長い三角錐すいの岩盤部と、その上に乗った城。

　俺の第一印象は空飛ぶソフトクリーム。コーンに比べてソフトクリームがちょっと少ないかな？　といった感じ。

　空を飛ぶ城なんて、ロマン溢あふれる存在。子供のころに見ていたアニメを思い出す。

　可能なら行ってみたい。まあ、行くのは無理でも、遠くで見物するだけでもワクワクする。そんな存在だ。無害なら。




　十日ほど前からその存在は確認でき、〝大樹の村〟に少しずつ近づいているとグランマリアたちが報告。確かに少しずつ大きくなっているなぁと確認。高度は八千メートルぐらいだろうかと推察。ハクレン、ラスティ、ティア、グランマリアたちが偵察を検討。

　誰が同行するかで揉もめていた時、空飛ぶソフトクリームは懇切丁寧に俺たちの村に宣戦布告を開始した。

　立体映像というのだろうか？

　俺の屋敷の正面に、少し透けた十メートルぐらいの男の姿が現れた。たぶん、拡大しているのだろう。実際には俺と同じぐらいの身長だと思う。背にコウモリの羽があることから、悪魔族だと思われる。

「我が名はクズデン！　愚かな人間ども！　残念ながらこの城は我らが占拠している！　貴様らの希望は潰ついえたのだ！　絶望するがいいっ！　ふははははははははははははははっ！」

　…………。

　とりあえず、俺は周囲にいた者と相談。

　空飛ぶソフトクリームは敵と認定。少しずつ〝大樹の村〟に近づいていることから、早々に撃げき墜ついがベストと判断。

　俺は『万能農具』の槍やりを投げた。

　槍は一直線に空飛ぶソフトクリームのコーン部分に命中。コーンの下三分の一ぐらいが落下した。

「もう少し、上だったかな？」

「そうですね」

　グランマリアが同意してくれたので、俺は次の槍の狙いをもう少し上にする。

　そこで立体映像のクズデンが両手を上げて降伏していた。

「すみません。勘弁してください」

　心が折れるの早くないか？







　俺は立体映像のクズデンから話を聞いた。

　あの空飛ぶソフトクリームの名は太陽城。遙はるか昔、文献によれば二千年前には確認されている天空の城だそうだ。

　そこには神しん人じん族ぞくと呼ばれる一族が住み、人間の味方をして魔族側を攻撃していたらしい。特にその攻撃にさらされたのが悪魔族。それが約千年前の話。

　そのあと、何度か太陽城を舞台に神人族と悪魔族が激突し、ついに五百年ほど前に悪魔族が神人族を追い出して勝利。太陽城を占領した。

　占領したと言っているが、実質的には太陽城の二十分の一程度を掌握しただけで、全てを支配しているわけではない。

　特に、最後まで抵抗した神人族が太陽城を自動操縦にして逃亡したため、太陽城のコントロールはできないとのこと。

　しかも、太陽城は上空高くに移動し、占領した悪魔族たちは帰れなくなった。

　当初は色々と脱出方法を考えたが、十年もすると諦め、その地に適応。クズデンは太陽城生まれの悪魔族らしい。

「それで、どうしていきなり村に宣戦布告してきたんだ？」

　素直な俺の疑問。

「古いにしえの契約に従い、人間に味方するために移動すると……」

　城内のアナウンスがあったそうだ。城内アナウンスか……。

　俺の中でロマン溢れる城は、遊園地の城に格下げになった。







　つまり、自動操縦の城が勝手に〝大樹の村〟を目指して移動。

　戦争になるからと悪魔族は古式に則のっとって宣戦布告した。

「はい。その通りです」

「城にいる悪魔族は全員、戦せん意い旺おう盛せいなのか？」

「は、半々……いえ、四分の一もいません」

「四分の一ぐらいしか戦意がないと？」

「太陽城を占領したのは曾ひいお爺じいちゃんの世代で、もうほとんど残ってないから」

「お前は戦意がある方と」

「すみませんでした」

　クズデンはそう謝りながら、胸に手のひらを当てていた。

　あれはなんだろうと思っていたら、悪魔族の謝罪スタイルだとルーが教えてくれた。




　クズデンが言うには、初めての戦争でテンションが上がっていたとのこと。

　そして俺の攻撃で、今は完全に降伏ムードになっているそうだ。

　それはよかったが……。

　俺は少し離れて話し合っている村の住人たちを見る。

　現在、どこに太陽城を落とすか検討している。

　こっちの戦意は高いままだ。どうもクズデンの謝罪が通信越しなのが気に入らないらしい。

　謝罪は目の前でということなのだろう。理解できる面はある。

「クズデン。お前がここに来るのは無理か？」

「えっと……それが、実は城からは出られないんです」

「ん？」

　城から出られない？　そういえば……。

「お前たちが支配していない残りの部分はどうなっているんだ？」

「魔物や魔獣が縄張りを作ってます」

「……」

　どうやらクズデンたちは、太陽城に閉じ込められた悪魔族らしい。

　そんな状態なのに、どうしてあんなにも強気な口上を堂々と述べられたのか、不思議だ。




　太陽城を落とす案は中止。

　クズデンたちが死ぬだろうし、太陽城にいる魔物や魔獣が生き残った場合が面倒だ。

　となれば放置したい。したいのだが……クズデンの話だと、〝大樹の村〟の上空で待機する可能性があるらしい。

　さすがにそれは迷惑。というか、いつ落ちてくるかわからないのが上にあるのって怖い。

　なので制圧に行くことになった。

　誰が行くかで揉めた。超揉めた。最終的にはクジ引きになった。

　俺も参加したいと手を挙げたら、ルーとティアがアルフレートとティゼルを連れて来た。そして何も言わない。

　ただアルフレートとティゼルが俺を見ている。

　…………。

「すみませんでした」

　俺は辞退。

　なのにルーやティアが参加に手を挙げるのはどうなのかな！

　口では勝てなかった。ええい、頼んだぞクジの神さまっ！




　太陽城までの移動手段を兼ねるため、ハクレン、ラスティは自動的に参加。本人たちもやる気満々。

　続いて飛べるルー、ティア、グランマリア、クーデル、コローネ、キアービットが優先的に参加。

　クジはどうなった！　ずるいんじゃないかな！

　いや、確かに飛べないよりは飛べる方が安全だけど。

「よしっ！」

「やった」

　リザードマンのダガと獣人族のガルフがクジに当選。喜んでいる。

　他にリザードマンやハイエルフは数人。リアは外れたようだ。山エルフのヤーは当選している。

　他にも山エルフたちが何人か参加を希望、クジを引いている。山エルフたちがこういったのに参加するのは珍しいな。

「浮遊する城の仕組み、気になりますので」

「気持ちはわかるが、無理するなよ」

「はい」







　第一制圧部隊。

　ハクレン、ルー、ティア、グランマリア、クーデル、コローネ、キアービット、ダガ、ガルフ、ヤー。

　他にリザードマンが四人、ハイエルフが三人、山エルフが八人。合計二十五人。




　第二制圧部隊。

　ラスティ、クロの子供たちが百頭。







　第一制圧部隊は、城の上部から侵入。

　クズデンとの合流、情報収集をしたあと、太陽城のコントロールを制御下に置くことを目指す。

　第二制圧部隊は、城の下部から侵入。

　魔物、魔獣を手当たり次第退治。ただし、ラスティの一回の輸送で安全に運べるクロの子供たちは五十頭が限界。

　ラスティは少し大変だが最初は四十頭、そのあとに三十頭、三十頭と輸送をしてもらう。

　最初の四十頭は精鋭揃ぞろいというか、ウノとクロサンが交じっている。

　全員、無事に帰ってくるように。

　一応、魔物や魔獣の情報をクズデンから得て、ルーたちは大丈夫だと判断しているようだが……心配はする。

「無茶はしないわよ」

　ルーが出発前に俺のところに来た。

「太陽城をコントロールするのに知識が必要かもしれないでしょ。だから私が行くの」

　そうかもしれないけどな。怪け我がはしないように。

「任せて」

　続いてティア。

「私は鍵を開けるためですね」

「鍵？」

「はい。実はクズデンの言っていた神人族というのは、その……天使族のことでして。太陽城を制御するのに天使族の認証が必要かもしれませんので」

「は？　え？　そうなの？」

「昔の天使族は少々……その、思い上がっていた面がありまして。過去の恥はキッチリと処分しておきます」

「過去の恥？」

「今現在、神人族という単語を使う人って、いないはずなんですよね」

　あー、それでか？

　妙にグランマリアたちやキアービットが赤面しながらも気合が入っているのは。

　…………。

「クズデンたちは保護だからな」

「わかっています。ここに連れて来て謝罪させなければなりませんからね。ただ、その前に少しお話しをするぐらいの時間はあるかと」

　グランマリアは微笑ほほえむ。

　俺は頷うなずくしかできなかった。

　クズデン、立体映像での会話だけだったが……すぐに謝ったことから馬鹿じゃないはず。彼の理解力に期待しよう。




　野外で寒いながらも村人が集まり、声を上げながら手を突き上げる。

　それに応えながら、ハクレンの第一制圧部隊、ラスティの第二制圧部隊が出撃した。
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　太陽城制圧中だからと、村の周囲にいる魔物や魔獣が手加減してくれるわけではない。逆に警戒が弱まったと襲ってくるかもしれない。

　なので留守番組も油断はしない。

　クロの子供たちは周辺警戒を密にし、スアルリウとスアルコウは上空警戒を続ける。

　こういったとき、ザブトンがいればなと思ってしまう。

　いやいや、安心して冬眠してもらうためにも頑張らねば。




　しかし、やることがない。

　とりあえず、屋敷の前にテーブルと椅子を運び、太陽城を見られる場所に座って待機する。

　太陽城は、それなりに遠い。

　クズデンから聞いた話では直径千メートルぐらいの城らしいが、ここからではソフトクリームぐらいの大きさにしか見えない。

　高度は八千メートル。

　すでにラスティは第三陣のクロの子供たちを運んでいる。

　戻ってきた時の話では、順調に制圧中とのことだ。

　そうなんだろうけど、遠目に見える太陽城が揺れたり、爆発が起きたりすると心配してしまう。




　そうしてぼーっとしていたら、ウルザが木材を持ってきた。

　槍を作れと。

　…………。

　ひょっとして、俺が太陽城に投げたのに感化されたのかな？

　作るのはかまわないが、先は丸めるからな。あと、人や動物に向けて投げないように。

　…………。

　六十メートルぐらい飛ばしてないか？　凄すごいな。

　獣人族の男の子たちも木材を持ってきた。

　同じことを伝え、作ってやる。

　…………。

　こっちも飛ばすなぁ。ウルザには敵かなわないようだが。




　俺も自分用に一本、作ってみる。

『万能農具』の槍はよく投げているが、普通の槍だとどうだろう？

　チャレンジ。

　十メートルぐらい先に落ちた。

　……ちょっとタイミングが悪かったかな。もう一回。

　十五メートル。

　ふう。俺には『万能農具』がないと駄目ってことか。

　……否いや。

　俺には知恵がある。

　槍投げ器。

　簡単に言えば柄の長いオタマみたいな道具だ。オタマのすくう部分に槍をセットし投げると、手投げよりも遠く飛ぶはず。

　さっそく作り、セット。

　チャレンジ。

　…………。

　槍は目の前に落ちた。

　何事も練習が必要ということである。

　反省。

　俺の作った槍投げ器をウルザが使って、百メートル近く飛ばした。

　獣人族の男の子たちも欲しがったので作ってやった。

　うん、綺き麗れいに飛ばしているな。

　練習ではなく才能かな？　悔しくないと言えば噓うそになる。




　いつの間にか、ハイエルフたちが参加。

　ウルザたちに技術指導をしている。

　遠くに飛ばすことより、狙った場所に命中させることにシフトしたようだ。

　藁わらを束たばにした的まとを用意してどんどん投げる。

　槍の回収が面倒なので、俺が槍を量産する。

　指導者がいるなら槍先を尖とがらせても問題ないだろう。刺さらないと気持ちよくないしな。

　一人の時に持ち出すのは禁止だぞ。守れないと……どんなペナルティーを嫌がるかな。外出禁止、オヤツ抜き、勉強量増加……これにハクレンの説教を加えたらいいかな？

　まあ、守ってくれるだろうけど。

　ウルザたちは悪さはするが、やっていいことと悪いことは理解している。こちらが笑って許すラインを見極めているともいう。将来が少し心配だ。

　考えながら作業していたからだろう。俺は槍を百本ぐらい作っていた。




　ちなみに、ハイエルフたちが投げた槍は五十メートル先の藁の束を楽々と貫くが、ウルザは刺さるだけだ。精度を求めると威力が弱くなるようだ。

　獣人族の男の子たちは……飛ばせるが命中は精度が悪いみたいだな。寒いのに和わ気き藹あい々あいと楽しそうにやっているのは微笑ましい。

　アンが温かいお茶を持ってきてくれた。温まる。

　…………。

　アンも槍に興味があるのか？　なかなか難しいぞ。

　アンは俺の作った槍を持ち、藁の束に向けて投げた。

　五十メートル先の藁の束が砕け散り、遙か先まで飛んだ。

「優れた槍ですね。五十本ほど、屋敷に常備しておきますか」

　屋敷に泥棒が入ったら、凄いことになりそうだな。

　まあ、クロやザブトンの子供たちがいるから忍び込むのは無理だろうけど。







　気付けば、天空城の高度が五千メートルぐらいにまで落ちていた。

　そのまま落下するかと思ったけど、頑張っているようだ。

　あー……ハクレンの炎ブレスかな？　派手にやっているようだ。

　グラルが行きたがっているが、許可はしない。預かっている子だしね。

　あと、グラルが行くとなればウルザも同行しそうだし。

　グラルも槍投げをやってみるか？　え？　それよりもお腹なかが空すいた。

　夕食にはまだ時間があるな。

　では、軽くオヤツを作ってやろう。小さいパンケーキでかまわないか？

　あ、うん、ウルザや獣人族の男の子たちの分も作るから、安心して槍を投げていなさい。




　屋敷に戻って小さいパンケーキを量産。

　ハチミツをかけて食べてもらう。

　うん、好評。

　気付けば天空城は斜めに傾いていた。

　そのまま転覆するかな？　あ、戻る。頑張るなぁ。

　高度は四千メートルぐらいに落ちている。




　夕刻、日暮れ間ま際ぎわになって第一制圧部隊とラスティが帰ってきた。

　同行者はクズデン。

　第二制圧部隊のクロの子供たちは、まだ頑張るそうだ。

　第一制圧部隊は途中報告と、夕食に戻ってきたとのこと。

　じゃあ、夕食にするかと思ったが、その前に儀式があった。

「本当にすみませんでした」

　寒い冬の野外で、クズデンは下着姿で俺に向かって土下座した。

　下着姿なのは、全裸になるところを俺が止めたからだ。男の全裸など見ても嬉うれしくない。

　あと、土下座をする前に子供たちは屋敷に戻した。見せるものじゃないからだ。

　本当は土下座も止めたかったのだが、ここはきっちりしておくところらしい。厳しいなぁ。

　余談だが、全裸での土下座はルーたちの入れ知恵だそうだ。




　土下座のあと、ルーとクズデンの間で話し合いがなされている。クズデンが寒そうだから服を着せてあげようよ。風邪とか面倒だぞ。

　薬や治癒魔法があるから大丈夫？　そうですか。じゃあ、言い方を変えて。

　服を着ている俺も寒いから、早めに切り上げて食事にしよう。
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　屋敷の食堂で夕食。

　制圧部隊の面々が戻ってくるかどうかわからなかったけど、ちゃんと用意はしている。

「向こうに残してきたクロの子供たちの食事は？」

　クロの子供たちは数日食べなくても平気だが、村にいる時は一日二回きっちり食べているから心配だ。

「現地調達してたわよ」

　ラスティが心配無用と様子を教えてくれる。食べられる魔物や魔獣がいるのはありがたいな。

「じゃあ、食事をしながら報告を聞こうか」







　食事は鍋料理。

　昆布ベースのダシに醬しょう油ゆを加え、白菜、豆腐、ニンジン、ダイコン、シイタケ、シメジ、エノキタケなどを入れている。

　メインの具材は少し悩んだが、マイケルさんから仕入れたエビを投入。

　なぜか人間サイズの巨大なエビが大量に送られてきたが……発注ミスか？　あ、いや、俺が大きいエビと曖昧な指示をしたのが悪かった。うん、常識って場所によって違うよね。反省。

　エビのサイズに少しビックリしたが味は悪くなかったので問題なし。

　鍋にはエビの殻からを剝むいてブツ切りにして投入。エビの面影がなくなるのは残念だが……味はしっかり主張している。

　エビだけだと寂しいので白身魚を切り身で投入。カニも入れたくなるけど、カニが苦手な者もいるからな。別の機会にしよう。

　そのままで食べられるけど、味が足りないならレモンやライムをどうぞ。

　柑かん橘きつ系の果実酒からポン酢のようなものも用意した。他の薬味としてネギ、大根おろし、ゴマ、唐とう辛がら子し。各自、自由に。




　四人から六人で一つの鍋を囲んでもらう。

　ウルザはグラルと一緒にハクレンと同じテーブルに。

　獣人族の男の子たちは、自分たちの家に戻ったようだ。食べていってもかまわなかったのに。




　クズデンは謝罪を終えたので客扱い。

　俺と同じ鍋をつつくテーブルに。話も聞きたいしな。

　酒は許可するが、まだ太陽城を制圧できていないので飲み過ぎないように。

　第一制圧部隊は、明日もまた再アタックするらしい。







「第一制圧部隊は、悪魔族が拠点としているエリアとその周辺を確保したぐらいです」

　ティアが報告してくれる。

「そんなに広いのか？」

「立体ですから、かなり。そのうえ、生息している魔物がやっかいです」

　危険度は低いが魔力を吸収するタイプの魔物がいるらしい。

「下手に接触すると魔力を奪われ、魔力由来の攻撃も無効化されます」

　なるほど。

　その魔物がいるため、悪魔族たちは城から逃げられないらしい。魔力がないと空を飛べなくなるからだ。

　ハクレンが炎を吐いていたのは、それらを一掃するためかな？




　第二制圧部隊は、エリアの確保はしているらしいけど報告者がいないので不明。

　ラスティの報告では怪我もなく一方的に攻撃しているから、心配しなくていいとのこと。

　頼もしい。そして、夜通し頑張るのかな？

　…………。

「ふと思ったが、クロの子供たちが残っている悪魔族を襲ったりしないか？」

　クロの子供たちがそこまで見境がないとは思わないが、夜だと間違いが起こる可能性がある。

「そのあたりを考え、残っている者たちには村長の服を預けています」

　山エルフのヤーが、鍋の追加具材を運んできてくれる。

「俺の服？　ああ、匂いで識別するためか」

「はい。あと、確保しているエリアにも置いてあります。インフェルノウルフは賢いから、それで察するでしょう」

「確かにな。クズデン、詳しく聞いていなかったが……あの城にはどれぐらい悪魔族がいるんだ？」

「は、はい。悪魔族は私を含めて六十人ほどです。他に夢む魔ま族が二百人ぐらいいます」

「夢魔族？」

「夢魔族はサキュバスやインキュバスといった方がわかりやすいでしょうか」

「あ、あー……」

　ファンタジー物語のお色気担当。説明を聞いたが間違いない。女をサキュバス、男をインキュバスと言うらしい。

「全部で二百六十人か？」

「はい」

　閉じ込められた環境で二百六十人分の食事が用意できたのだろうか？

　クズデンは鍋料理をかなり喜んで食べている。

　明日の再アタック時に、食料を運んでやった方がいいだろうか？

　押し付けは失礼だな。素直に聞く。

「ダンジョンイモを栽培しているので、悪魔族の食料は大丈夫です」

　ん？

「夢魔族の分は？」

「あー……あはは……な、なんとかなっています」

　なんとかなっているなら、なぜ目を逸そらす。

「えーっと、食料はダンジョンイモばかりです。冬場で厳しいでしょうが余っている食料があるなら売っていただけると助かります。代金は……そのダンジョンイモかアイテム類との交換でお願いします」

「わかった、準備しよう」

　食事は雑談を交えながらまだまだ続く。

　うん、エビは人気だな。クズデンはお代わりか。遠慮なく食べるといい。

　ウドンを楽しんでいるテーブルもあるな。

　ハクレンのテーブルでは早々にご飯を投入して、オジヤにしている。

　ああ、ウルザがそろそろ寝落ちしそうなのか。なんだかんだ暴れていても、五歳だからな。

　グラルも似たような見た目だが、五歳じゃないんだろうなぁ。俺よりも年上ってこともあるかもな。怖いから確認しないけど。




　雑談で判明。

　竜ドラゴンたちの従者をやっているブルガ、スティファノをはじめとした悪魔族は、太陽城にいるクズデンたち悪魔族とは違うらしい。

　正確に言うと、竜たちの従者をやっている悪魔族は、上級悪魔族とか古代悪魔族と呼ぶのが正しいとのこと。

　何が違うんだと聞くと、主に戦闘力と寿命だそうだ。なるほど。

　悪魔族というだけでブルガたちと同じぐらいクズデンは強いのかと思っていたが、勘違いだったようだ。

　では、実際にどれぐらいの実力なんだろうか？

　今は興味本位だが、太陽城を制圧した後のことを考えると聞いておきたい。




　一応は制圧目的で動いているが、制圧してどうこうする気はない。

　村の真上に居続けられると迷惑なので、どこかにやりたいだけだ。それが叶かなわない場合、落とすことも視野にいれている。

　太陽城が無事だとして、クズデンたちが太陽城に住み続けたいならそうすればいい。追い出そうとかは考えていない。

　ただ、これまで太陽城に閉じ込められていたのだから、故郷に帰りたいとか思う者もいるかもしれない。ご自由にどうぞだ。

　問題は太陽城を落とした場合だな。その場合は、そこに住んでいた二百六十人のことを考えないといけない。

　クズデンがもう少し悪人なら放置なのだが……まあ、謝れるようだし、住んでいる者たちも大半は温厚なようだ。

　放り出すのはさすがにちょっと……。

　となると、将来的にどこかに移住するとしても、当面は村で面倒を見なければいけない可能性がある。

　食料備蓄は、二百六十人分なら問題ない。冬は越せる。

　やはり、『万能農具』をフルに使った年三回の収穫は大きい。腐らせないようにすることに悩むぐらいだ。

　問題は武力だ。

　太陽城の住人が一ノ村の人間レベルの力しか持たないなら、クロの子供たちによる護衛を増やさなければいけない。

　多少失礼だが、どの程度か聞いた。

　…………。

　なかなか自分の実力を客観的に説明するのは難しい。それが判明しただけだった。

「すみません」

「いや、気にするな。変なことを聞いて悪かった」




　太陽城に行ったメンバーに確認。

　力や魔力は村の武闘会で、戦士の部クラスの者が大半とのこと。

　おお、思ったより戦える。護衛は不要かな？　ただ、実戦経験がほぼゼロらしい。

「実戦経験がゼロ？」

「ほぼ城の中で引きこもっていましたから……」

「魔物や魔獣と戦っていたんじゃ？」

「それは最初の頃だけで、ここ数百年は……」

　なるほど。

　色々と考えないといけないということか。まあ、太陽城がどうなるかだ。




　明日の制圧部隊の成果で、方針を決めるとしよう。

　俺はデザートをテーブルに並べる。

　切っただけのフルーツだが、クズデンは感激したように食べていた。
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　太陽城制圧実行、二日目。

　第一制圧部隊と、第二制圧部隊のラスティが出発。

　クズデンも一緒に戻るらしい。

　昨日来たのは、俺への謝罪がメイン。今後を話し合おうにも太陽城がどうなるかわからないから、何も決められないしな。




　昨日と同じように屋敷の前に椅子とテーブルを運び、太陽城が見える場所で待機。

　太陽城は昨日よりも近づいているが、まだ遠い。あ、ハクレンたちが到着したのかな。太陽城が大きく揺れた。頑張ってほしい。




　そして俺の周囲にはウルザ、ナート、獣人族の男の子たちにグラルが集合。

　今日も槍投げかな？　かまわないが、もう少し暖かい格好をするように。動けば暖かくなるけど、油断は駄目だぞ。

　ハイエルフたちが昨日、俺が作った槍を持ってきてくれる。

　……本数が少ないが、壊れたか？　鬼人族メイドに持っていかれた？　ああ、屋敷に常備したいみたいなことを言っていたからな。

　ともかく数が減ったので俺は槍作り。

　ハイエルフたちの指導による槍投げ教室が始まった。

　ドワーフとかリザードマン、山エルフも参加するのか？　オヤツが出るから？　いや、まあ、出すけど……。

　昨日と同じパンケーキというわけにはいかないか。どうしようかな。

　槍作りが終わったあと、俺は斧おのを作り始める。

　槍が上手く投げられず、斧なら百発百中と豪語したドワーフたち用だ。

　本物を投げさせるのは遠慮したいなぁ。エスカレートしていく様子が想像できるから。




　木斧が十本ほど完成。

　ドワーフたちが持ってみてバランスを確認。問題ないようだ。

　そして両手に木斧を持って構え、五十メートル先の藁の束に向かって右、左と投げる。

　見事に藁の束に命中。藁の束が人型だったら、脳天と首に当たった感じだ。

　見ていたウルザがキラキラした目で木斧を見ている。槍ブームは終わりかな。

　ウルザが木斧を投げてみる。

　藁の束まで届かない。腕力が足りないようだ。

　他の者もチャレンジするが無理。グラルは軽々と投げたが、方向は全然駄目だった。

　残念ながら斧投げ器はない。世の中にはあるのかもしれないが、俺は知らない。

　ウルザたちは槍に戻った。




　昼食のあと、オヤツはどうするかと悩みながら太陽城を見る。

　高度が回復しているな。六千メートルぐらいになっている。

　これはひょっとして、早々に帰ってくるかな？　となると、色々と忙しくなる。

　すまない。オヤツは昨日と同じで小さいパンケーキだ。




　オヤツ時間。

　ウルザたちの意識は完全に屋敷の厨ちゅう房ぼうに向いていた。

　注意を引くのはパンケーキの匂いだけでなく、甘いイチゴジャムの匂い。

　昨日とまったく同じでは芸がないから、俺が昼すぎから煮詰めている。これに生クリームも添える予定だ。

　別段、どれも目新しいものではないが、できたての温かいジャムの美味うまさは格別だ。

　ジャム作りをしている獣人族の男の子たちは知っているだろうけど……ああ、あれは獣人族の女の子たちの仕事だったか。

　となれば、できたてのジャムの美味さに驚くがいい。

　作業を手伝ってくれている鬼人族メイドたちも、味が気になっているようだ。

　全員分、用意しよう。

　…………。

　ジャム、足りるかな。煮詰めると驚くほど少なくなるんだよな。







　足りないのはパンケーキだった。

　運動したあとはお腹が空くらしい。

　鬼人族メイドたちに頑張ってもらった。

　俺はジャムの追加を用心して作っておくから。







　高度を取り戻したと思った天空城は、一気に高度を下げていた。

　そのまま地上に落ちるかと思ったが……。

　ギリギリ踏ん張っている？

　ハクレン、ラスティが太陽城の土台の下の方で旋回しているが……あ、攻撃した。

　土台を崩しているようだ。何かあるのかな？

　ともかく、岩が落ちるから地上には注意だぞ。あのあたりに人はいないよな。

　…………。

　最初に太陽城に槍を投げたことは、横に置いておく。







　ビーゼルが来た。

　小型ワイバーン通信で連絡はしていたので、来るとは思わなかった。

「攻撃しているようでしたので、一応の確認に」

「村の真上に居座るみたいだったからな。さすがに迷惑だ。あ、ひょっとして魔王国はあの城の所有者だったりするのか？」

　そういえば、悪魔族が占領したと言っていたが、彼らは魔王国軍の者だったりするのだろうか？

　昨日会ったのに、そのあたりを聞いていなかった。失態。

「いえ、どちらかといえば敵城ですね」

「……悪魔族が占領したと主張しているが？」

「はて。こちらの記録では、特にそういったことはありませんでしたが。それに悪魔族といっても全員が全員、魔王国に所属しているわけではありませんから」

「そうか。城を制圧したら、そのあたりを確認してまた連絡するよ」

「よろしくお願いします」

　ビーゼルは作りたてのジャムを瓶に詰めて帰った。







　ビーゼルに少し遅れて小型ワイバーン通信でハウリン村から連絡が入った。

　こちらから送った太陽城に関しての情報を感謝する内容と、太陽城から希き少しょうな金属を確保した際はぜひ、扱あつかわせてほしいとのこと。

　なるほど。

　まあ、このあたりはガットに任せよう。ガットも匂いに釣られて来ているしな。

　ああ、パンケーキは品切れでパンにジャムを塗っているのか。それもありだな。

　しかし、食い過ぎると夕食が入らなくなるぞ。




　ビーゼル、ハウリン村と続き、ドライムたちから連絡がくるかなと思ったがこなかった。

　竜にすれば太陽城など、大したことじゃないのかもしれない。







　オヤツが終わり、各自が活動を再開し始めたころ。

　村の上空に一条の光。

　光は太陽城の方向からだったので、太陽城からの攻撃かと思ったが違った。

　ハクレンの炎だ。あそこから村の上空まで届くのか？　凄いな。

　いや、威力を落として距離を重視したってことか。

　となると……村に何かを合図するか知らせるか……。

　俺は太陽城とハクレンたちを見る。

　ハクレンたちは太陽城の土台の大岩の中腹辺りで縦に円を描いていた。

　村から見れば、的に見えるように。

　俺が見たのを感じたのだろう。ハクレンとラスティが避難した。

　なるほど。

　俺は『万能農具』の槍を構え、ハクレンとラスティが描いていた的に向かって投げた。

　一直線。

　うん、いい感じに命中。

　すると、命中した箇所から太陽城の土台が崩壊。地上に落下していく。

　遠いから音は聞こえないが……かなり遅れて地面が揺れた。

　さて、目をキラキラさせているウルザたちをどうしよう。

　俺に槍投げのコツを聞いても無理だぞ、たぶん。










　太陽城の土台、ソフトクリームのコーンが失われた。

　太陽城は大丈夫なのかと心配したら、問題なかった。

　城の部分だけで飛んでいる。凄いな。

　土台があった部分は……半円球のような物が見えている。

　材質が城と同じなので、城の一部なのだろう。

　ひょっとして今の姿が正しい太陽城の姿なのかもしれない。




　土台を失った太陽城は、高度五千メートルぐらいの高さで安定。

　こちらに向かって来る動きは止まったように感じる。

　コントロールできたのかな？　うん、できたようだな。

　第一制圧部隊がこちらに向かって飛んでくるのを確認できた。

　ラスティもクロの子供たちを乗せている。

　第二制圧部隊も撤収かな。

　こちらに到着するのは夕食前だろう。

　夕食の準備をしながら待つとしよう。

　今日の献立は何かな？　天ぷらのようだ。なるほど。

　エビを消費するのを忘れないように。







　第一制圧部隊、第二制圧部隊の一部が戻り、太陽城の制圧完了の報告を受けた。

　今回、クズデンは同行していない。

　今後の方針を悪魔族や夢魔族たちとまとめるそうだ。

　また、太陽城に残っている第二制圧部隊も今日は撤収しない。

　魔物、魔獣を殲せん滅めつしたが、万が一の狩り残りがいたら困るからと用心しているそうだ。なるほど。

　でもって、俺が明日。

　太陽城に行って成果確認をすることになった。

　行っていいの？　え？　本当に？

　ウルザたちが私たちもって言っているけど？　あ、連れて行くのね。

　ハクレンが面倒を見てくれるならかまわないぞ。




　夕食は第一制圧部隊とラスティの武勇伝が語られた。

　獲物を奪い合う状態だったようだ。

　魔力を吸収する魔物は？

　あー、ハクレンの炎と純粋な武力で。なるほど。

　なんにせよ、怪我がなくてよかった。
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　俺はハクレンの背に乗って太陽城に。

　同行者は第一制圧部隊の面々にウルザとグラル。

　ラスティの背中には手土産代わりの食材が積み込まれている。







　太陽城。

　高い場所にあるので、寒いと思ったがそんなことはなかった。

　風もほとんど感じない。

　城全体を何か魔法的な物で囲っているのだろうか？

　考えてみれば、そうでもなければ今よりも高い場所には行けないか。

　気温は春みたいな感じだな。城は常にこの感じなのかな？




　ハクレンは中庭のような場所に着地。

　そこで俺が見たのは、とあるドラマだった。

「この子は大丈夫だから。絶対にみんなに怪我をさせないから」

「それは魔物だ。魔物は滅ぼさねばならん」

「嫌よ。この子が何をしたって言うの！」

「気の毒だが……」

　一人の悪魔族の少女に、数人の悪魔族の大人が迫っている。

　なんとなく事情を察する。

　なんとなく察するが……このドラマ、いつからやっていた？

　俺が来るタイミングに合わせて始めていないか？

　でもって、大人たちの後方にクロの子供たちが数頭、待機していたりする。

　アクビをしていることから、見張りではなく見物かな？　見物なんだろうな。

　少女、チラチラと俺を見るな。大人たちも。

　魔物を助けるようなことを俺に言ってほしいのはわかったから。

　…………。

「事情を聞こう」







　察した通りだった。

　太陽城にいた魔物の子供を少女が隠れて飼っていた。

　これまでは特に問題はなかった……というか太陽城に閉じ込められている状況が問題だらけなので見逃されていた。

　わざわざ敵対していない魔物を倒す必要を感じなかったのだろう。

　魔物を手なずけることができれば、何かが変わるかもしれないとの打算もあったらしい。

　だが、クロの子供たちが魔物や魔獣を殲滅して状況が変わった。

　隠れて飼っている魔物をどうすべきか。なんとか守ってあげたい気持ちはあるけど、魔物たちを殲滅した狼オオカミたちが見ているしなぁ。ここは一つ、偉い人に頼ろう。




　その結果が、あのドラマらしい。

　素直に言ってくれたらいいんじゃないかな？

　少しでも同情が引けるように？　まあ、気持ちはわかるが……。

　ここで飼うなら、ここの代表者が許可すれば問題ないと思うぞ。

　城の代表者ってクズデンだろ？

「それに関して、少々ご相談がありまして」

　俺がクズデンに話を振ると、そのまま返された。

「登録？」

　太陽城のコントロールはある程度、できるようになったらしい。

　ただ、効率よくコントロールするためには城主登録が必要なのだそうだ。

　ならばさっさと登録すればいいだろうと言うと、俺は謁えっ見けんの間らしい場所に連れて行かれた。




　謁見の間の玉座には……人間大のデッカイ水晶石が鎮座していた。

「待っていたぞ。その者が我が主あるじとなる者か」

　どこも動いていないが、水晶石が喋しゃべったと理解できた。

「この城の制御を司つかさどる精霊のような存在です。悪魔族や夢魔族では主と認められず、これまで太陽城をコントロールできなかったのです」

「じゃあ、クズデンは主と認められてないと？」

「はい」

「悪魔族や夢魔族以外ならいいのか？」

　俺の質問に、クズデンが答える前に水晶石が答えた。

「我が仕えるのは神人族のみ」

　……なるほど。

　神人族は天使族のことだよな。

　俺は同行者を見る。

　ティア、キアービット、グランマリア、クーデル、コローネがいる。

「じゃあ、ティアかキアービット。どちらか城主登録してくれないか？」

「村長。私は神人族ではありませんので」

「私も」

　二人はそっぽを向きながら拒絶する。

　グランマリアたちを見ても同様だ。

「おい、えーっと……名前は？」

　俺は水晶石に話し掛ける。

「名を問うなら自分から名乗らんか」

「ああ、悪かった。ヒラクだ。お前の名前は？」

「お前？　それはひょっとして我のことかな？」

　面倒くさい奴やつだな。

　だが、反発すると話が進まないので折れる。

「失礼しました。お名前をお教え願えませんか？」

「我の名は太陽城。栄光の太陽城である」

「栄光の太陽城さまとお呼びしても？」

「え、栄光は自称だから……そこは省いて太陽城でかまわない」

「そうですか。では、太陽城さま。神人族という言い方を天使族は嫌うようなので、そのあたりをお気遣いいただけると大変助かるのですが」

「神人族は神人族ではないか。なにを馬鹿なことを」

　水晶石がそう答えた瞬間、ティアとキアービットの打撃が炸さく裂れつした。

「神人族は死滅しました」

「私たちは姿が似ているだけの天使族です」

　二人の打撃で水晶石の一部が砕けて落ちたが……大丈夫か？

「す、すみませんでした。神人族と天使族を見間違えるなんて、我ってうっかり者」

　大丈夫みたいだ。

　あ、勝手に修復する。なかなか便利だな。




　話を戻して、ティアかキアービットに城主登録をお願いする。

　だが、答えは拒否。

　ティアは夫である俺を押し退のけて城主にはなれないと。

　キアービットも、遠慮しているわけではないが、村でお世話になっている身なのに城主にはなれないと。

　でも、二人とも、城主代行なら引き受けてもかまわないそうだ。

　つまり、俺に城主になれと言っていた。

　反対者は俺と太陽城。

「おいおい、俺は城主なんて無理だぞ」

「さすがに神人……失礼。天使族の推薦とはいえ、普通の人間を城主にはできません」

　そうだよなと俺は水晶石と意気投合。

[image: ]

　だが、ティアとキアービットは違ったようだ。

「ほう。私の旦那さまでは不服と。粉になっても同じことが言えますか？」

「どのあたりで意見が変わるか実験してみましょう」

　仕方なく、俺が仲裁する。

「太陽城さま。誰なら許容できます？」

「んー……そうだな……」

　太陽城は周囲にいるメンバーを確認する。

　ハクレン、ルー、ティア、グランマリア、クーデル、コローネ、キアービット、ダガ、ガルフ、ヤー、ラスティ、ウルザ、グラル。クロの子供が十数頭。その他に、クズデン。

「あれ？　え？　えーっと……ごめん。クズさん、クズさん。ちょっと、いいかな？」

　太陽城は少し悩んだあと、クズデンを呼んだ。ずいぶんと親しいんだな。

「どうした？」

「ここにいるメンバーって城に巣食ってた魔物や魔獣を駆逐した人たち？」

「うん。あ、村長とあっちの小さい娘たちは違うけどね」

「そ、そっか……この城の下にこびり付いてた大岩を破壊したのは？」

「それは村長。凄いよな」

「村長って……前後の会話からヒラクのこと？」

「そう」

「……」

　太陽城は少し考え、結論を出した。

「新しい城主はクズさん、クズデンに決定しました！　はい、登録完了。もう変更できません！」

「え？　いいのか？　悪魔族だろ？」

「種族に拘こだわるなんて愚か者の考えだと至りました。これまでの無礼。大変、申し訳ありません。あ、ヒラクさま。椅子もお出しせずに申し訳ない。クズさん、椅子」

　城主になったクズデンが椅子を運んで並べる。いいんだろうか。

　一人じゃ大変そうなので手伝う。

　ウルザやグラルも手伝ってくれるか。悪いな。

　結局、全員で椅子とテーブルを運んだ。

　小さい子にだけ運ばせるわけにはいかないか。




　謁見の間に椅子が並べられる。

「クズさんは我の傍そばで。場所はそこじゃなくて……そう、そこ。我の前に。いいのいいの。城主なんだから。我の前にいてほしい。お願いします」

　クズデンが椅子をもってウロウロしている時、俺も似たような感じになっていた。

「俺が村長だからって、さすがにこの並びはないんじゃないか？」

　俺一人飛び出し、残りは後ろに横一列。

　クロの子供たちは後ろの列の間に各自待機。

　正直、心細い。

　となって、俺の左右にルーとティア、ハクレンが並ぶ。

　ハクレンがそこに行くと、ウルザも横に並び、グラルも……。

　結局、全員が横並びで一列になった。クロの子供たちは各椅子の間に。

　俺が真ん中なのは変わらなかった。

　まあ、代表だしな。










「城主が決まったなら、先に少女が庇かばっていた魔物の子供を飼う許可をもらいたい」

　俺はクズデンに提案。

「え？　じゃあＯＫで」

　はい、解決。

　ガルフが話し合いの場にいてもあまり役に立たないからと、連絡に向かってくれる。

「じゃあ、後は太陽城の今後だな。太陽城さまは契約か何かで村に進路を取ったという話だったが？」

「ヒラクさま。我に〝さま〟は不要です。太陽城と呼び捨ててください。なんでしたら石でもかまいません」

「急に卑屈になったな？」

「いえいえ、主に仕える身となりましたからには我の無礼は主の無礼。主に迷惑をかけるわけには参りません」

「そ、そうか？　じゃあ、太陽城。村に来た理由はなんだ？」

「古いにしえの契約です」

「内容を聞いても？」

「もちろん」

　そう答えて太陽城が契約内容を説明してくれるが、古い言い回しなのか、なかなか頭に入ってこない。

　ルーが簡単にまとめてくれた。

「竜の巫女みこが神代竜族エンシェントドラゴンを十頭以上集めたら、そこに行って人間の味方をする契約みたい」

　竜の巫女は、一ノ村の住人にいたな。

　神代竜族？

　ドースやギラルたち一族のことらしい。

　十頭以上……この前の武闘会かな？　ヒイチロウが生まれたから、勢ぞろいしたんだよな。

　でも、どうして人間の味方を？　太陽城は人間を城主にできないと言っていたのに。

「神代竜族がそれだけ集まるとき、絶対に中心になる人間がいるからと」

　確かにそうだが……。

　え？　それ、俺のこと？

「今から千二百年前に定められた最上位契約です。絶対に発動しないと思っていたのですが、契約条件を満たしたので移動を開始。残念ながら城の下部に重おもしがあったので速度が出ず、参上するのに時間がかかってしまいました」

　なるほど。

「神代竜族と接触したことにより、その契約は停止中です。まあ、時代が違いますからね。今更、人間に味方して魔族と戦っても……」

　太陽城の説明に、クズデンが後ろを見る。

「おいおい。これから向かう先にいる人間が俺たちを滅ぼすって、これでもかってぐらい俺たちを脅したじゃないか。忘れたのか？」

「愚かな過去の我の所業です。お忘れください」

「それを真に受けたから俺は宣戦布告したんだぞ。今更なにを」

「大変、申し訳ありません。謝罪はあとでいくらでもしますので、今は城主としてお客さまのお相手をお願いします」

「お相手ってお前が話のメインだぞ。俺だってほとんど何も知らないし……」

「いいですから。貴方あなたがそこにいるだけで、我の心が落ち着くのです。しっかりと盾に……失礼。しっかりとお客さまのお相手をお願いしますよ」

「おま、盾って言った。盾って言ったな！」

「城主。ストップ、お客さまの前で暴れるのはよろしくありません」

「ぐぎぎぎっ」

　…………。

　えーっと……話、続けていいかな？
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　太陽城……地名と同じだとややこしいな。

　喋る方は太陽城の水晶石と意識しよう。




　太陽城は、大きく九つのブロックに分けられる。

　まず、中央に城。

　ここに中庭があり、俺たちが着陸した場所。

　城は……普通の城だな。

　多層構造で、ちょっと歩いた程度では内部はよくわからない。

　五階建てぐらいかな？

　吹き抜けがあったり、意味のわからない無駄な通路があったり。

　謁見の間のほかに、城主用の居住エリアや会議室、兵士待機所、客室、厨房、浴場などがある。

　内装は極めて豪華だが……。

　残念ながらほとんどの場所が畑になっているので違和感しかない。

　クズデンの言っていたダンジョンイモの畑なのだろう。

　ダンジョンイモは暗室……日光を当てなくても育つイモらしい。

　味は……お世辞にも美味おいしいわけではないが、乾燥させて粉にすれば小麦粉の代用品として使えるので、太陽城に住む悪魔族の主食になっている。

　太陽城に閉じ込められた悪魔族、夢魔族はこの城で籠ろう城じょうしており、水源は確保できたけど食料の確保ができず、こういった感じになったと説明された。

　しかし、この収穫量では二百六十人分は厳しいだろう。

　夢魔族は夢の中で愛を食べて生きるそうだ。

　ロマンチックな種族だな。深くは考えないようにしよう。

　ただ、夢魔族が普通の食事を必要としなかったので、食料は維持できたらしい。




　俺たちは持ってきた食材を調理し、悪魔族に振る舞う。

　食生活が酷ひどかったんだろうな。全体的に痩せ過ぎだぞ。

　料理は豚肉を中心に、ニンニク、卵を多めに。今度、マイケルさんに頼んでウナギを仕入れてもらうからな。頑張れ。




　しかし、夢魔族。

　全員が女性だな。しかも若い。

　でもって下着姿……ではなく、下着のようなファッション。

　動きもなんだかエロい。まっすぐ歩け、まっすぐ。クネクネするな。

　ウルザ、グラルには見せないように。




　悪魔族は……こっちは男女混合だが男性の比率が多い。

　また、明らかな年配者がいる。

　だけど、たぶんブルガやスティファノより若いのだろう。

　寿命の違う種族が混在する世界だと再認識。

　ん？　ああ、気にせずに食べていいぞ。

　ミカンも食べろ。栄養バランスが大事だからな。







　城の正面、南西、南、南東の三ブロックは市街区。

　中央の城ブロックより一段低い位置に作られている。

　魔物や魔獣に占領されており、ほとんど廃はい墟きょだ。

　各所に通されている水路が目立つ。




　東ブロックも市街区だが、工房関連が多かったようだ。

　こちらも廃墟だが、頑丈な建物が形を残している。

　その頑丈な建物が魔物や魔獣の巣になっていたようだ。

　激闘……虐殺かな？　その痕跡が所々にある。

　クロの子供たちが、頑張りましたといった顔をしているので頭を撫なでてやる。

　あ、うん、一頭を撫でたら次々来るよな。

　しっかり撫でる。

　ハクレンとラスティは後で撫でるから、並ばないように。




　北西、北、北東ブロックは森林区。

　市街区よりもさらに一段、低い位置になる。

　こちらも水路が整備されているが、大半の木が枯れている。

　たぶん、ここも魔物や魔獣の巣にされていたのだろう。

　何本か残っている木もあるが、枝が折れたりしていて痛々しい。
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　しかし、空飛ぶ城にこういった場所があるってことは、空気循環用？　それとも鑑賞用かな？

　ここに住んでいたのが天使族だと考えると……鑑賞用の可能性の方が高いな。

　枯れているのに、空気が悪いとは感じないし。

　でもってこの北西ブロックに、デッカイ穴がある。

　地下というか地中というか、少し前までくっついていた土台部分の内部に続く穴だったらしい。

　なので今はそのまま地上に落下する穴になっている。

　恐ろしい。近づかない。




　残る西ブロックは、巨大な池。

　貯水区かな？

　森林区よりもさらに一段、低く。

　各ブロックの水路の終着地点として設計されているようだ。

　ここで水が浄化され、ポンプじゃない何か……魔法かな？

　城の内部に水を汲くみ上げ、また各地に流しているらしい。

　この水路関連が無事に機能していたから悪魔族、夢魔族は水源を確保できたのだろう。

　運がよかったのかな。

　ハクレンたちの話では、水系の魔物がいなかったから無事だったらしい。

　空を飛ぶ城に水系の魔物が棲すみ着くことはないか。




　戻って北西ブロックの大穴。

　魔物の多くがここから侵入してきたらしい。

　正確に言えば、城の下にあった大きな土台は悪魔族による攻撃の結果。

　太陽城の下部に魔物の卵と一緒に土を飛ばし、行動を阻害すると同時に孵ふ化かした魔物による攻撃を行うという……計画だった。

　実際、魔物が孵化するまでの時間がわからず、実行はされたが計画は中止。

　城の下部にデッカイ土……土台を付けることになっただけだった。

　一応、太陽城の動きは鈍ったが、嫌がらせレベルの鈍り具合だった。




　そこで悪魔族は方法を変え、太陽城に侵入。

「どうやって太陽城に侵入したんだ？」

　俺に同行しているクズデンに聞く。

「伝えられている話ですと、太陽城に送り込まれる荷物の中に紛れて侵入したようです」

　なるほど。

　丁度、そこに住んでいた天使族たちが出撃して数が減ったタイミングもあり、侵入したのは十数人だったが運よく占領できた。

　しかし、残っていた天使族によって太陽城のコントロールは不可能に。

　困っていたところに、城の下部の土台の中で孵化した魔物が顔を出し、籠城することになってしまったと……。

「運び込まれる荷物の中に、嫌がらせとしてダンジョンイモを大量に仕込んだのが、不幸中の幸さいわいだったとお爺さまから話を聞きました」

　魔物はわかったが魔獣は？

　天使族が飼育していたのが野生化したと。

　なるほど。

　…………。

　夢魔族は？　夢魔族も一緒に侵入したのか？

　天使族は女性だけの種族だと聞いている。そこに女性の夢魔族を当てるのは少々愚かな感じがするのだが？　ひょっとして城を攻めた時は男性の夢魔族が多くいたのだろうか？

「夢魔族は、神人族……天使族の従者だったと聞いています」

　クズデンの説明に、ちょっと驚いた。

　夢魔族は神人族の従者として仕えていたらしい。

　特に戦闘力は優れていないので、悪魔族が太陽城を占領した時に降伏。

　魔物に追い詰められたので、悪魔族と共同生活をすることになったそうだ。










　太陽城を見回ったが、特に気になる場所はなかった。

　言い方は悪いが、城以外は廃墟。

　寂れた場所だ。

　よく城が維持できたと思ったが、クズデンが言うには太陽城の水晶石のおかげらしい。

「城主じゃないのに、よく助けてくれたな」

「それはもう、煽おだてて褒ほめて宥なだめてと」

　なるほど。

　まあ、城内に魔物が侵入して暴れられても太陽城の水晶石も困るだろうしな。







　さて。

　太陽城を見回って気になる場所はなかったのだが……。

　一カ所。

　実は城内で変な場所があった。

「あの、どこへ？」

　俺に同行しているクズデンが聞いてくる。

　俺が目指した場所は、意味のわからない無駄な通路のひとつ。

　無駄な通路は侵入した敵を惑わすためだろう。大抵が行き止まりだしな。

　そう思うのだが……。

　ひっそりと置物が置かれた行き止まりの通路がある。

　…………。

　まさかな。

　俺が花瓶に触れると……手前に倒せるような余裕がある。

　少し悩んだあと、俺は花瓶を手前に倒した。

　ガコッと音をたてて、壁の一カ所が開き、新しい通路が現れた。

「え？　こ、こんな仕掛けが！」

　驚くクズデンの脇を抜け、クロの子供たちが突撃していった。

　魔物とかがいないといいんだけど。
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　隠れていた通路を進む。

　現在、俺の傍にいるのはクズデン、ルー、ハクレン、ウルザ、グラル。

　それと、クロの子供が数頭、俺たちの護衛として周囲を警戒している。




　他のメンバー、ヤーをはじめとした山エルフたちは悪魔族、夢魔族から技術面の聞き込み。

　ティア、グランマリア、クーデル、コローネ、キアービットは、太陽城の内部を探索中。

　天使族にしかわからない仕掛けがあるかもしれないので、調べてもらっている。

　まあ、目の前の通路が今のところ、一番怪しいが。

　ラスティには申し訳ないが、追加の食料を村に取りに戻ってもらっている。

　ここの食生活を見てしまったので放置しにくい。

　残りのメンバーは、クズデンから提出されたアイテム類や魔道具の性能確認。

　武具関連が多いので、リザードマンのダガや獣人族のガルフに任せた。中庭で振り回しているが、爆発とかはしないよな。




　隠れていた通路を進むと、広い書斎のような場所に出た。

　本棚に本が並んでいるが……床にも散乱。

　地震の後のようだ。

　本棚に残っていた本は綺麗だが、床に散乱した本の上には厚いホコリが載っている。

　本棚に何か魔法でもかかっているのだろうか？

　本の内容は……多岐にわたる。

『神人族の栄光』『勝利のために。戦術論三章』『城主になるには』『好かれる上司』『美術図鑑』『絵の具の作り方』『球技大全』『森の動物』『モテるファッション』『恋愛論』『竜族の秘密』

　……竜族の秘密は読んでみたいな。

　なんにせよ、並びがグチャグチャだ。

　整理のできない城主だったのだろうか？

　床に散乱している本はボロボロで……崩れる。

　いつからこんな感じなのだろうか？　百年二百年じゃないよな。

　…………。

　ホコリがあるので先行したクロの子供たちの足跡が残っている。

　物陰を警戒したあと……書斎の壁に開かれた別の通路に続いている。

　通路の横に置物があり、それが倒されていることからクロたちが操作したのかな？　なかなか賢い。俺たちはそのあとを追いかける。ウルザ、グラル。ホコリで遊ばない。ゲホゲホするぞ。




　クロの子供たちを追いかけて通路を進むと扉があった。

　仕掛けはなく簡単に開くが……開けて理解。

　置物を動かす仕掛けはあるが、それは扉の向こう側。内側からは仕掛けを気にせずに開けるようだな。

　そして、そこは牢ろう屋や。

　左右に小さな牢が並んでおり、不気味な雰囲気がある。

　人の手が入っていないのか、牢の中も通路もホコリが溜たまっている。

　幸いなことに牢の中には変なものはない。

　……あ、変なものはあった。

　一カ所、出入り口に近い牢の中が綺麗に清掃されていた。

　そしてついさっきまで使用された痕跡。

　誰かが閉じ込められていたのではなく、これは……。

　考えながら進むと、見覚えのある場所に出た。

　中庭だ。

　先行したクロの子供たちと共に、ダガやガルフがやって来る。

「こんな場所に牢屋が？」

　普通の壁。

　ここにも置物があるかと思ったが、台ごと壊れていた。だからか、牢屋を隠している扉は押せば開く。




　俺はこの太陽城に到着した時に魔物の子供を庇っていた少女を呼んだ。

　予想通り、この牢の中で魔物を飼っていたようだ。

　ちなみに、魔物はトカゲ型。

　カメレオンみたいな感じかな？

　人の手に慣れれば、襲うことはないとのことらしいが……まあ、大丈夫か。

　カメレオンは俺から少女を守るような立ち位置で、俺を警戒している。

　素直に感心する。

　だからクロの子供たちが近づいたからって、絶望しないように。







　さて、これで隠し通路は終わり。

　城の中から書斎、牢屋、そして外。

　あの書斎は隠し部屋かな。

　でもって牢屋を通じて外に逃げる。もしくは謀反むほんが起きた時に牢屋から書斎に逃げ込む。

　城主の用心かな。

　…………。

　うん、おかしい。

　書斎に逃げ込んでどうするというのだ？

　俺たちはもう一度、書斎に戻る。ダガ、ガルフも同行するようだ。







　書斎の出入り口は二カ所。

　俺たちが入ってきた城内へと続く通路と、牢屋に続く通路。

　しかし、置物の仕掛けはもう見当たらない。

　となると……。

　書斎に全員を入れ、牢屋側へ続く仕掛けを戻す。

　書斎を隠していたのと同じ仕掛けってのがありえない。同じ仕掛けだと、一カ所バレると全部バレてしまうからな。

　となると、牢屋に続く通路はダミー。

　置物を調べると……うん、回せた。

　書斎全体がガコッと揺れると、そのまま下に降りる感覚。

　エレベーターの中のようだな。

　降下はすぐに終わり、新たな通路が出現。

　これが本命かな。

　またクロの子供たちが突撃するかと思ったが……動かない。あれ？

　…………。

　通路を認識していないようだ。

　どういうことだ？

　俺は通路を指さし、この場にいる者に聞く。

「あそこに通路があるよな」

　俺の質問に頷いたのはウルザだけだった。

　…………。

　共通点、人間？

　種族による認識阻そ害がいとかがあるのかな？

　ともかく、見えていなくても通路があるのだ。

　俺は進めた。ウルザも進めた。

　他のメンバーは入れなかった。

　そこに壁があるように。

　いや、他のメンバーには壁にしか見えないらしい。

　ハクレンが思いっきり、その壁を殴ったが弾はじかれた。

「無茶をするな」

　俺は通路から書斎に戻る。

　うん、戻れる。

　用心を考えたら、進まない方がいいのだろうけど……。

　この先にあると予想できるのは太陽城の動力部。

　太陽城が浮遊している仕掛けだろう。

　だからこそ、大きな罠わながないと思うが……一番、用心すべき場所でもある。

　俺とウルザだけで進むのはやめた方がいいだろう。

　ウルザが先行しないように手を繫つないでおく。素直に繫がれているな。

　抜け出してダッシュするかと思ったが。

　ん？　グラルも手を繫ぐか？　じゃあ、反対側な。

　ルー、ハクレン、出遅れたからって拗すねない。

　さて検討。

　…………。

　うん、わからない。

　帰ろう。

「待ってください」

　ダガに頼んで仕掛けを操作してもらおうとしたところで、部屋に声が響いた。

　俺たちの声ではない。

　聞き覚えのない女の声。

「結界を解除しました。これで他の者も通れます」

　すると、俺とウルザ以外にも通路が見えたようだ。

　クロの子供たちとダガ、ガルフが侵入する。

　問題はなさそうなので、そのままクロの子供たちが先行。

　ダガとガルフの誘導に従って、俺たちは通路を進んだ。







　俺の予想通り、通路の先は太陽城の動力部。

　巨大な水晶石によくわからない機械が取り付けられている。

　だが、雰囲気は動力部ではなく神殿のようだ。

　それを強調するように、神官の格好をした女性が一人。

　先行したクロの子供たちが取り囲んでいる。

「予言の書より十年ほど早いですが……よく参られました」

　束ねた長く白い髪が特徴のようだ。

　彼女はこちらに一礼したあと、話を進める。

「太陽城城主補佐筆頭。ベル＝フォーグマと申します」

　城主補佐筆頭？

「太陽城の運航を管理する責任者とお思いください。さて、さっそくですがお渡しすべき物をお渡しし、伝えるべきことをお伝えして予言を完遂させたいと思います」

　ベルはどこからか錫しゃく杖じょうのような物を取り出し、軽く振ってシャランと鳴らした。

　俺の前に真っ赤な刀身の剣が現れた。

「太陽の剣つるぎです」

　持てということかな？

　しかし、俺の両腕はウルザとグラルによってふさがれているので持てない。

　ベルは気にせずに話を進めた。

「魔王ガルガルドの弱点は背中に一枚ある鱗うろこです。そこにこの剣を突き刺せば、魔王を倒すことができるでしょう。頑張ってください。勇者さま」

　…………。

「すみません、人違いでは？　俺は勇者ではありませんよ」

「知ってます」

「え？」

「予言の書では勇者が来ることになっているんです。なので、ここに来た貴方は勇者なのです。勇者じゃなくても勇者なのです。それでいいじゃないですか」

「いや、そう言われても……魔王とは知り合いだし、倒す気もないんだけど？」

「そのあたりはご自由に。私はここに来た人に太陽の剣を渡し、魔王の弱点を伝えるのが役目ですから」

「えーっと……」

「こちとら、太陽城の運航以外に余計な役目を押し付けられて迷惑してたんです。貴方がその剣を受け取ってくださったら私の役目が終わりになるので、どうかよろしくお願いします」

「魔王を倒さないけどかまわないのか？」

「問題ありません」

「変な呪いとかないよな？」

「ありません」

「この剣は俺が自由にしても？」

「かまいません」

「捨てても？」

「はい」

「そうか」

　俺はウルザとグラルから手を離し、太陽の剣を持った。重い。

「ありがとうございます。これで私の役目が果たせました」

　ベルは清すが々すがしい笑顔だ。

　見ようによっては神秘的だが、先ほどまでの会話から凄く面倒だったと感じる。

「ご苦労さまでした」

　俺はそう述べ、受け取った太陽の剣を床に置き、『万能農具』のクワを持つ。

　そして太陽の剣を耕した。

　うん、土になった。

　知り合いを殺す剣など不要。

　ベルが怒るかなと思ったが……彼女はニッと笑って俺に親指を立てた。

　役目、めちゃくちゃ嫌だったんだろうなぁ。
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　太陽城城主補佐筆頭、ベル＝フォーグマは頭を抱えていた。

　彼女は役目を与えられてから、ずっと太陽城の奥に引きこもっていた。

　それゆえ、彼女は何も知らなかった。




　太陽城が悪魔族に占領され、現在はクズデンが城主になっていること。

　魔物、魔獣が暴れ、太陽城の施設の大半が崩壊していること。

　そして太陽城の燃料がほぼ尽きかけており、太陽城の機能のほとんどが失われていること。

「新しい支配者、城主はかまいません。私に一言も相談がなかったことにはキレそうですが」

「完全隔離されてる状態のベルに相談って無理だろ」

　ベルが文句を言っている相手は、太陽城の水晶石。

　この水晶石、正しくは名前があり、ゴウ＝フォーグマという。ベルに教えてもらった。察するに姉弟きょうだい？

　いや、その前にゴウ。太陽城そのものみたいに振る舞っていたのはどうしてだ？　城主不在で権限のトップはゴウだったから問題ない？　むう。




　ベルとゴウは、太陽城の城主を補佐するために作られたマーキュリー種と呼ばれる人工生命体なのだそうだ。

　全部で十六体が製造され現存しているが、活動をしているのはベルとゴウだけ。残りは太陽城の燃料不足問題から、活動を停止して休眠している。

　ゴウが水晶石の姿なのは、燃料の節約なのだそうだ。

「どうしてここまで深刻な燃料不足になっているのですか？　予定していた備蓄量なら、五千年は飛べるはずでしょう」

　ベルがゴウに質問する。

「あー……えっと……聞きたい？」

「ぜひ」

「この城って、元は人間の王様が金を惜しみなくつぎ込んで作った別荘的な城だろ」

「そうですね。私たちはその時に管理用として生み出されました」

「そのあと、王様が予言に夢中になって、ベルに役目を与えて隔かく離りしただろ」

「思い出しても腹立たしい」

「それから二十年ぐらいで王様が亡くなって、後継者争いが勃ぼっ発ぱつ。この城の所有権がとある道楽貴族の手に渡ることになったんだ」

「無常ですね」

「その道楽貴族、金に困って太陽城の備蓄燃料を売り払いやがった……」

「は？」

「それでも支払いが間に合わず、最終的には城を神人族……あ、天使族ね。ベルも天使族って言わないと怒られるぞ」

「わかりましたから続きを」

「城を天使族に売ったんだ」

「…………」

「天使族によって城は戦闘用に改造。燃料の補給は行われたけど、武装の使用にまた燃料が使われて……魔族の反撃で魔物を送り込まれた時、ピンポイントに最後の備蓄燃料庫が襲撃されて吹っ飛んだ。で、城内に残っている燃料だけでなんとか現在に至ると」

「なるほど。とりあえず、何百年前か知りませんがその道楽貴族をぶち殺したのでしょうね？」

「怖いことを言うなぁ。やってないよ」

「では、その道楽貴族が落ちぶれるように工作は？」

「それもやってない。道楽貴族は、城を売ったあとも五十年ぐらい道楽三ざん昧まいを続けて、たくさんの孫に看み取られて死んだらしい」

「わかりました。では私が呪のろいましょう。その貴族の名前と子孫の詳細を」

「子孫は関係ないからやめてあげて」

　暴れるベルを水晶石が宥める。

　そんな感じの光景を見ながら、俺たちはラスティの運んできた食材を使って料理を楽しむ。

　太陽城で作られているダンジョンイモを美味く食べる方法がないかと、カレーに放り込んでみたが……。

　カレーは万能だな。不味まずい味が綺麗に隠れた。

　食感はしっかり残っているので、量を増やすにはいいかもしれない。

　しかし、ダンジョンイモをワザワザ育てようとはならないな。どうしたものか。

　…………。

　これだけで悪魔族が生きてきたのだから栄養価は高いのだろう。

　イモだよな。酒になるかな？　酒になったとしても問題は味だが……。

　いい味の酒ができたら、ダンジョンイモに価値が出るな。

　まあ、クズデンたちがここでダンジョンイモを生産し続けるならという前提の話だが。




「クズデンたちはこのあと、どうするんだ？」

　カレーを楽しんでいるクズデンに質問する。

「あ、はい。みんなと相談しましたが、できればこのままここでの生活が続けられたらと考えています」

　故郷に知り合いが生き残っているかもしれないから、数人は様子を見に行くらしいけど、戻ってくるとのこと。

「なんだかんだと五百年も生活していますからね。あ、俺はまだ三十年ほどですけど」

「それは夢魔族もか？」

「ええ。共同生活の形ができあがっていますから」

　なるほど。

　強制でなく、自分の意思で残るなら問題はない。

　となると……。

　俺の不安をベルがこちらにやって来て伝えてくれた。

「燃料の残量を計算したところ、太陽城はあと三年ほどで航行不能になります」

　ベルの言葉にクズデンが慌てた。

　そりゃ慌てるか。安住の地が飛べなくなるのだから。

「飛べなくなるならどうしようもないだろう。地上に降りる場所を作ったらどうだ？」

「え、地上って……」

　クズデンの視線の先はクロの子供たちだった。

「地上に降りたら魔物や魔獣にまた蹂じゅう躙りんされてしまいます」

　太陽城の防御は、飛行していることだからな。

　そうか……。

　あっ！

「燃料不足なら、燃料を仕入れたらどうだ？」

　うっかりしていた。ガス欠なら、補充すればいい。

　俺の提案にクズデンが賛同。しかし、ベルが首を横に振った。

「太陽城の燃料は希少な鉱物から精製していまして、そう簡単に手に入る物ではありません」

「そうなのか？」

「はい。太陽石といいまして、常に熱を発する希少な鉱物です。それが山のように必要なのです」

　希少品ならどうしようもないな。

　いや、魔王や始祖さん、ドースに聞けばなんとかなるかな？

「ね、いいかな」

　考えている俺を、ルーが突っつく。

「どうした？」

「太陽石って、保温石ホットストーンのことだけど」

「……へ？」

「昔は希少品だったけど、大鉱脈が見つかって値崩れしたから……」

　俺はベルを見た。ベルの顔は真っ赤だった。

　まあ、隔離されていたのだったらしかたがない。

　うん、色々と勉強していこうな。

　保温石なら温泉地で採掘できるし、マイケルさんに頼めばそれなりの量を確保できるだろう。

　カイロ代わりに包んでいた保温石を見せて、間違いないことを確認。

「とりあえず、どれだけ必要なんだ？」

「当面は十キロほどあれば……」

　それぐらいなら温泉地で掘った方が早いな。

「太陽城の運航は完全にコントロールできるんだな？」

「はい」

「じゃあ、北の……地図あるか？」

　俺の要望に、ベルが手を動かして床に地上の様子を映し出す。

　おお、近未来的！　いや、魔法か！

　床の一部、畑になっている部分は畑のままだが……凄いぞ！　うん、凄い！　だからベル、落ち込むな。







　太陽城は温泉地を目指すことになった。

　ハクレンたちに輸送してもらうことも考えたが、飛行距離は短い方がいいからな。




　それと同時に、クズデンが〝大樹の村〟に臣しん従じゅうを申し出てきた。

「今後のお話しの途中でしたが、俺たちだけではここを復旧するのは厳しいです。太陽城さま……ゴウさまも、そのようにした方がいいとおっしゃっていまして」

「根無し草の城よりは、どこかに所属した方が安全です」

　ベルも賛同する。

　正直、保温石の代金の話になるとどうしようもないので、お願いしますとのことだ。

　その代わり、城に残っている技術やアイテム類は全て差し出すとの提案内容。

　即断したいところだけど、村の住人と相談するために持ちかえる。

「よろしくお願いします」

　クズデンに並び、ベルも頭を下げる。

　ゴウは水晶石だから頭を下げられないが、下げようとする気持ちは伝わってきた。

　いい返事ができるように頑張りたい。
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　俺の名はクズデン。

　太陽城を占領した英雄クズーポンを曽祖父に持つ悪魔族の男。

　と、誇ってみたところで誰も聞いていないので空しい。

　俺の仕事は部隊長。悪魔族六十人と夢魔族二百人の取りまとめにある。

　まあ、クズーポンさまからお爺ちゃん、お爺ちゃんからお父さんと代々引き継いできただけだ。

　現在、太陽城内に閉じ込められており、外部の情報は皆無。

　不安がないかと聞かれても困る。子供の頃からこの環境なので慣れているというか、これが普通だと思っていた。

　年配の者だけが不安を持っている程度だ。

　ただ、そういった者は自分から夢魔族に頼んで、長く寝るようにしている。

　夢の中なら、そういった不安も感じないで済むからだ。

　夢魔族から、あまり長時間夢に浸らせると現実で生きていくのに支障が出ると警告を受けるが、どうしようもない。

　本人の問題だ。夢魔族には申し訳ないが、よろしくお願いする。




　俺の毎日は変わらない。

　朝、見回り。

　外壁のチェックを怠ることはできない。魔物や魔獣を甘く見て痛い目に遭うのは遠慮したい。




　昼、農作業。

　ダンジョンイモは暗所でも育つ利点がある。

　収穫量も悪くない。

　難点は味らしいが、生まれた時からの主食だ。特に不満はない。




　夜、太陽城を名乗る水晶石との会議。

　俺は居場所の太陽城と区別するため、太陽城さまと呼んでいる。

　お爺ちゃん、お父さんから悪い方かたではないと教えられている。

　城内の大半の場所を畑にすることを認めてくれたのも彼とのこと。俺たちの指導者的な人だ。

　ただ、褒めるところはしっかりと褒めないと拗ねる面倒くささがあるのが弱点だ。




　毎日のことを毎日のように過ごすだけ。

　そう思っていたが、その日は違った。

　なんと太陽城の進路が大きく変わったらしい。

　正直、どこをどう飛んでいるかわからないし、俺たちにはどうしようもないので、伝えられても困る。

　返答に困った時は褒めておけとお父さんに言われていたので、褒めた。

「きっと、よい方向に進んでいるのでしょうね」

　進路の方向と、今後の未来的な方向をかけたナイスな褒め言葉と自じ画が自じ賛さん。

　しかし、太陽城さまからの返答は予想外だった。

「クズさん。残念ながらこの進路変更は古の契約に従ったもの。我の意向は関与していない」

「えーっと……？」

「この古の契約は、太陽城が人間の味方をするためのものだ。つまり、これから向かう先はクズさんたちにとって悲劇の地となる可能性が高い」

「え？　ほ、本当に？」

「噓を言ってどうする。予定では八十七日後に到達予定だ。それまでに覚悟を決めておけ。できることなら戦闘訓練もしておくように」

「そんな」

　こんなこと、俺だけで受け止められるわけがない。

　悪魔族、夢魔族全員で太陽城さまの話を聞く。

　会議に何日も費やした。

　当然ながら、事態は改善しない。いや、悪化した。

　太陽城さまの言葉は過激になり、目的地に到着したら俺たちは全滅すると言われた。

　そこまで言われたら覚悟を決めるしかない。

　残り少ない日数に戦闘訓練。

　戦闘訓練ってどうやればいいんだ？　武器は……使い方がわからない。

　お爺ちゃんから危ないから触っちゃ駄目と言われた魔道具類を持ち出そうとしたが、さすがにそれはと太陽城さまに止められた。

　とりあえず、やれることをやるだけだとみんなで城内をランニングした。

　汗をかいたあとの食事は美味しい。

　…………。

　時間の進みは残酷だ。

　あっと言う間に、到着日直前になった。

　太陽城さまが特別にと目的地を見せてくれる。

　森の中にある村のようだ。

　人数は太陽城にいる悪魔族、夢魔族を合わせた数の倍ぐらい。

　絶望。

　しかし、太陽城さまは俺たちを励ましてくれる。

　そうだ。やれるだけやろう。

　太陽城さまの提案で、宣戦布告をする。

　上手うまくいけば、これで戦いを回避できるかもしれないとのこと。

　でも、俺、宣戦布告とかしたことないし。

　本を参考にしろ？

　小さい時に読んでいた本でいいのかな？

　それなら得意だ。

　太陽城さまの前でリハーサル。

　言葉をいくつか修正し、本番。




　城全体が揺れる攻撃をされた。

　太陽城さまは即時に降伏を判断。

　全面降伏で命を永ながらえろとの意見。

　俺も同感だ。戦う気は消滅している。




　それからの数日は激動だった。

　目的地の村から竜が来訪。

　竜に乗ってやって来たインフェルノウルフと紹介された角の生えた真っ黒な狼は、死神のような存在だった。

　見た瞬間、あ、駄目だこりゃってなる。

　大抵の者が気絶していた。もちろん、俺もだ。

　気絶から目を覚ませば、太陽城にいた魔物、魔獣は駆除され、俺たち悪魔族や夢魔族は解放されていた。




　正直、解放の喜びはよくわからない。

　生まれた時からそうだったからな。

　ただ、恐ろしい存在の魔物や魔獣がいなくなったのは嬉うれしい。

　それより怖い存在の竜やインフェルノウルフがいるが……。

　まだ話が通じる。

　怒らせなければ大丈夫。

　え？　謝罪？　あ、最初の宣戦布告の？

　はい、謝罪します。

　ただ、その、礼儀作法などを教えていただけると助かります。




　村の代表、村長は寛大だった。




　現在。

　気付けば俺は太陽城の城主になっていた。

　…………。

　なぜだろう。
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　我の名はゴウ＝フォーグマ。

　太陽城の城主補佐の一人だ。

　補佐筆頭は特別任務でお休み中なので、我が最上位。

　というか起きているのが我だけ。

　太陽城の燃料不足は深刻だ。

　そして、それ以上に深刻なのは現状。

　古の契約が発動している！

　竜族と人間のいる場所への自動航行。

　太陽城のコントロールが効かない。我の権限では止められない。無理。

　補佐筆頭ならなんとかできるだろうけど……連絡不可。詰んだ。

　まずい。

　太陽城はなんとかなっても、ここで生活しているクズさんたちが殺される。

　人間は悪魔族に容赦がないからな。

　多少、時代が流れた程度でそのあたりが変化しているとも思えない。

　各地を飛んでいる時に集めた情報でも、戦争は各地で行われている。

　昔よりも規模が小さいのは、文明的に後退したからにすぎない。

　…………。

　太陽城にはオートで発動する魔法防壁が五枚ある。

　これは燃料系が独立しているから、問題なく展開できるはず。

　乗り込まれても、太陽城に巣食っている魔物、魔獣が防壁になるだろう。

　古の契約による自動航行は、目的地に到着さえすれば解除される。そこから急いで逃げれば……。

　戦闘予想期間は最大で二十日。

　燃料は厳しいが全速力で移動すれば、なんとか逃げ切れるか。

　となれば、あとはこちらの出方だが……。

　向こうからのアクションを待つべきだろうか？

　いや、竜は太陽城の古の契約を知っている可能性が高い。味方の城だと思って乗り込んでくるか？　そうなるとクズさんたちが危ない。

　人間と竜を牽けん制せいするために宣戦布告をして、それから交渉で時間稼ぎ。

　太陽城を神人族が武装したことを知っていれば、十分に効果があるはず。

　実際は、武装の大半が魔物や魔獣に破壊されて使い物にならないけどな。

　ともかく、クズさんたちを助けるにはこれしかない。




　宣戦布告の結果、五枚あった魔法防壁はあっさりと貫通された。

　同時に、魔法防壁の発生装置に異常。

　年代物の装置だが、機能が機能なので、そう簡単に異常を発生させたりはしない頑丈さが自慢のはずだ。

　それが異常を発生させたのは、防壁が突破された瞬間に新たな防壁を展開しようと頑張った結果だ。

　お役目ご苦労と感謝。

　…………。

　そして相手の力を見誤ったことを後悔。

　あの攻撃が連発できるとは思えないが、初撃でこっちの防御の要をつぶされた。

　城の魔物、魔獣が頑張ってくれるかもしれないが……。

　城への直接侵入を防ぐ手段がなくなった。

「クズさん。駄目だ。降伏。完全降伏。全部、我の責任にしていいから謝罪で」

　あとは直接交渉で切り抜けよう。




　クズさん……。

　侵略者の子孫かもしれないが、この城で生まれたからには我が子も同然。

　最悪、クズさんたちの命さえ助かれば城はどうなってもいい。

　城主にしなくてよかった。

　城主にしてたら責任問題だったからな。







　村の代表者たちと交渉。

　普通の人間？

　他のメンバーは……あれ？　吸血鬼？　神人族？　竜？

　え？　なんだこれ？

　…………。

　あ、これ、クズさんたちに価値つけないとまずいかもしれない。

「クズさんが城主で。はい、決定！」
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　私の名はベル＝フォーグマ。

　軽い挑発に乗って長々とお役目に縛られている馬鹿な女。

　王め。人間だからもう死んでいるだろうから墓の下か。

　墓を見つけたら蹴飛ばしてやる。

　いや、それだけじゃ気がすまない。墓を粉にしてやらねば。

　…………。

　ああ、駄目だ。

　後ろ向きの暗い感情が前に出る。これでは駄目だ。心を穏やかに来きたるべき日を待つのです。

　そう、予言の書ではあともうすぐ。

　あと十年と七カ月先に解放の時が待っているのです。

　長かった。本当に長かった。

　……ん？　書斎に侵入者？

　期待はしない。

　ほら、やっぱり。

　仕掛けに気付かず、出ていった。

　そうよね。

　もう何度も期待して、裏切られてきた。

　慣れたわ。

　でも心がざわつく。

　本当にあの仕掛けに気付く者がいるのだろうか？

　予言の書の的中率は確かに高い。

　未来を観察して書いたといってもおかしくないぐらいに当たる。

　しかし、外れないわけじゃない。

　本当に十年と七カ月先に来るのでしょうか？

　…………。

　来なかったら、この太陽の剣を砕く。

　私には触れないけど砕く。どうあっても。徹底して砕く。私を縛り付けるこの憎しみの対象を。

　…………あれ？

　先ほどの者たちが戻って……。

　まさか……。

　仕掛けを……噓でしょ。

　来た！　来た来た来たぁっ！

　やった！　ウェルカム！　さあ、あと少しです！

　そう、そこをまっすぐ……ノウッ！

　なぜ、そこで引き返す！

　いや、理解できる当然の用心。

　ならばっ……。

　結界解除！

　一度、解除したら再度の展開は不可能ですが、このチャンスは逃せません。

　そして猫を被かぶるのよ。

　できるだけ優しい顔で出迎える。

　太陽の剣を受け取ってもらえないと、駄目ですからね。







　私の前に来た人は普通の人でした。

　ですが、私にとっては彼は恩人です。

　なにせ、私を縛り付けていた太陽の剣を受け取ったばかりか、破壊してくれたのですから。

　清々しい。心の中の闇が晴れていきます。ふふふ。

　予言の書の予言が外れたのも嬉しかったです。

　十年ぐらいは誤差なのでしょうか？　ふふふ。

　もう全部外れたらいいのです。




　さて、そろそろここから出ましょう。

　美しい太陽城が私を待っているのですから。
















[image: ]




　太陽城から戻った俺たちは、種族代表者たちを集めて会議を行った。

　議題は、太陽城の受け入れに関して。




　元々、クズデンたちは太陽城さえ無事なら、〝大樹の村〟と交易しながら細ほそ々ぼそとやっていければなぁという方向だった。

　しかし、ベル、ゴウを交えて太陽城の現状を再確認し、太陽城だけでの自立が難しいとの結論を出した。

　自立が難しい最大の理由。それは金がないこと。現金は当然として、金になる物がない。

　ダンジョンイモの生産をしているが、美味うまい食べ物ではないので価値が低い。

　となると、太陽城にあるアイテム類や技術を切り売りするしかないのだが……有限だし、すでに一部は食料と交換してしまっている。

　技術の切り売りは自分たちの地位を危うくする。

　無論、太陽城に閉じこもって、ダンジョンイモだけの生活をすることは可能だろう。

　しかし、それは太陽城が無限に飛んでいるのが前提の話だ。

　太陽城の燃料は尽きかけており、補充できなければ太陽城は地上に降りることになる。

　飛行状態を基本とした設計の太陽城は、地上での防御力は皆無。

　また、燃料が尽きるとベルやゴウの活動にも支障が出るらしい。

　クズデンたちがゴウの知恵を借りずにやっていけるとは思えない。ある意味、今まで引きこもっていたようなものだしな。




　ともかく、その他に色々と理由はあるが、クズデンは太陽城に住んでいる悪魔族、夢魔族、それにベルとゴウの合意を得て、〝大樹の村〟に臣しん従じゅうを申し出てきた。

　悪魔族、夢魔族の者たちは、太陽城の燃料切れによってこれまで世話になったゴウが動かなくなることを回避したい。ゴウは悪魔族、夢魔族を守りたい。ベルは太陽城を飛ばし続けたい。

　三者三様の理由で。







「臣従ということは、部下になるということですか？」

　フラウが手を挙げて確認する。

「色々と言葉を飾っていたが……簡単に翻訳すると、太陽城をまるごと差し出すので、生活の面倒を見てください。ということだな。まあ、村ごと移住してきたと考えればいいかと」

「では、これまでの移住者たちと同じ扱いで問題なかろう？」

　ドワーフのドノバンが、ダンジョンイモを弄いじりながら言う。酒にしてみるそうだ。

「そうなんだが……問題は太陽城だ」

　そう。

　俺が即断を避けた理由、それが太陽城。

「あの城の所有権は現在、誰にあるんだ？」

　ゴウの話によれば、天使族に売却されたとの記録があるので、所有権は天使族が持っているのではないだろうか？　戦争でクズデンたちの曽祖父たちが占領したそうだが、それだとその曽祖父たちのいた軍の所有になったりしないか？

　城を俺が受け取ったとして、あとで揉もめごとにならないか？

　俺一人の責任で済むならかまわないが、それによって村の住人に迷惑をかけたくはない。

　俺は自分の疑念を素直に話した。

　…………。

　全員、黙った。あれ？

　活発な意見が交わされると思ったのに……俺以外の者たちで顔を合わせては無言で頷うなずいている。

　そして全員の視線がルーに集まり、ルーが仕方がないわねと立ち上がった。

「貴方あなた……いえ、村長。難しく考え過ぎ！」

　え？

「私たちがあの城を占領した。だからそこにいる者たちの面倒を見る。それでいいじゃない」

　…………。

「あとで文句を言われたり……」

「これまで放置されていたのに、誰が文句を言うの？　天使族？　あの城は神しん人じん族ぞくの物でしょ？　神人族は……」

「滅びました」

　ティアが言葉を続けた。

　そして、これ以上、神人族の話題はしないようにと。

　なるほど。

「万が一、どこかから文句を言われたら、こう言ってやればいいわ。文句があるならかかってきなさいって」

　ルーの一刀両断。

　これで太陽城を受け入れる方向で決まった。










「太陽城の名を改め、四ノ村と名付ける。ただし、これまでの歴史を考慮し、太陽城、太陽村と呼称することを特別に許可する」

　太陽城の謁えっ見けんの間で、俺が高い場所に立ってクズデンに臣従の受け入れを伝えた。

　その証あかしとして、名称を変更。

　これが一般的だとルーやティアの言葉に従ったのだが、事前通達の段階でベルが絶望した顔をしていたので一文が追加された。

　ルーに甘いと言われたが、長く使ってきた名称を急にやめるのは厳しいと俺は思うぞ。




　ともかく、文官娘衆が用意した書類を俺の前で片膝を突いているクズデンに渡す。

　クズデンを代表として認める証明書みたいなものらしい。

　これ、一ノ村や二ノ村、三ノ村にも渡さないと駄目じゃない？

　用意しているから、あとで渡せばいいと言われた。うん、そうする。

　なんにせよ、こういったセレモニーは大事らしい。

〝大樹の村〟の種族代表者たちが揃そろい、ゴウは動けないが、クズデンの後ろに悪魔族、夢魔族、そしてベルが見守っている。

「四ノ村村長代行の地位、拝命しました。今後はヒラクさまに絶対の忠誠を」

　あ、いや、別に俺のためじゃなくてみんなのために働いてくれたらいいんだけど……。

　そんなことが言えない空気で、場が盛り上がっていた。

　みんな、不安だったのかな？　その場の盛り上がりのまま、宴会になった。

　料理は俺たちに同行している鬼人族メイドたち。食材の輸送や人員の移動だなんだでハクレンとラスティには頑張ってもらった。ありがとう。




　四ノ村の代表となる四ノ村村長代行にクズデン。

　補佐にベルとゴウ。

　ベルの見た目は人間と同じだが、本質的には水晶石のゴウの方に近いらしい。

　食事をしなくても活動できるが、それは太陽城からエネルギーを供給されているため。

　太陽城の燃料問題が解決すれば、ゴウも人間の姿で動けるそうだ。

　他にも十四人ほどいるらしい。早く燃料をなんとかしてやりたい。




　現在、燃料の元となる保温石の採掘のために、温泉地の上空に向かっているが……まだかかりそうだ。

　思った以上に移動速度が遅い。

　燃料が少ないからかと思ったけど、そうではないようだ。

　元々が別荘目的で建造され、浮遊していることが重要。移動力は二の次だったらしい。なるほど。




　四ノ村……名付けておいてなんだが、太陽村の方が呼びやすいな。

　でも太陽村って言うとベルが悲しそうな顔をするから、太陽城と呼ぶ。

　まず、太陽城に必要な物！

　全部！

　家がない、食料がない、産物がない！　ダンジョンイモだけがある！

　うん、悪い食材じゃないんだろうけどな。美味しい調理法を探そう。

　当初の約束通り、ダンジョンイモや魔道具との交換で食料を運び込んでいる。

　食事が豊かになるだろう。




　しかし、太陽城の気温は常に春のようで冬を忘れさせてくれる。

　さすがは別荘地。

　冬場はここに退避するのも手だなとか考えてしまう。

　さすがに〝大樹の村〟の村長として、それは駄目だなと自己判断で却下する。










　さて。

　冬場だからといって、仕事がないわけじゃない。

　太陽城の技術取得のために山エルフやハイエルフの数人が残っているが、大半が〝大樹の村〟に戻った。俺はまだ残っている。四ノ村作りのために。




　とりあえずは……家かな。

　悪魔族、夢魔族はこれまで城内に住んでいたのだけど……城内には畑もあり、人数に対してプライバシーが守られる空間ではなかった。

　なので家を建てたい。

　場所は市街区。

　廃はい墟きょになっているから、まずは全てを更地にして再建だな。

『万能農具』が大活躍。

　まあ、いきなり全部は無理なので、家を建てるスペースだけ更地に。




　次に家の建材だが……。

　ハクレン、ラスティに頼むとしても量を考えると面倒。

　悪魔族、夢魔族が飛べるので太陽城の高度を可能な限り落としてもらって運ぶか？

　まあ、なんにせよ冬場の今は駄目だな。

　太陽城から離れると風がキツイし寒い。

　いっそ、建材となる木を育てる方がいいかな？

　家の建設は中断。







　次は畑かな。

　ベルが城内の畑を外に出したい意向を見せている。

　もっともな意見だ。

　城に入っていきなり畑だもんな。あぜ道を通って、謁見の間に行くのはなんだかなぁと思う。

　外に畑を作るのは協力できるが、畑にされた城内はどうしようもないと思うが……。

　太陽城の燃料が補充されれば、なんとかなるそうだ。北西の森林区の大穴も、ふさぐことが可能だとゴウは言っている。凄すごいな。

　まあ、俺はクズデンと相談しながら畑の場所を決定する。

　城の南の市街区に家を建てるので、その左右。南西、南東の市街区を畑にする。

　廃墟も廃材も何もかも全て『万能農具』で耕す。

「貴方は神ですか？」

　作業中、ベルにそう質問されたが、ただの農民だと答えておいた。

　俺を神様と間違えるとは。神様に失礼なことを言ってはいけない。

　あ、ここにも創造神様と農業神様の像を置かせてもらえるかな？

　宗教的に問題がなければいいのだけど……問題はなかった。

　城内で一番いい部屋に置いてもらえるそうだ。

　でも、そこって城主の部屋じゃ……気にしなくていい？　クズデンは……問題なさそうだな。

　大事にしてもらえそうで嬉うれしい。




　枯れている森林部は、生き残っているものはそのまま残し、新たに果実系の木を育てる。

　収穫にはしばらくかかるだろうが、収穫できるようになればかなり食料事情が改善されるだろう。

　クズデンはパイナップルを好んでいたな。

　ベルやゴウは食事を必要としないが、人間の姿なら食事もできるらしい。

　ベルはカレーを食べて感激していた。

　調味料系も育てた方がいいかな。







　作業をしていると、ベルから温泉地に到着したと連絡を受けた。

　うん、地上の様子を見せてもらうと確かに温泉地。

　死霊騎士デスナイトがこっちを見ているのが確認できる。

　なかなか高性能なカメラ……ではなく、魔法か。

　どういった理屈の魔法なんだろう？　まあ、いいか。

　さっそく温泉地に移動と思ったが……ハクレン、ラスティは〝大樹の村〟に戻っているので困った。

　悪魔族、夢魔族で俺を運ぶのは……無理？

　そうか。

　連絡方法、考えないといけないな。

　…………。

　通信できるんだった。

〝大樹の村〟に連絡し、飛べる人に来てもらう。誰が来るかな？




　グランマリアだった。

　寒い中、ありがとう。
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　グランマリアに抱かかえられながら、俺は温泉地に。

　これまで何度も運んでもらっているが……。

　太陽城はやはり高いな。

　高度、五千メートルだっけ？

　スカイダイビングする高さ……よりもまだ高いかな？　スカイダイビング、やったことないけど。

　……ん？　どうしたグランマリア？

　ああ、スカイダイビングは空を落下して楽しむ……待て。落下しろってことじゃない。

　安全安心が第一だ。ゆっくり降下しよう。寒いのは我慢するから。







　無事に温泉地に到着。

　三人の死霊騎士が出迎えてくれる。

　膝を突かなくていいから、立って立って。

　まずは太陽城のことを説明。

　なんだかんだの後に支配下に置いたことが伝わると、素直に驚いてくれた。

　そして、三人揃そろっての戦勝の舞を披露してくれる。

　それ、練習していたな？　息がピッタリだぞ。

　この前、武闘会の合間の出し物に影響を受けた？

　なるほど、気持ちはわかる。

　ただ、俺を取り囲んで踊るのはどうだろう？

　俺、生いけ贄にえのポジションじゃないか？

　気にするなとのことで気にしない。




　次に保温石を採掘し、運ぶので少し騒がしくなることを伝える。

　こちらも問題ないだろうと思ったのだが、死霊騎士たちは見てわかるレベルで動揺していた。

　なにか問題が？




　最初からいる死霊騎士に先導されながら、俺とグランマリアは保温石の採掘現場に向かう。

　百ひゃく聞ぶんは一いっ見けんに如しかず、とのことらしい。

　先導してくれているが、これまで村で使用する分を採掘するために何度も来ているので、迷わずに行ける。

　死霊騎士は二回ほど迷ったな。そういえば方向音痴だった。お前は拠点防衛向きだな。

　死霊騎士は俺の渡した盾を使ってくれている。

　なかなか頑丈で使い勝手がいいとのこと。

　他の二人がうらやましがっているらしいので、暇を見つけて作ってやろう。

　同じギミックがいいのかな？　やはり違う方が楽しいだろうな。

　雑談をしながらだが、油断はしない。

　この辺りにも魔物、魔獣は出る。

　まあ、死霊騎士たちが温泉地に滞在するようになってからは、ほとんど遭遇しなくなったが……。

　なので、無事に採掘現場に到着。

　…………。

　保温石の採掘現場は、当然ながら保温石が剝むき出しになっている。

　冬でも、周辺は暖かい。

　太陽城ほどではないが、冬を忘れることができるのだろう。

　採掘現場には、とある魔獣の親子がいた。

　でっかいライオン？　四足で立つと……三メートルぐらいあるな。

　クロの子供たちが戦闘時にでっかくなったぐらいのサイズだな。

　一頭、タテガミを持つのがお父さんだろう。

　タテガミを持っていないのがお母さんかな。

　でもって、そのお母さんの後ろに小さい子ライオンが三頭。

　お父さん、お母さんライオンが大きいから錯覚するが、子ライオンもそれなりに大きい。

　しかし、顔付きや手足の長さから子ライオンだとわかる。

　生まれたばかりなのだろうか？

　見知らぬ俺やグランマリアに対して、警戒はしているが敵意は感じない。

　死霊騎士がライオンの傍そばに近づき、宥なだめると警戒が解けた。

　でもって死霊騎士が、俺たちとライオンのあいだに立って庇かばう。

　いや、ペットを飼うのを反対したりしないが？

　ああ、かまわないぞ。

　できれば温泉地の警備に参加してもらえると助かるな。

　でもって、子ライオンの一頭をモフモフさせてもらえると嬉しいのだが……。

　あ、いや、死を覚悟したみたいな顔をされて前にこられても困る。

　撫なでるだけだから……。

　おお、なかなか。

　グランマリアも撫でてみるか？

　…………。

　グランマリアには残り二頭の子ライオンがじゃれていた。

　悔しくなんかないやい。










「このライオン？　種族とかわかるか？」

「いえ、すみません。ですが……普通に大きなライオンなのでは？」

「だよな。まあ、詳しそうな……ルーやフラウに会ったら聞こう。魔物だとリアやヤーの方が詳しいかな？」

　このライオン一家のエサは、死霊騎士たちが倒した魔物や魔獣でまかなっているらしい。

　そういえば、いつもは山のようにある魔物や魔獣の死骸が少なかったな。このライオンたちの胃袋におさまったのか。

　食べさせ過ぎてこのサイズになった……わけじゃないよな。

　まあ、健康なら問題ない。

　しかし、そこに居座られると採掘の邪魔になるな。

　なんだかんだでお父さんライオン、お母さんライオンは大きい。

　温泉地に移動する？　なんだか追い出すみたいで悪いな。

　ライオンの話では、温泉地の方が食料が手に入りやすいとのこと。

　温泉にも入れるしと。

　そりゃそうか。しかし、申し訳ない。




　お父さんライオンの背中に子ライオン三頭が乗り、そのまま駆け出すのかと思ったら背中に大きなコウモリの翼が生えた。

　え？

　驚く俺に一礼し、ライオン一家は温泉地に飛んでいった。

　…………。

　うん、普通のライオンじゃなかった。







　気を取り直し、当初の予定通りに採掘現場を確認。

　この辺りの保温石の埋蔵量だが……詳しくはわからない。

　ただ、露出している分だけでもトン単位になると思う。

　ベルやゴウの希望する量は、十分以上に確保できるな。

　あとは採掘。

　一応、手順は考えている。

　俺が『万能農具』で大きく掘り出し、ハイエルフやリザードマンたちが保温石の余計な部分を削除。

　これがいつもの方法だ。

　削除は太陽城の悪魔族、夢魔族に任せるとして……問題は、ここから太陽城への輸送手段。

　空を飛ぶ城なのだから、移動用の飛行船みたいなのがあると思ったのだがない。

　ゴウの話だと、持ち主が資金難の時に真っ先に売られたとのこと。

　となれば飛べる者が抱えて運ぶしかない。

　しかし、太陽城の悪魔族、夢魔族では重い物を抱えての飛行は厳しいらしい。

　なので、ハクレン、ラスティに頼んで一気に運んでもらう予定。

　今回の一件では、ハクレン、ラスティに色々とお願いしてしまった。

　今度、希望する料理でも作って感謝を示そう。







　さて、さっさとやってしまおう。

　太陽城から降りるために支援を呼んだとき、採掘を手伝う者を運んでほしいとラスティに頼んでいる。

「そういえば、グランマリアが来てくれたが……どうやって決まったんだ？」

「もちろん、クジ引きです。自身の恵まれた運に感謝です」

　そうか。

　グランマリアにもなんだかんだと世話になっている。

　今度、希望する料理を……甘いお菓子がいいのね。了解。







　俺は採掘、グランマリアは周辺警戒。

　ラスティが採掘を手伝う者を運んでくるまで、頑張った。




　太陽城に運ばれた保温石を見て、ベルが一言。

「この城が建造された時にこの量があれば……世界をとれたのに！」

　ベルのテンションが高いな。

　ガソリンが満タンになった時の充足感だろうか？

　いや、まだ精製作業が必要だったな。

　所定の場所に運べば、あとはゴウが精製する。

　燃料が充足すれば、ゴウもベルのように人間の姿になれるらしい。ちょっと楽しみだ。

　他にもいるらしいし、クズデンを助けてやってほしい。

　あー……ベル。

　武装の改修、増設案を考えるのはやめような。物騒だから。

　暇なら畑作業を手伝え。城内の畑を外に出すんだろ？　育てている最中の畑をつぶすのは駄目だから、しばらくは我慢だぞ。
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　太陽城の城内で育てられていたダンジョンイモは、一部を外の畑に植え替えた。

　いきなり全部を植え替え、全滅させたら申し訳ないからな。

　あと、室内で育てているダンジョンイモを外で育てても大丈夫なものかとの不安もある。

　ダンジョンイモのために、地下洞のようなものを作った方がいいのだろうか？

　太陽城の地面は、薄い場所でも三百メートルはあるらしい。

　ちょっと掘った程度で底を抜くことはないだろう。

　ただ、中央には城の地下が拡がっているので、深く掘るのは勘弁してほしいと言われている。

　まあ、地下洞が駄目なら屋根を作れば問題ないのだろうけど……。

　当面は植え替えたダンジョンイモの観察待ち。










　さて、空を飛ぶ太陽城。

　保温石から精製した燃料を使った魔法動力を搭載している。

　ルーやティアたちの話では、魔法技術が凄かった時代の残ざん滓しだそうだ。

　その残滓でも、今の魔法技術よりも圧倒的に上。

　分析したり複製したりできれば色々と役に立つと思われる。

　なので確認。

　太陽城の魔法動力をベルやゴウは作ることはできるのだろうか？

「馬に乗れることと、馬を育てることはまったくの別物であると思います」

　質問に対するベルの返答。

　つまり、操縦者と技術者は別。もしくは操縦者と生産者は別ということだろうか。

　車の運転手だって、全員が全員、車の整備ができるわけじゃないしな。

　ましてやエンジンを部品から作るのは無茶か。

　それでも、知っている部分をルーが聞き取り、記録に残している。

　ただ、あまり役に立たない。

　どういうことかというと、ベルの知識の大半が技術の完成の上に成り立っているからだ。

　無理やりに例えると……スマホやパソコンの概念がないのにＯオーＳエスやアプリケーションの話をされるような感じだろう。

　でもって、ベルにスマホやパソコンの概がい念ねんを説明できる知識がない。できるのはＯＳやアプリの操作方法と……。

　ルーの見立てでは、今現在の魔法学のトップを集め、百五十年ぐらい研究に没ぼっ頭とうさせればなんとか……らしい。

　ちなみに、そのトップに入るルーとフローラは遠慮しますと言っている。

　ルーは、ゴールが決まっている研究をする気にはならないそうだ。

　知識欲の塊ならともかく、そうでないなら面白味は感じにくい。お金になるのも先の話だしと。

　フローラは、発酵食品の研究に忙しいからと。

　そういえば、納豆は思ったよりも発酵が早くて驚いた。俺の感覚だと十日ぐらいかなと思っていたのだけど、一日ぐらいで菌が豆を覆い尽くしていた。

　なので最初は発酵が進み過ぎて失敗。

　二回目は数時間置きにチェックしたけど、これも発酵が進み過ぎて失敗。発酵を抑えるために低温で熟成させることに気付くまで、数回の失敗を重ねた。

　まだ量産はしていないが、試作段階での評判は上々。ただ、独特の匂いに駄目な人は駄目といった感じになっている。俺もあまり得意ではない。ダンジョンイモと同じく、美味しく食べる方法を探そう。




　話を戻して。

　太陽城の魔法技術を、口頭で学ぶのは無理っぽい。

　となれば資料を……となるが、太陽城の苦難の歴史の中で紛失している。

　あるのは……書斎をはじめとした城内各所に残っている様々な文献。

　これは太陽城ができた当初のものもあれば、太陽城に訪れた者が置いていったものもある。

　なので多た岐きにわたって雑多な内容。

　魔法技術関連もあるにはあるが、ベルの知識と同じく役に立たない。残念。

　ただ、資料としては貴重らしいので他の本と一緒に譲ってもらった。

　俺の屋敷のホールに本棚を設置。

　住人の一部が楽しく読んでいるが……内容は理解できているのだろうか？

　笑っているので、物語系の話があったりするのかもしれない。

　今度、俺も読んでみよう。










　現在、保温石を大量に補充した太陽城は、〝死の森〟の外周を一年かけて周回するコースが設定されている。

　進行方向は反時計回り。

　このコースになったのは、まずはゴウの意見。

　太陽城は移動力は重視されていないが、同じ場所に居続けるよりは移動したいとのこと。

　ゴウの役割が運航関連にあるので、移動しないと役目がないのだそうだ。

　クズデンたちの世話をする役目じゃ駄目なのかと思ったが、アイデンティティーの問題らしい。なるほど。

　なので移動することになった。

　しかし、〝大樹の村〟の所属となったので、〝死の森〟の外に行って何か問題を起こしたらという不安が出た。

　ルーたちは気にするなと言っていたが、即時に連絡できる場所じゃないのは問題だと思う。

　なので太陽城は〝死の森〟の上空だけを移動することになった。

　それならばと、〝死の森〟の外周部を周回するコースが提案され、可決。

　当初は時計回りをイメージしていたのだが、ゴウが反時計回りを強く主張した。なんでも本能的にそのコースが無難だと思ったそうだ。

　強く反対する理由もないので、そのコースが採用された。

〝大樹の村〟から見て、冬に北、春に西、夏に南、秋に東の上空に太陽城が位置することになる。

　…………。

　大規模なカレンダーかな？

　慣れると、太陽城の位置で時の進みを確認できるかもしれない。







　移動する太陽城だが、そこに行くには飛べる種族に運んでもらうしかないので多少面倒。

　なので移動方法が検討された。

　その前に確認。

　転送装置みたいなのはないのかな？　ないそうです。

　太陽城ができたころは、転移魔法は禁止魔法。

　使用者は即逮捕、習得も違法だったらしい。

　どうしてだろうと疑問に思ったけど、普通に防犯のためだった。

　確かにどこにでも転移できたら、悪いことがやりたい放題だしな。

　使用者に自制が求められる魔法だ。

　……ビーゼル、始祖さん。

　うん、大丈夫だろう。

　現在では転移魔法は犯罪ではないが、村や街の中に直接移動しないのがマナーとなっている。

　なるほど。




　さて、移動方法だが俺の知識では気球、飛行船。

　さすがに飛行機の知識はない。

　他の者の意見では、飛行魔法、転移魔法の習得。

　気の長い話だ。

　とりあえず、俺の意見に山エルフたちが食いついたので作ってみることにしたいが……。

　気球にしろ、飛行船にしろ大きくて丈夫な布が必要だ。

　魔法で強化できるらしいが、ザブトンが起きるのを待った方がいいだろう。

　飛行船の船体部分だけでもと山エルフたちが意気込むが、止める。

　技術は一歩一歩。

　太陽城のことで学んだ。

　なのでまずは気球。

　それも人が乗るサイズではなく、小型のものを実験に。

　がっかりしない。

　カゴ部分はともかく、安定して気球の内部に熱を送る装置は大変だぞ。

「そうですね。頑張ります！」

　山エルフたちのいい返事に満足。

　まあ、当面は、飛行できる者に運んでもらおう。




　色々と調べていくと、太陽城から与えられた技術には大した物がないように思える。

　だが、安心してほしい。

　凄い技術があった。

　装置が太陽城に固定されているので他では生産できないし、生産量も少ないのが弱点だが、これは凄い技術だと俺は思う。

　缶詰。

　そう、太陽城は缶詰を作ることができた。

　悪魔族、夢魔族はダンジョンイモを生産したあと、缶詰にして保存していたのだ。

　もちろん、缶を作るには鉄が必要となる。

　しかし、薄い鉄の缶が作れるのは凄い。

　密封できるのも凄い。

　開け方は……缶切りが必要か。簡単に開くタイプでないのが残念だ。

　しかし、缶詰。

　食品の長期保存が可能となる。生産量が少ないのが本当に残念だ。

　日産、十個とは。

　しかし、十日で百個。百日で千個。年間で考えれば、三千個以上。

　うん、いいんじゃないかな。

　マイケルさんが喜ぶと思う。

　ゴウやベルの仲間が目を覚ませば増える可能性があるとのことで、期待したい。
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　今年の冬は太陽城関連で終わった気がする。

　何度も往復したなぁ。

　…………。

　やはり、自力で移動できる手段が欲しい。

　早く気球を作らないと駄目かな。

　まあ、急いで失敗しても困る。墜落は避けたいしな。

　万が一を考えて、搭乗員のパラシュートも用意したい。

　前に酒スライムで実験しただけだったからな。

　しかし、その前にしなければならないことがある。

　春になって目を覚ましたザブトンやザブトンの子供たちに太陽城の説明だ。

　よかった。

　目を覚ましたザブトンの子供たち、太陽城まで糸を伸ばす方法を考えていた。

　あれは味方の城だぞー。攻める必要はないからなー。







　ハクレンに頼んでザブトンと共に太陽城に行くと、そこはお昼寝会場だった。

　いや、全員気絶しているだけかな？

　そんなに怖がらなくても……。

　ザブトンも気にしなくていいぞ。慣れていないだけだろう。

　ベルはさすがだな。

　…………。

　意識は保っていたが、腰を抜かしていた。

　つっつくとへたり込み、泣きだした。

　着替えも必要だったらしいので、彼女を背負って私室に送った。




　ゴウは水晶石になり切って乗り切ろうとしていたので、俺が教えた。

「ひ、酷ひどいっ」

「いや、お前らって竜ドラゴン相手でもなんとかなるんだろ？」

「竜相手になんとかなるわけないじゃないですか！」

　全力で怒られた。

　あれ？　そうだっけ？

「全盛期の太陽城の防御力は竜の攻撃にも耐えるようにできていますが、今はそれすらありません」

「燃料不足は解消しただろ？」

「村長の攻撃によって、防御機能が停止しましたから……自動修復待ちです。計算では、二年ほどかかる予定になっています」

「すまん」

「いえ、あの時の非はこちらにあります。改めて謝罪させてください」

「もう終わったことだ」

　謝罪合戦になったので、適度に切り上げてザブトンを紹介。

　被服関連の情報が欲しいと頼んでおく。







　ザブトンを太陽城の各所に案内。

　といっても、まあ俺がなんだかんだと耕したので村とあまり風景は変わらない。

　周囲が森か空かの違いだろうか。

　家を建てる予定の場所では、少しずつ建設が始まった。

　やはり建材の輸送が大変だ。

　建材となる木も育てているが、さすがに成長を待つのは気が長い。

　下で用意して、ドースたちが来た時に一気に運び込むべきだろうか？

　それとも、ビーゼルや始祖さんに頼んでの転移魔法？

　輸送する建材の量が多いから、始祖さんはともかくビーゼルだと厳しいだろう。




　ザブトンが気になったのは太陽城ではなく、夢魔族の下着みたいな格好。

　刺激を受けるのはかまわないが、普段着としてはどうかと思うぞ？

　水着のデザインに流用する方向でお願いしたい。










〝大樹の村〟に戻って、春の仕事。

　当然、畑仕事！

　頑張る。

　何をどれだけ育てるかは、事前に話し合っている。

〝大樹の村〟の畑も広くなったが、俺の作業速度も上がっている。

　集中させてくれたらもう少し早く終わったのだけど、なんだかんだと用事が入って一カ月ぐらいかかってしまった。




　用事その一。

　ラミア族、巨人族に太陽城の説明。

　双方、特に気にしないとのこと。

　反応が鈍くて悲しい。

　ダンジョンで生活しているから空を飛んでいる物に興味がないのかな？

　ちなみに、ハウリン村や魔王国、ドライムに関しては小型ワイバーン通信で冬のあいだに連絡している。

　ハウリン村は連絡前から太陽城を確認していたので、詳細がわかって安あん堵ど。

　祝しゅく辞じを返してくれた。

　魔王国は太陽城を管轄下にしたことの承認と、余裕のある時に太陽城に招待してほしい旨の私信。

　ドライムは冬場でも気にせず来訪し、太陽城を見学し終わっている。

　温泉とか酒場とかそういった施設を早く用意してほしいそうだ。

　俺もそう思う。頑張りたい。




　用事その二。

　一ノ村、二ノ村、三ノ村が各自で農業をスタートさせているが、協力要請はある。

　こちらの作業が終わったあとでかまわないとのことだが、『万能農具』に頼っている〝大樹の村〟と違い、各村は普通の農業だ。

　できるだけ優先した。

　太陽城こと四ノ村の畑は、俺が『万能農具』で作ったので生長が早い。

　今回は問題ないだろう。

　問題は今後。

　あそこは季節を気にせずに農作業ができるが、果たして普通の農業は可能なのだろうか？

　太陽城に適した作物を探さなければならないかもしれない。




　用事その三。

　ガットが太陽城の土台部分に関して、調査を進言。

　太陽城の土台部分は俺の攻撃によって森に落下し、小さな山になっている。

　冬場だったのでこれまで何もしていなかったが、暖かくなってきたので調査をということだ。

　何か珍しい鉱物があるかもしれないと。

　しかし、太陽城の土台はゴウやクズデンの話だと悪魔族の攻撃の結果だそうだ。

　そこに鉱物があるのだろうか？

　あってもおかしくないとのことで、調査隊を結成。

　俺は畑があるので不参加。

　リザードマンのダガ、獣人族のガルフを中心とした調査隊が結成され、意気揚々と出発。

　ハクレンかラスティに運んでもらうのかと思ったら、徒歩らしい。

　冬場で鈍にぶった体を鍛える意味もあるのかもしれないが、同行するガットは悲愴感を漂ただよわせている。

「無理に同行しなくてもいいんじゃないか？　ガルフでも鉱物の見分けができるんだろ？」

「自分で言ったことだから……が、頑張ります」

　護衛役のクロの子供たちに、ガットを頼むとお願いしておく。




　用事その四。

　始祖さんが来た。

　太陽城を見て、懐なつかしいとか言いだした。

　…………。

　考えてみれば、知っていてもおかしくない。

　話を聞くと、天使族が神人族と名乗っていた時に行ったことがあるらしい。特に目新しい情報はなかった。

　始祖さんはそのまま温泉に。向こうでライオン一家に出会い、驚いていた。驚いたあとは一緒に温泉に入っていたらしいけど。

　子ライオン、大きくなっている。成長、早いなぁ。




　用事その五。

　山エルフたちがあっと言う間に小型の気球を完成させた。

　気球の肝となるのは保温石を精製した燃料を使う筒状の魔道具。

　提供はルー。

　以前、俺が魔道具を色々と頼んだ時の試作品の一つだそうだ。

　空気に接する面を調整することで温度調整を可能とした。

　ザブトンが作ってくれた気球部分も丈夫だ。

　そのうえで、魔法による強化をしているので試験飛行は成功。

　酒スライムが得意げに試乗していた。

　酒スライムでも操縦できる操作性を褒めるべきだろうか。

　それを見ていたウルザたちが、早く乗りたいと要望。

　正規サイズでの制作が開始。

　材料の伐採に駆り出された。

　後回しにしてもよかったのだが、太陽城との移動の確立は大事だからな。

　いつまでもハクレン、ラスティ、天使族に頼っているのもよろしくない。

「村長だけなら喜んで運ぶのですが……荷物が多いとさすがに厳しいです」

　太陽城の悪魔族、夢魔族は俺を抱えての飛行は無理。

　俺を抱えて飛べる天使族たちの凄さを再認識した。







　用事は多かったが、なんとか対応できてよかった。

　畑が一段落すれば、俺も手が空いてくる。

　ダガたちの応援に行った方がいいだろうか？

　それとも……ん？

　クロがフライングディスクを咥くわえて待っていた。

　そういえば、あまり相手ができなかったな。

　よし。

　今日はクロと……じゃないな。

　クロの後ろにはクロの子供たち。ボールを咥えていたり、ブーメランを咥えていた……。

　わかった。

　今日はクロたちと遊ぼう。




　ちなみに、クロの子供たちの一部は交代で各村の防衛を担っている。

　交代期間はクロの子供たちに任せているが……特別に一日交代で〝大樹の村〟に戻ってきていた。

　俺と遊ぶために。

　うん、頑張る。










　余談その一。

　前にクロの子供が拾ってきた子犬。

　でっかく育ち、フェンリルと判明したが……普通にクロたちに交まじって生活をしている。

　かなり馴な染じんでいるようだ。

　ただ、クロたち用の道具ではサイズが合わない。

　…………。

　大きなボールの制作が急がれる。







　余談その二。

　今年もザブトンの子供たちが旅立った。

　糸を空に伸ばして、風に乗って移動するスタイル。

　今年の風下には太陽城があった。

　十匹ほどが太陽城に着地。

　そこで生活するらしい。

　早い再会に俺は嬉うれしかったが、太陽城に住む者たちは怯おびえていた。

　慌てて俺に連絡してきたぐらいだしな。

　だが、大丈夫。

　慣れる。
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　ダンジョンイモ。

　室内でも育つ優れた食べ物。生長も早く、収穫量も悪くない。

　問題は味。美味おいしくないのだけが弱点。

　まあ、植物だって食べられるために育っているわけじゃないからな。

　不味まずい植物もあるだろう。いや、不味い植物が大半だと思う。

　とりあえず、ダンジョンイモの改良計画第一弾として、日光の当たる場所での生育を試している。

　環境が変われば、味も変わるかもしれない。

　そう思って太陽城の畑でダンジョンイモを育てていた。

　ちなみに、改良計画第二弾は検討中。




　そのダンジョンイモ。

　爆発的に育っていた。

　畑を埋め尽くし、他の畑にまで侵食を開始。

　ベルからの連絡で太陽城に来た俺は、畑の外に出ている分を伐採。

　柵を作ったがすぐにダンジョンイモのツタが絡からみつき、柵を乗り越えた。

　こういった植物なのだろうか？

　しかし、このままでは太陽城がダンジョンイモに支配されてしまう。

　どうしたものか……。

「村長。この生長速度の速いダンジョンイモ、イモがありません」

　畑作業をしている悪魔族の言葉で、ダンジョンイモの排除が決定。すまぬ。







「まさか、また目にする機会があるとは……」

　ダンジョンイモに関して、知識があったのは魔王。

　ダンジョンイモは日光に当てると激しく生長し、その生長に栄養を使うのでイモをつけない。

　災害植物と言われる植物らしい。

「災害といっても、日光での生育だと一カ月もすれば勝手に枯れる。早めに処分したければ、夜にやればいい。日光には反応するが、松明たいまつや魔法の光には反応しないからな」

　なるほど。

「ただ、日陰で育てても実るイモが美味うまくない」

　確かに。

　つまり作物として駄目なのか？

「いや、味は悪いが収穫量の面で優れているからな。昔の領主たちは、魔物対策や飢き饉きん対策に育てていた」

「魔物対策？」

「魔物が好むからな。誘い出す時の罠わなや、万が一襲われた時の時間稼ぎとして使われたのだ」

　しかし、今から二百年ぐらい前にダンジョンイモだけが罹かかる疫病が大流行。

　ダンジョンイモは全滅した。

　太陽城は隔かく離り状態だったから、その疫病に罹らなかったのかな。

「エサをなくした魔物が各地で暴れて苦労した。特に人間の国からのクレームが酷くてな。我らが魔物を操っているのではないかと……思い出しただけで腹が立つ」

　ちなみにその時、魔王は一地方の貴族だったらしい。




　ダンジョンイモが全滅したあと、魔王国で育てられたのがフェアリー小麦。

　ダンジョンイモと同じように日陰で育てられていたのだが、こちらは日光下でも普通に育つことが判明。荒地でもそれなりに育ち、味もダンジョンイモよりも優れているので人気に。ただ、収穫量が少ないという欠点があった。

　このフェアリー小麦。

　魔王国よりも、人間の国で流行はやった。育てやすくて味もいいのだ。そりゃ流行る。

　収穫量の少なさをカバーするために広い土地が必要とされたが、人間の国は広く開墾を進めてどんどんと育てた。

　最終的には、育てていない地域がないぐらいまでに。

　魔王国側では広い畑の確保が難しく、ダンジョンイモを育てていた場所での生産ぐらいだった。それがよかったのだろう。

　今から十五年ほど前。フェアリー小麦だけが罹る疫病が流行し、人間の国は大飢饉状態になった。

　魔王国でも飢饉になったが人間の国ほどではない。それゆえ、これは魔王国の陰謀であると言われて戦争開始。今も続いていると……。




「戦争よりも農業をやれよな」

　話を聞いて、思わず言ってしまった。

「まったくだ。しかし、フェアリー小麦を育てていた畑は他の作物がほとんど育たない」

「え？」

「人間の国では、今も大半の畑が使い物にならないままになっている。戦争に目を向けるのも仕方がないことかなと」

「人間の国、食料はどうしているんだ？」

「無事な畑と、新しく作った畑でなんとかだな。あとはエルフの国やドワーフの国からの購入。公おおやけにはできないが魔王国からも買っている」

「戦争相手から食料を買ってるのか？」

「一応、禁止の通達は出しているのだがな。本気で取り締まれん」

　食料の取引がされているので、魔王国との戦いを抑えようとする勢力があるそうだ。

　がっちりと取り締まると、そういった勢力が力を失い、戦いが激化するかもしれないと。

「魔王国も食料が潤じゅん沢たくというわけではないのだがな」

　そうなのか。

　しかし、村の生産力を上げたところで、魔王国全体を考えれば雀スズメの涙だろう。どうしようもない。無力だ。

　…………。

「魔王国では、フェアリー小麦は日陰でしか生産してなかったのか？」

「いや、多少は普通の畑でも作っていたぞ」

「その畑は、何も育たないのか？」

「ああ、そうだ。大半は今でも荒地のままだ」

「そこでダンジョンイモ、育ててみないか？」

「どういうことだ？」

「ダンジョンイモは日光を当てれば凄く育つ。その畑でも育つんじゃないかと思ってな」

「そうかもしれないが、日光で育てたダンジョンイモは実を付けんぞ」

「実が目的じゃない」

「？」

　原因が何かわからないが、フェアリー小麦の畑だった場所は他の作物が育ちにくい。

　だったら、フェアリー小麦の畑じゃなくしてしまえばいい。

「あっ」

「上手うまくいくとは限らないが、実験してみたらどうだ？」

「そ、そうだな。やってみよう」

　連作障害なら、特定の栄養素の不足が原因。

　ダンジョンイモが枯れたら、そのまま肥料になるかもしれない。

　失敗しても、放置されている畑なら問題ないだろう。

「普通に日陰で育てるのも、やっていいだろうか？」

　魔王の提案。

　当然だな。

　健闘を祈りつつ、俺は魔王にダンジョンイモの種イモを渡した。










　ダンジョンイモ。

　魔物が好むとのことだったが、〝大樹の村〟では……クロたちは駄目。ザブトンたちは喜んで食べている。スライムたちは無視。温泉地のライオン一家は、渋々食べるといった感じだろうか。

　いや、無理しなくていいぞ。

　死霊騎士デスナイトは？　目線を合わせない。駄目なんだろうな。

　ラミア族、巨人族は食べてみて、普通に村のイモの方がいいと言ってくれた。ありがとう。

　ただ、両者共に育ててみるらしい。

　ラミア族のところは、飼っている蛇たちが気に入ったようなので。

　巨人族のところは、ブラッディバイパーのエサとして。

　イモで腹いっぱいになってくれるなら、巨人族の安全度が高くなるからな。

　魔物が喜ぶことと、日光のもとで育てないことを注意して、種イモを渡す。







　実験。

　ダンジョンイモを大量に網袋に入れ、森に放置してみた。

　もちろん、村からかなり離れた場所だ。

　数時間後、虫系の魔物が群がっていた。

　討伐も考えたが、数が多過ぎたので放置。

　ダンジョンイモがダンジョンで育てられていた時には群がらなかったのかな？




　今度はダンジョンイモを大量に網袋に入れ、地中に埋めてみた。

　数日放置しても無事だった。

　掘り返されたりもしていない。

　なるほど。

　ダンジョンイモは地中にある間は魔物に狙われないと。

　…………。

　ダンジョンには、ダンジョンイモを掘り起こす役目の魔物や魔獣がいたのかな？

　謎が多い。







　ダンジョンイモを酒にする実験。

『万能農具』で手伝ったので、早々に酒にはなったが味がいまいち。

　サツマイモなどで作った酒には敵かなわないと、ドワーフたちが残念がっている。

　一部を残して蒸留を重ね、アルコール抽出用にする予定。




　ダンジョンイモを料理する実験。

　鬼人族メイドたちが粉にしたり蒸したりした結果、味は無味系、弾力ある食感が面白いコンニャクのような物ができた。

　加工食品なのでそのままでも食べられるが、茹ゆでると美味しい。

　あのいまいちだった味が……驚くほど美味い。

　ダンジョンイモはコンニャクイモだったのか？

　いや、コンニャクイモはもっとこう大きな球根みたいなやつだった。

　…………。

　細かいことは気にしない。

　美味い食べ方が見つかって満足だ。

　褒ほう賞しょうメダルを鬼人族メイドに贈呈。
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　地上に落ちた太陽城の土台を調べに行ったリザードマンのダガ、獣人族のガルフ、ガットたちが帰ってきた。

　結果を先に言えば、星ほし輝き石せき、魔ま鉄てつ粉こ、黒こく塵じんの三つの珍しい鉱物が見つかった。




　太陽城の土台は、元からあった土台ではなく悪魔族の攻撃によってできたものだ。

　悪魔族は粘着性の高い土を投げてぶつけ、太陽城の下部に土を大量に接着。

　目的はその土に混ぜた魔物の卵を送り込むこと。

　タイミングは想定外だったが、思惑通りに魔物を送り込んだ粘着性の高い土は、太陽城の下部で岩化して土台となっていた。




　星輝石は粘着性の高い土に元から含有していたのだろう。

　星輝石は綺き麗れいな石だが、米粒の半分ぐらいの大きさしかない。

　採取が面倒なことで有名だ。

　用途は装飾以外に、魔道具の部品として使われている。




　魔鉄粉、黒塵は魔物の抜け殻が時を経て石化した物。

　名前通りに粉や塵ちりなのだが、元が抜け殻なので、ある程度はまとまって存在している。

　ただ、粉や塵なので採取が少々面倒だ。

　魔鉄粉は武具の製造時に少量混ぜることでちょっとした効果を付けることができ、黒塵は魔法を使う際の触媒として使われている。

　また、こちらも共に魔道具の部品として使われる。




　この三つの鉱物。

　なかなか産出しない鉱物で、取引されることは滅めっ多たにない。

　取引されると、金の百倍～千倍の値が付けられる。

　それが全部で十キロほど。

「ちょっと採取しただけで、これだけ集まった。まだまだあったけど……これ、下手に売りに出すと値崩れするんじゃないかな」

　ガットの報告。

「売らないわよっ！　全部、私の！」

　歓喜しているのはルー。

　俺からすれば星輝石は綺麗だが、それ以外は汚い粉にしか見えないので価値がわかりにくい。
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　だが、滅多に物欲を見せないルーが、欲しがっているのか。

「お願い」

「まあ、用途的にルー以外に使えないだろうから……」

　横から手が出てきて、誰かと思ったら始祖さんだった。

　そして急ぎ一ノ村産の紙に書き物をしたと思ったら、俺に差し出してきた。

　財宝の名前の目録だった。

　俺は始祖さんを見た。

「星輝石一キロ、魔鉄粉四キロ、黒塵二キロ。お願いします」

　真面目な顔だった。

　いや、交換じゃなくても別に普通に分けるよ。




「他に鉱物は？」

　俺がガットに確認する。

「太陽城から落ちた土台からはあの三つだけ。ただ、道中で鉄鉱石と銅鉱石を見つけた」

「鉄と銅か……埋蔵量は？」

「それは本格的に調査しないと。ただ、地形からあまり多くは期待できないかな」

「そうなのか？」

「俺の推測では、どっちも二百トンぐらいかな」

　二百トンで少ないのか。

　ガットたちがいたハウリン村ではもっと採れるらしい。

　まあ、急いで採掘する必要はない。

　鉄も銅も必要なら、それこそハウリン村から買えばいいしな。




　となると、太陽城の土台からの採掘だが……。

　ルーと始祖さんに聞けば、当面はこれで大丈夫。

　でも、採掘できるなら継続してほしいとのこと。

　採掘を続けてもらうとなるとガットが必要だが……当人は問題なし。

　ただ、魔鉄粉を使った武具の製作を希望してきた。

　うん、許可。

　しかし、ずっと採掘をしてもらうのは悪い気がするので、今回のように採掘隊を編成しての採掘にしよう。

　…………。

　採掘に来た他者と奪い合いになったりするかな？　立て札を設置して所有権を主張しておいた？

　なるほど、よくやった。

　貴重な鉱石を見つけたわけだし、採掘に行った者たちに、褒賞メダルを贈呈。







　なんだかんだで褒賞メダルを渡しているのは、文官娘衆に注意されたからだ。

　今年の春も、いつも通りに各村、各種族の代表、〝大樹の村〟の住人に褒賞メダルを配った。

　それは問題なし。

　四ノ村に渡す枚数や新たな交換リストで少し揉もめたが、いつも通りだ。

　問題になったのは俺の確保分。

　俺は毎年、百枚ぐらいを褒賞として配るために確保している。

　しかし、祭りや武闘会などで配るのが主で、それ以外が少ないと注意された。

　俺がケチだと怒られたのではなく、現状の褒賞メダルの価値が高過ぎるとの指摘だ。

　入手方法が毎年の分配と、祭り、武闘会だけだと入手が難しい。

　となると大事にするので、交換を控える。

　通貨の前段階として導入した褒賞メダルが、それじゃ駄目ではないですかと。

　まったくだ。

　なので今年から祭り、武闘会で配る褒賞メダルは別枠で確保されることになった。

　俺が個人で、頑張った者に配るための百枚となった。

「頑張った人を正しく評価するのも、村長の仕事ですよ」

　確かに。

「わかった。しかし、目が届かないこともある。各種族の代表や、各村の村長代行は、褒賞メダルを受け取るべき人がいたら俺のところに連れて来てくれ」

　俺一人で全てを見るのは無理だからな。

　…………。

　百枚で足りなかったらどうしよう。

　その時に考えるか。

　とまあ、こんな事情で配ることを心掛けている。

　確かにこれまで、配る量が少なかった。反省。







「村長」

　文官娘衆が、真面目な顔で俺に話しかけてくる。

「褒賞メダルなのですが、褒賞部分をもう少し独立させるべきだと思います」

「どういうことだ？」

「褒める時に与える物という意味では問題ありません。ただ、受け取った側が勲章のように扱うと、交換しないかと」

「あー……そうだな」

「そこで、武闘会で優勝者に与えているトロフィーがありますよね」

「ああ」

「あれの少し小さい物を用意するのはどうでしょう」

　ミニトロフィー。

　サンプルとして一つ作り、俺の屋敷のホールに展示しておいた。

「これってクロさん？」

　祭りや武闘会ではないので、トロフィーのモチーフに困った。

　カップやタワーでよかったかもしれないが、目の前にクロがいたのでクロをモデルにした。

　クロが凛り々りしく立っている足元に看板。

　この看板に功績者の名前を彫る予定だ。

「クロさんの部分、トロフィーをもらった種族の姿になったりは？」

　変な期待をされた。いや、希望するならそうするが……。




　ちなみにこのミニトロフィー。最初に受け取ったのはザブトン。

〝大樹の村〟の旗を作った功績。

　旗は緑地の中央に金糸で大樹が描かれている。

　なんだか偉そうだが、村人たちが問題ないと胸を張っていたのでそのまま採用になった。

　ザブトンは受け取ったミニトロフィーを掲げて村中を歩いたあと、ホールのクロのサンプルトロフィーの横に飾った。

　最初にこうなると、今後のミニトロフィーはここに飾られることになるだろう。

　棚を増やすことを考えておこう。




　現在、クロがサンプルトロフィーを本物にすべく奮闘している。

　頑張るのはいいが、あまり危険なことはしないでほしい。

　ミニトロフィーも、価値が上がり過ぎても困るな。

　簡単なことでも、渡すようにしよう。

　でないと……。

　俺は横を見た。

　屋敷のリフォームを考えるハイエルフを筆頭に、熱が入り過ぎている村人たち。

　うん、やり過ぎる前にブレーキを踏む。

　とりあえず、気球サンプルを造った山エルフたち、ダンジョンイモをコンニャクにした鬼人族メイドたち、採掘を頑張ったガットたちに渡すか。

　個人だけじゃなく集団でもミニトロフィーはもらえるとわかってもらいたい。







〝大樹の村〟の旗は、屋敷のホールの壁に張られた。

　ザブトンの子供たちが、ホールの清掃時にホコリを払う手伝いをしている。

　今度、他の村にも配らないとな。

　え？　もう用意している？

　さすがザブトン。

　じゃあ、配りに行くとしようか。
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　一ノ村で問題発生。

　豚を食べることに関して、揉めているらしい。




「駄目だ。トン子は絶対に絞めさせないぞ！」

「この澄んだ目を見て、食べようって発想が出るのはおかしくないか！」

「もう家族じゃないか！」

「残念だけど、豚は食料よ」

「だから名前を付けるなとあれほど……」

「さっさと持ってきなさい」

　男性が食べない派が多く、女性が食べる派が多い。

　俺は心情的に食べない派。

　豚たちは、自分たちを守っているとわかっているのか男性陣の傍から離れない。

「食料が豊富にありますからね。無理に豚を絞めなくてもという考えもわかりますが……」

　獣人族のマムが、困っていますと俺に説明してくれる。

「肉以外にも色々と用途があるだろ？」

「森で狩る魔獣の素材の方が、高品質ですから」

「なるほど。しかし、食べないとなると豚は食料を消費するだけの存在になってしまう」

　山羊ヤギや牛は乳を期待できるし、鶏は卵。

　馬は移動力や労働力として使える。

　豚の繁殖力を考えると、ペットには不向きだろうな。

　豚が役に立つことを示さないと……うーん。

　まあ、当面は食べないでいいだろう。

「いいんですか？」

　俺の決断に、マムが険しい顔をする。

「食料に困るまでだ」

「豚って年に何回も出産しますよ。数年で凄いことになりません？」

「知ってる。その時になって考えよう」

　正直言ってただの決断の後回しだが、覚悟を決める時間が欲しい。







　後日、豚小屋を増築することになったが……。

　生まれた子豚の大半が、二ノ村、三ノ村に譲られた。

「食は大事ですから」

「可愛かわいがるだけでは生きていけません」

　二ノ村、三ノ村から、豚の扱いで怒られた。

　彼らは豚を家畜としてしっかり扱うようだ。頼もしい。

　そして、反省。

　だが、そう簡単に決断できるものじゃない。わかっている。

　一ノ村の男性たちと一緒に、ゆっくりと受け入れていこう。




　その日の夕食は、マイケルさんのところから仕入れた豚肉を揚げたものだった。

　美味しかった。

　思考と胃袋は別。

　身勝手だと思いつつ、俺は食後のお茶を飲んだ。
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　一ノ村、二ノ村、三ノ村では家畜の飼育スペースが拡張された。

　各村で生まれた家畜がある程度、育ったからだ。

　一ノ村では豚と鶏。

　二ノ村と三ノ村では牛、豚、山羊、羊、それに鶏が育てられている。

　太陽城こと四ノ村でも家畜の計画がされているが、飼育の手順を誰も知らないので止まっている。

　現在は悪魔族や夢魔族の何人かを〝大樹の村〟に移住させ、飼育を学ぶことが計画されている最中だ。

「牛や馬は頭数が少ないから、外から種をもらわないといけません」

〝大樹の村〟で家畜の世話をしている獣人族の女の子たちから言われた。

　普通の村では、他の村の家畜に種をもらいに移動したり、種を付けに移動するらしい。

「移動は大変だよな」

　またマイケルさんから購入するか。

　それでも移動は大変だが、購入だと片道ですむ。

　ハクレンかラスティのタイミングのいい時を見計らおう。

　気球での移動は……暴れたら危ないか。







　気球。

　ザブトンが気球用の大きな袋を早く作ってくれたので、大人が四人乗れるサイズの気球が完成した。

　袋の形はシンプルに球形。その袋の中に空気を送り、魔道具で熱することで飛行する。

　魔道具の操作で火力を調整し、上下は問題なし。

　問題は方向。現状、完全に風任せだな。

　ザブトンの作ったロープで地面に繫つないでいないと、どこに飛んでいくかわからない。

　気球って方向操作できないの？　できないか？　できないよな。

　方向操作するために、動力と舵かじをつけたのが飛行船だもんな。

　つまり、現状では太陽城に行く手段としては駄目ということ。

　なぜ試作の時に気付かなかったのか、俺！

　いや、まだだ！

　この気球を思い通りに動かすには、どうすればいいかだ。

　…………。

　うん、動力と舵を取り付けて飛行船にするのが一番か。

　動力はやはり魔道具か？

　プロペラを回して推進力にするのが一番だろう。




　プロペラの試作品を作って、ルーに相談。

「これを回して風を起こす装置？　できると思うけど……気球に風を当てて動かすの？」

「え？　いや、人が乗る部分につけるんだ」

「？」

　プロペラの説明に、ルーが半信半疑。

　結局、試作品の扇風機みたいなのができあがり、実験。

　床に設置したら風が発生するだけ。

　タイヤのついているワゴンに設置したら……。

「ワゴンが動いた」

　ルーは驚いていた。

　基本的な作用反作用だよな。

　普通の生活の中で体験するものじゃないか？

　ルーがフローラやティアを呼んで、ワゴンに付いた扇風機を見せている。

「え？　どういった魔法？」

「風の精霊のイタズラ？」

　…………。

　フローラはいいとして、ティアは驚いちゃ駄目じゃないのか？

　実際に飛んでいるわけだし。

　このあたりは基礎中の基礎というか、翼を動かしているだろ？

「翼は魔力操作のもので、鳥のように使っているわけではありませんから」

　なるほど。

　魔法が発達し過ぎているから、科学が駄目ということかな。

　台車に扇風機を付けたもので驚かれると、逆にビックリだ。

　熱気球は理解できたよな？

「温かい空気が上に行くのは当たり前じゃない」

「魔法学の基礎ですね」

「あんな風に物を持ち上げられるとは思いませんでしたけど」

　…………。

　科学が駄目なのではなく、得意不得意があるということかな。

　注目。

　全員、両手をピッタリ、指まで合わせて……薬指以外を少しずらしてギュッと握って。

　薬指の間に銅貨を挟む。

　両手を握ったまま薬指を外側に動かして、銅貨を落としてみよう。

「そんなの簡単じゃない……あれ？」

「え？　え？　え？」

「う、動きません！」

　なるほど。

　こういった方面も弱いか。

　ちょっとほっこり。

「魔法？　魔法？」

「いえ、催眠術では？」

「自分の体じゃないみたいです」

　無理しないように。

　中指を曲げている状態だと、薬指を外側に動かしにくいだけだから。







　さて、プロペラを回す魔道具はルーがなんとかしてくれることになった。

　これで風任せではなくても進む。

　あとは方向をどうするかだ。

　舵がベストだろうけど、ここはプロペラを回す魔道具を二つ用意し、気球のカゴの左右に同じ方向を向けて設置する。

　左右のプロペラのオンオフで右旋せん回かい、左旋回を可能にした。

　強度は？　問題なし。

　重量は？　四人乗りを二人乗りにすることで問題なし。

　では、試運転だ！

　立候補する山エルフたちの中から二人がクジで選ばれた。

　さあ、大空を翔かけるのだ！

　……その前に。

　安全のため、搭乗する山エルフたちにはパラシュートを装着。

　また、飛行できるグランマリアたちに周囲を飛んでもらう。

　よし、いってみよう！

　…………。

　……………………。

　現在、球形の風船の下にカゴを吊つるし、そこで魔道具を操作して空気を熱している。

　そのカゴの左右にプロペラを設置したことで、推すい進しん力りょくを得たのだが……。

　イメージでは気球が右へ左へと進む予定だったが、カゴ部分だけが進もうとして角度が急になっている。

　気球の風船部分が進もうとしていない。

　しかも、カゴの角度が急になるので空気を暖めている魔道具の炎が風船部分に当たって危ない。

　中止。







　上に向かう力に対して横に動かす力がカゴだけだと、バランスが悪いのだ。

　考えてみれば、飛行船のプロペラは風船部分に装着している。

　気球から改良しようとしたのがよくなかった。

　ちゃんと飛行船として考えなければ。

　となると……。

　風船部分にプロペラを装着するために、フレームが必要となる。重量が増えるな。

　そうなると、風船を大きくしなければいけない。

　しかし、現在の魔道具で暖められる空気の量を考えると……厳しいか？

　飛行船は熱気球ではなく、ガスで浮かせているのが主流だった。

　確たしか、ヘリウムガス。

　…………。

　作り方なんぞ知らない。

　となると……水素？　駄目駄目、爆発する。危険だ。

　むう……。

　こうなると……プロペラを設置するフレームを超軽い素材にするか、ヘリウムガスの代用品となるガスを探すしかないか。

　ということで、気球、飛行船開発は中断。

　残念だ。

　泣くな山エルフ、俺も悔くやしい。




　気球はプロペラを外して四人乗りに戻し、空を楽しむのに使おう。

　風向きがよければ、ハウリン村やドライムの巣まで行けるかもしれない。

　まったくの無駄ではないはず。

　太陽城との行き来はしばらく飛べる者たちに頼らなければならないが。







「気球、こちらから誘導しましょうか？」

　太陽城のゴウの言葉。

　ある程度の高さまで飛べば、太陽城の方で引っ張れるらしい。

　い、行くのは可能として帰りはどうする？

「帰りも大丈夫です。ちゃんと村の上空まで誘導できます」

　…………。

　そ、そこまで言うならやってもらおうかな。




　気球で太陽城までふわー……。




　太陽城から〝大樹の村〟までふわー……。




　移動できてしまった。

　…………。

　俺は傍にいた山エルフたちの目を見る。

　飛行船、絶対に完成させましょう。

　もちろんだ。

　俺は力強く頷うなずいた。

　が……。

　当面は、気球の量産だな。

　最低でも予備を含めて三機。理想は五機。頑張ろう。
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　私の名はイフルス。

　魔王国の小さな貴族の家に生まれた男だ。

　家は長兄が継ぐので、私は自身で生活の糧かてを得なければならなかった。

　幸いなことに文官としての才が認められ、魔王国に雇われた。

　勤続四十年。

　その間に妻を娶めとり、息子も生まれた。息子は今年で二十はたちになる。

　息子は私に似ず、力と魔力に恵まれ、魔王国軍の将軍になれるのではないかと目されている。

　ありがたいことだ。

　ただ、少し前まではその息子は魔王国の現体制に対して不満を訴え、隠れて活動家らしきことをしていた。

　魔王さまに報告すべきかどうかで悩んでいたのだが、急にそういった活動から足を洗った。

　何かあったのだろうか？

　前に比べて明るく笑うようになったから、いいことでもあったのかもしれない。

　ひょっとして、前から懸け想そうしていたパン屋の娘との仲が進展したのだろうか？　そうであれば嬉うれしいな。

　ともかく、怪しい活動をやめてくれたのはよかった。




　さて、私の話だ。

　五年ほど前から、私はシャシャートの街の代官に任にんじられている。

　シャシャートの街は魔王国領の直轄地であり、魔王国でも有数の商業地だ。

　最近の発展もいちじるしい。

　そんな街の代官に任じられた私は、これまでの働きを認められたという嬉しさ半分、重要な役職への不安が半分だった。

　失敗はしたくない。

　安全にいきたいのだ。

　そう思い、今までやってきた。

　心掛けは一つ。

　判断に困った時は、前例に従うということだ。

　前例にないことは極力しない。

　前例にないことをどうしてもしなければならない時は、王城にお伺うかがいをたてる。

　情けない話だが、責任を負わないようにしてきた。

　私は出世など考えていない。

　仕事は安全に、ほどほどで、もちろん収入もほどほどになるが、欲張らない。

　自分の才覚は十分に知っている。

　シャシャートの街の代官は、私には分不相応だ。

　その心掛けがよかったのだろう。

　これまで、問題らしい問題はなかった。




　なのになぜ。

　今、私の目の前には魔王国四天王の一人、レグさまがいる。

　レグさまは財務担当。

　なんだ？

　私は金銭に限らず、不正なことは一切やっていない。

　部下の誰かが危ないことをやったのか？　勘弁してくれ。

　いや、素直に私の管理不足か。

　しかし、部下たちが……何をやったんだ？

　金に困っているような者はいなかったと思うが……。

「よろしいでしょうか？」

「は、はい」

　いかんいかん。

　悪いことを考えるより、まずはしっかりと話を聞こう。

　対処はそのあとだ。







　翌日。

　私の目の前には魔王国四天王の一人、グラッツ将軍がいる。

　なぜ？　どうして？　何か関係すること、あったっけ？

　もしや、このシャシャートの街に戦火が及ぶのか！

　急ぎ、兵を集めねば。

　いや、それよりも避難場所の確保をしなければ。

　シャシャートの街は最近の発展で人口が多くなっている。

　避難には時間がかかるが、船の数も多い。

　なんとかなるか。

「いいかな？」

「あ、は、はい。即時に動かせる船の数は二十隻ほどです。時間的余裕はどれぐらいでしょうか？」

「え？」







　グラッツ将軍のあとは、ランダンさまだった。

　魔王国の内政を統括しているランダンさまは、私の上司の上司。

　これまで言葉を交わしたのも数えるほど。

　最後に会話をしたのは……。

　この街の武闘会に来られた時でしたね。

「ようこそお越しくださいました」

「役目、ご苦労」

　たしか、二秒ほどで終わりました。覚えています。

　いえいえ、怒っていません。

　面倒な会話をしなくて済むありがたい上司の上司だと思っています。

　そのランダンさまがなぜ？　まさか、解任？　お考え直しを！







　レグさま、グラッツ将軍、ランダンさまと魔王国四天王の方かた々がたと顔を合わせたのだから、次に四天王最後の一人、クローム伯が来るかもしれない。

　これまでの三人への応対に失敗はなかったと思うが、大成功でもなかった。

　どれも突然だったからな。準備しておこう。

　無駄骨になるかもしれないから、部下には命じにくい。

　自分で部屋の清掃。

　テーブルの位置は……この辺りでいいかな。カーテンにホコリはない。

　メイドたちの普段の働きに感謝だな。







　準備しておいてよかった。

　今、目の前にいるのは魔王様。

　いや、頭を伏せているので目の前ではないな。頭の先かな。ははは。

　…………。

　なぜ？　どうして？　これまで、ほとんど会ったこともありませんよね？

　え？　頭を上げてもかまわない？

　いえいえ、このまま下げさせてください。

　直答？　直接、会話することですよね。無理無理無理。







　疲れた。

　ここ数日でかなり疲れた。

　一気に老ふけ込んだかもしれない。

　しかし、なんだっていうんだ。

　魔王様、レグさま、グラッツ将軍、ランダンさまの用件は言い方は違ったが、同じだった。

「ゴロウン商会に客が来る。その客に失礼がないように」

　誰が来るっていうんだ？

　他国の王様か？　そんな予定は聞いていない。

　第一、王様だったらここじゃなくて王都だよな。

　他国の王子さまとかがお忍びで遊びに来るとかか？

　あ、なるほど。それなら納得できる。

　なにせ、陰かげから護衛しろ、便宜をできるだけ図はかれ、邪魔をするなと言われた。

　…………。

　あれ？　何かするのかな？　遊ぶだけなら、便宜とか邪魔とかないよな。

　…………。

　ゴロウン商会とは連絡を取り合っている。

　向こうもその客を出迎えるのでバタバタしていた。

　よほどの大物か？

　会頭が直々に指揮を執っていたしな。

　到着したらすぐに連絡をよこすと約束してくれた。

　私のすることは、最初の挨拶だけだ。

　それ以上は特にないし、する気もない。

　陰の護衛もレグさまが用意してくれた。

　一応、私の指揮下らしいけど……指示なんて無理だよな。自由にやってもらおう。

　私にできるのは、彼らの邪魔をしないことだ。

　非協力的だったと言われるかもしれないが、下手に張り切って足を引っ張るよりはいいだろう。




　お茶を飲もうとポットに近寄った時、激しくドアがノックされた。

「ゴロウン商会より連絡がありました。来られたようです」

「そうか」

　レグさまの用意した陰の護衛たちはすでに姿がない。

　私も遅れるわけにはいかない。

　用意していた馬車で、ゴロウン商会に向かう。

　この馬車、ゴロウン商会からの献上品だが非常に乗り心地がいい。

　来客者をこの馬車に乗せたら、喜んでもらえるかな？　いやいや、押し付けはよろしくない。

　向こうが望んだ時に貸し出す方向にしよう。







「マルコスです」

「妻のポーラです」

　ゴロウン商会の客は二人。

　人間の若い夫婦だ。

　…………。

　農家の夫婦かな？

　いや、いや、いやっ！　愚か者！

　あの夫婦の服装をよく見るのだ。

　一見、普通の服だがキラリと光るセンス。そして、生地は高級品だ。

　高級な生地で普通の服を作ったのか？　酔狂な。よほどの金持ちと見える。

　いや、身分を隠したいのか。

　となると、夫婦と名乗っているが……主あるじと侍女の可能性もあるな。

　だが、ここはしっかりと夫婦として応対。失礼のないように。

　…………。

　あれ？

　ポーラと名乗った女性の立ち振る舞いに品を感じる。

　逆か？　妻の方が主で、夫が従者？

　駄目だ駄目だ駄目だ、先入観を排除！　思考を停止させろ！

　目の前の二人は夫婦。ゴロウン商会のお客さま。

「シャシャートの街の代官、イフルスと申します。お二人のご来訪を歓迎いたします」

　よし、完璧な挨拶！

　では、ここから巧みな話術で二人の目的を聞き出し、それを邪魔しない！

　っと、ゴロウン商会の会頭が私の前に……どうした？

「お二人は、この街で商売を始めるそうです」

　商売？　……商売？　何かの暗号か？　聞いていないぞ。

「ご迷惑をおかけするかもしれませんが、どうぞご協力をお願いします」

　…………。

　駄目だ、わからん。

「具体的に、何をどうすればよろしいでしょうか？」

　わからない時は聞く。知ったかぶりが一番危ない。

　頼む、ゴロウン商会の会頭、私に答えを！

「南商区の四つ角の一つ。街の資材置き場になっている場所がありますよね。あそこ、なんとかなりません？」

　すばらしい、明確だ。

「お任せを。即座に移動させ、お譲りいたします」

「ありがとうございます。代金は後のちほどお持ちします」

　後ほどとは言ったけど、それが何年先かはわからないというやつだな。

「承知しました」




　私が頭を下げると、ゴロウン商会の会頭は二人のもとに。

　マルコスと名乗った男が、ゴロウン商会の会頭に質問している。

　聞き耳を立てたいが、聞かない方が正解だろう。

「マイケルさん。シャシャートの街に店を出すと、代官さまが挨拶に来るのですか？」

「ははは。滅めっ多たにないですよ。それより、お店の方は大丈夫ですか？」

「村長と色々と練習しましたから。任せてください」

「頑張ってください。といっても、お店ができるまでは時間がかかりますので、それまでは観光を」

「観光は明日一日で。あとは開店する準備にあてたいと思います。すみませんが、地理に不案内なので……」

「部下を用意しております。存分に扱こき使ってください。なにせ、こちらからお願いした出しゅっ店てんですから」










　翌日。

「この大金はなんだ？」

　金袋が、私の机からはみ出している。

「ゴロウン商会が持ってきた土地代です」

　私の秘書が答えてくれた。

　土地代？　え？　あれ？

「驚きますよね。相場の倍額以上ですから。ゴロウン商会は金を持ってるなぁ」

　えーっと。

　私は深く考えないことにした。
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　私の名はポーラ。

　自分で付けた名前だけど、なかなか気に入っているわ。

　本当の名前？　それは言っちゃいけないの。

　だから私はポーラ。路地裏で生活していた女よ。




　街の路地裏での生活は苦しかったわ。楽しい思い出なんてほんの少し。

　楽しい思い出の大半はマルコス絡がらみね。出会った時のマルコスは私と同じぐらいの年齢の少年。

　でも路地裏生活では先輩かな。今は私の夫。

　彼と出会っていなかったらと思うと、本当に怖くなる。




　そんな私とマルコスの転機は、フーシュさまとの出会い。

　子供をさらっているとの噂うわさを聞いていたから、あの時はもう駄目だって思ったわ。

　でも、集められたメンバーを見て一安心。

　路地裏のリーダー格であるジャックがいたんだもの。

　マルコスも頼りになるけど、ジャックはもっと頼りになる。

　彼がモルテに惚ほれていなかったら、きっと狙っていたわね。




　フーシュさまは私たちに移住の話を持ちかけてきてくれた。家ももらえるって。

　そんなうまい話があるわけないわ。私たちを無知だと思って馬鹿にし過ぎじゃないかな。

　でも、コーリン教の偉い人が噓うそを言うかしら？

　私は用心するけど、他のみんなも……うん、用心している。そうよね。




　でも、私たちはフーシュさまの提案に乗ったわ。

　逆らえなかったというのもあるけど、提案されたことがあまりにも魅力的だったの。

　私が一番魅力を感じたのは、移住までの間に色々と教えてもらえること。

　しかも無料で。

　文字も計算も礼儀作法とかも教えてもらえるなんて、感動だわ。

　それに、移住の話が噓でも、教えてもらったことは財産になる。

　計算ができれば、働き口も見つけやすくなる。しかも、文字が書ければお給金にも期待できる。

　礼儀作法は……いらないと思ったけど、貴族に無礼を働いて殴られたという話は珍しくない。

　覚えておいて、損はないかな。

　忙しくて大変だったけど、充実した半年だったわ。







　移住の話は本当だった。

〝大樹の村〟から少し離れた場所に一ノ村という場所があり、そこで家をもらえ、仕事も与えられた。

　食料も十分に用意されていた。

　そして、そこで住人として生活をすることを望まれた。

　周辺環境がちょっと怖いけど、しっかり守ってももらえる。

　路地裏での生活を考えれば、ここは天国だ。

　与えられた仕事をきっちり……と思ったけど、駄目だった。私は失敗ばかり。

　でも、怒られたり、追い出されたりはしなかった。

　村長……ああ、村長は〝大樹の村〟の村長のことね。

　一ノ村には村長はいなくて、代行と呼ばれる人がいるだけ。

　その村長は、ゆっくりと自分に合った仕事を見つけてほしいと言ってくれたわ。

　ありがとう村長。

　同じように駄目だった他のみんなも、力強く頷うなずいている。

　村長のためにも頑張るわ。




　そして私たちは少しずつ村での生活に慣れていった。

　農作業、紙作り、油搾り、砂糖搾り、塩作り。

　ちょっとずつだけど、やれることを増やしていったわ。

　豚を預けられた時、ちゃんと育てられるか少し悩んだけど、みんなで頑張ったわ。

　まあ、男性陣がちょっと感情移入し過ぎちゃったけど……。

　そうそう、その男性陣。

　この一ノ村に来た時は、森に入ることもできなかったけど、今は入れるようになったの。

　ジャックなんて牙の生えた兎ウサギを一人で倒したんだから。本当に凄すごいわ。

　マルコスも頑張っているけど、まだ無理みたい。

　でも、無理しないでね。危ない真似まねはやめてよ。

　ほら、クリッキーだって用心しろって言っている。

　クリッキーは村を守ってくれるインフェルノウルフという犬……じゃなくて狼オオカミの名前。私が付けたの。

　最初は怖かったけど、村を守ってくれているのがわかったし、時々、森で狩った獲物を持ってきてくれる。

　感謝を伝えようと思ったけど、名前を知らないことに気付いたの。

　村長に聞いたら、インフェルノウルフの群れを見せてもらったわ。

　うん、全部に名付けるのは無理ね。

　なので私が名付けることに。

　ちゃんと村長の許可ももらったので、クリッキーも喜んでくれたわ。

　クリッキーは他の村にも行ったりするから会えない時もあるけど、一ノ村に来た時は挨拶に来てくれる。

　そんな仲のインフェルノウルフ。

　マルコスもクリッキーが言うことには逆らったりしないけど……妻である私の言葉より聞くのはどうなのかな？







　移住して一年が経過したわ。

　冬の寒さも、十分な薪まきが用意されていたので大丈夫だった。

　時々、〝大樹の村〟や他の村から見回りも来てくれて、食料の心配もなかったわ。

　もちろん、私たちも家にこもって遊んでいたわけじゃないの。

　竹を加工して、小物をたくさん作ったわ。

　自慢はカゴね。軽くて丈夫。デザインも頑張ったわ。

　一番、立派なのは〝大樹の村〟の村長に献上しないとね。




　年の初めの種蒔まきが行われ、私も日々の生活に追われてあっと言う間に夏前。

　そうそう。

　空に浮かぶお城って見たことある？

　凄いわよね。

　よくあんな大きなのが飛んでいるものだわ。

　そのお城も村長のものだっていうんだから驚きよね。

　あ、急に空に浮かぶお城の話になったのは、そのお城の位置で季節を感じることができるから。

　冬の間は北で、春に西と〝大樹の村〟を中心に、一年かけて回っているんだって。

　だから南に近い今は夏が近いってこと。

　そんなころに、村長から一ノ村移住者にお話しがあった。

「シャシャートの街……ですか？」

　聞いたことがない場所だ。

　でも、魔王国の中でも大きな商業都市、港町らしい。

　私たちが時々食べているお魚の大半を、そこで購入しているんだって。へー。

　村長のお話しでは、そのシャシャートの街で商売をしている方から、お店を出さないかと誘われているそうだ。

　村長としては引き受けたいけど、任せる人がいないという。

　そこで私たちに声がかかったらしい。

　私たちが読み、書き、計算、そして礼儀作法ができるからだそうだ。

　披露する機会はなかったけど、知ってくれていたのだと嬉しくなる。

　そして、フーシュさま。

　ありがとうございます。







　村長のお願いなら、全力でやりましょう！

　しばらく一ノ村から離れることになる？　かまいません。

　マルコスもいいわよね。

　私たちが返事をする前に、他の者たちも手を挙げている。

　気持ちはみんな、同じってことね。負けないわ。

　大勢で行っても仕方がないから、一組の夫婦ということで。

　ジャックも希望していたけど、彼は私たち一ノ村移住者のリーダーだから自動的に除外。

　残り九組。

　幸運の女神が微笑ほほえんでくれることを祈ったわ。










　ありがとう、幸運の女神さま。

　今回のお店が上手うまくいけば、褒ほう賞しょうメダルをもらえるみたいだから、それで幸運の女神さまの像を作ってもらおうと思います。




　さて、まずはシャシャートの街へ移動しなければいけないから、引っ越しの準備……といっても自分の物はほとんどないわね。

　クリッキーには、しばらく留守にすることを伝えたし……ああ、そんなに悲しそうな顔をしないでちょうだい。必ず戻ってくるから。

　一ノ村の人たちにも挨拶。ええ、頑張ります。

　私とマルコスはまず、〝大樹の村〟に移動。

　ここで一カ月、開店の準備というか勉強。

　忙しいのに村長が直々に教えてくれるみたい。頑張るわ。




　村長が出そうとしているお店は、飲食店。

　複雑なことはしなくて、料理を一品だけ出す店。

　となると、その料理が大事よね。

　私でも作れるかしら？

　大丈夫でした。

　一ノ村に移住してから、一週間に一度は作っている料理。

　なるほど、さすがは村長。

　あの料理なら人気は間違いなしですね。

　…………。

　あれ？

　じゃあ、今から勉強するのは？

　人の雇い方？　接客？　衛生？　税金の計算？

　…………。

　覚えることがいっぱいで大変でした。

　マルコスは……うん、頑張っている。




　あ、勉強中に気球で空に浮かぶお城に行ったのは、村長が気分転換にと誘ってくれたからよ。

　決して、遊びじゃないわ。楽しかったけど。

　初めて空を飛んだけど、気持ちよかった……。

　ちょっと寒かったかな。次は厚着しよう。







　一カ月の勉強期間が終わり、シャシャートの街に出発。

　魔王国のお偉いさんが、転移魔法で送ってくれるとのこと。

　村長が凄いのは知っていたけど、本当に凄いなぁ。

　そんな村長のお店です。

　絶対に成功させてみせますから！

　マルコスもわかっているわよね。

　いい笑顔、さすがは私の旦那さま。




　ところで……あの、村長、これは？

「店の資金だ。ないと困るだろ」

　そうですけど……えっと。

　まず、お金を預けていただける信頼、感謝します。

　そして、次にですが……。

　金貨の入った袋、マルコスが抱えきれていません。

　シャシャートの街の物価は、私が予想しているよりも高いのでしょうか？

　また、用意された荷車に大量の作物。

　お店で出す料理の食材ですよね？

　こんなに料理できるでしょうか？

　いけない、いけない。

　弱気は禁物。

　全部、料理してみせましょう。

　なに、料理はカレーです。

　ふふふ、あの料理の虜とりこにならない者などいません。
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　俺の名はマルコス。

　男。

　時々、マルクスやマルカスと名前を間違えられるが、あまり気にしていない。

　力はそれなりにある。足も速い。細かい作業もそれなりに得意。

　どれもこれも一番ではないが、路地裏で生活していた時は万能と言われていた。

　ただ、今住んでいる一ノ村では器用貧乏。

　いや、それ以下かもしれない。

　改めて、自分の力のなさに嘆なげきたくなる。

　でも、村長は……ああ、村長ってのは一ノ村の村長ではなく、〝大樹の村〟の村長のことだ。

　一ノ村には村長はいなくて、代行と呼ばれる者が村長の役割をしている。

　話を戻して……村長はそんな俺でも見捨てず、自分に合った仕事が見つかっていないだけだと励ましてくれた。

　いい人だ。

　そして力もあるし、金もある。奥さんもたくさんだ。

　昔の俺ならうらやましさで怒っていたかもしれないが、今の俺は素直に感服している。

　あれだけの人だ。

　もっと凄い生活をしていてもかまわないんじゃないかとさえ思う。

　だが、村長は誰よりも働く。凄い。

　だからだろう。

　村長のいる〝大樹の村〟は凄く発展している。

　一ノ村も負けないように頑張りたい。

　まあ、人数が違うからすぐにとはいかないが……いつかきっと！







　そうして日々を過ごしていると、村長から話があると集められた。

　シャシャートの街に店を出すので、責任者として誰か行ってくれないか？

　永住ではなく、交代のつもりで考えている。

　そんな話だった。

　まだ一ノ村にも慣れていないのに申し訳ないがと頭を下げられた。

　そこまでされて断るわけがない。

　だが、俺には妻がいる。

　まずは妻のポーラに相談だ。

　横を見たら、ポーラはすでに手を挙げていた。

　相談は？

　妻の目は、なにをやっているの早く手を挙げなさいと怒っているようだった。







　運がよかった。

　シャシャートの街に行く一組の夫婦を決めるクジで、俺とポーラが当たりを引いた。

　神さま、ありがとう。

　それから俺とポーラはシャシャートの街に行く準備。

　ずっと引っ越すわけじゃないので、家はそのまま。

　管理はニュニュダフネさんたちがやってくれることになった。




　俺は準備ができたら、そのままシャシャートの街に行くのだと思っていたが違った。

　まずは〝大樹の村〟で勉強だそうだ。

　確かに、考えてみれば俺とポーラに店を切り盛りする知識はない。

　さすがは村長。

　それでお店は……飲食店？

　俺とポーラの料理の腕は普通ですよ。

　料理人を雇うのですか？

　一品だけ？

　ああ、なるほど。

　カレーを出す店ですか。

　それなら俺もポーラも作れるし、トッピングで変化をつけることができるから飽きられにくい。

　いける気がしてきた。

　しかし、そうなると勉強とは一体？










　俺とポーラは大量の荷物と共に、シャシャートの街に到着した。

　転移魔法での移動なので、〝大樹の村〟を出てすぐ到着したという感じ。

　贅ぜい沢たくを言えば、もう少し旅感を味わいたかった。

　いや、余計なことは考えない。

　ビーゼルさま、転移魔法、ありがとうございました。

　マイケルさま、わざわざのお出迎え、ありがとうございます。

　すみませんが、まずは荷物を置く場所を……。

　俺が言う前に、マイケルさまの部下が凄い勢いで用意されていた倉庫に荷物を運んでいった。

　交代で見張りも付くらしい。

　ありがとうございます……かな？




　さっそく、当面の予定の相談をと思ったところで来客。

　シャシャートの街の代官さまだそうだ。

　この街は魔王国の直轄地。

　そこの代官さまということは、街で一番偉い人だ。

　しかし、とても腰の低い方でこちらを侮あなどったところがない。

　好感が持てる。

　俺やポーラが着ている服をどこで仕立てたか気にしていたが……ファッションに興味があるのかな？

　これはザブトンさまの手作りなので、譲ることはできない。

　そういえば村長から挨拶用にと渡された生地があった。

　今、渡すと周囲の目があるから、あとでマイケルさまから渡してもらおう。

　代官さまと会うことはそうないだろうが、仲良くやっていきたい。




　さて、当面の予定だが、今日と明日はシャシャートの街の観光。

　お客気分で色々と見てまわる。

　気を抜いているんじゃない。

　まずは客目線を知る。

　村長に指示されたことだ。

　同時に価格調査も行う。

　本来ならカレーの材料費に手間賃を加えた値段にするのだが、それで適正価格帯を間違えると困ると村長が言っていた。

　高過ぎても安過ぎても駄目らしい。

　なかなか難しいが、当面は街のお昼御飯の値段の平均より少し安い値段で勝負だと言われている。

　なので外食をしたのだが……観光中の食事は全て、マイケルさまより派遣された案内人が先に支払っており、代金がわからなかった。

「お気になさらずに。全て会頭さまより仰せつかっておりますので」

　しかも、食事するお店は全部高級店っぽい。

　まあ、味は〝大樹の村〟の料理の方が美味おいしいが……そこは言わない分別はある。

　ただ、ちょっと期待していただけに気落ちしただけだ。

　早くも村で親しんだ醬しょう油ゆと味み噌そが欲しくなってくる。

　収穫は、カレーはこの街でも受けるだろうなという確信だけだ。










　マイケルさまに、お店を出す場所に案内された。

　それなりに人通りのある四つ角の一角。二百メートル四方の広大な更地があった。村長の畑……十六面分ぐらいかな？

「それで、お店はどのあたりに？」

「ここですが」

　マイケルさまは、更地の角を指さしている。四つ角の角地だ。

「ここですか？　こんないい場所を？」

「私からお願いしましたから、これぐらいの場所は用意させていただきますよ」

「そうですか」

　人通りは十分。周囲に……お店は多い。

　ただ、この一角だけ更地で寂しい感じがしている。

　なるほど。

　この更地の発展計画か何かがあって、そこに先駆けとしての役割を期待されているのか。

　頑張らねば。

「建物に関しては、こちらで建てさせていただきます。飲食店ということで火の扱いが肝心ですね」

「はい。あと水ですね」

「わかりました。ここは海が近いので井戸が少ないのです。飲料用の水路を引っ張ってきましょう」

「よろしくお願いします」

　建物のことはよくわからないので、マイケルさまに任せる。

　村長ともそう話している。

　俺は俺にできること、開店の準備をしなければいけない。

　まずは人の雇用だ。

　俺とポーラの二人で十分だろうけど、村長から現地の人を必ず雇うようにと言われている。

　トラブル防止の手だそうだ。

　シャシャートの街に知り合いなどいないから、これもマイケルさまを頼らせてもらおうか？

　いや、なんでもかんでもマイケルさま頼りはよくない。

　少しは自分で動かないとな。

　ん、ポーラ？　その子たちは？

　妻が十人ぐらいの女の子たちを連れていた。

　……従業員候補ね。

　了解。

　村長に言われてわかっていると思うけど、そんな格好じゃお店に出せないから体を洗うように。

　水代、薪代は出す。

　体を拭くタオルは……買ってこよう。

　新しい服もだな。わかった。







　俺とポーラは、マイケルさまの用意してくれた宿で寝泊まりしている。

　さすがにそこに十数人の従業員候補を連れ込むのは気が引けるので、従業員候補用に適当な宿を借りた。

　従業員への手当ては十分にするようにと、村長から言われている。

　場合によっては宿も借りてやれと。

　こうなることを見越していたのだろうか？

　さすがは村長。







　調理器具、食器類などは持ち込んでいるが、全部揃そろっているわけじゃない。

　不足分を購入してくるようにポーラに頼み、俺は少し雑用。

　ポーラの連れて来た従業員候補は、昔の俺と同じ路地裏生活者だろう。

　しかし、マイケルさまから聞いた話では、この街ではそういった子供たちを管理する組織があり、仕事や食事を与えているらしい。

　そのあたりをポーラが気にしたとは思えない。

　なので話をつけにいく。

　路地裏生活者の取りまとめとなれば、暴力が飛び交う世界と思っていたが……。

　びっくりするぐらい穏便に話が終わった。

　…………。

　こんな街もあるんだな。

　魔王国。

　俺が一ノ村に行くまでは、悪逆非道な魔物が棲すむ場所と思っていたけど……そうじゃないんだな。

　人間の国よりちょっと個性的な者が多いけど。

　なに、〝大樹の村〟ほどじゃない。







　さて、建物ができるまでにやらないといけないことは多い。

　泊まっている宿の厨ちゅう房ぼうと庭を借りて、カレーの試作。

　村長からお店に関しての課題をもらっている。

　まずは味を安定させること。

　これは回数を重ねるしかない。

　次にシャシャートの街で買える物を加えたカレーを作ること。

　こっちは観光の時にめどがついている。

　魚介類を使ったシーフードカレーだ。これが一番だろう。

　だが、慌てずにちゃんと試してからだ。

　思い込みが一番危ないと村長から注意されている。

　最後に、シャシャートの街の住人に喜ばれること。

　きっかけはマイケルさまからのお誘いだが、だからといって横おう柄へいな態度で望んでいいわけじゃない。お邪魔しますの気持ちを忘れないようにと、村長から言われている。

　忘れないようにしよう。

　…………。

　ところで、先ほどからこちらを見ている者たちはなんだ？

　宿の従業員……だけじゃなくお客もだな。

　視線は俺の手元。

　完成したばかりのカレー。

　まだじっくり煮込んでいないし、ご飯も炊いていないのだが……。

　宿のパンでいいか。

「味見がしたいなら、パンを持って……」

　最後まで言えなかった。

　試食してくれる人に困ることはないな。










　十日後。

　マイケルさまに呼ばれた。

　お店の外観ができたので、内装の相談がしたいとのこと。

　…………。

　……………………。

　………………………………。

　更地だった二百メートル四方の場所に、一軒の大きなお店ができていた。

　でかい。

　本当にでかい。

　びっくりするぐらいでかい。

　平屋なのに屋根も高い。

　普通の家の二階建てぐらいの高さがある。

　なのに壁がない。オープンだ。

　どこからでも入れるということか。

　内装がないから屋根を支えている柱が目立つ。

　あとトイレ。

　一応、客席からは直接見えないように壁があるのはそのためか。

　でもって店の中央にカウンターと厨房……。

　一辺三十メートルのカウンターなんて初めて見たな。

　それが四方を取り囲むカウンターか。

　でもって、お店の四角に対して四十五度ズラして設置されている。

　なるほど。

　カウンターの内側から、なるべく広く見るための工夫だな。

　従業員が出入りするための通路もちゃんとある。

　水は屋根に這はわせたパイプから流れてくる仕組みか。

　凄いな。

　厨房の中に大きな部屋があり、そこが食料庫。

　あと休憩室と着替え用の部屋、従業員用のトイレもあるのか。

　なるほどなるほど。

　厨房で火を使ったときの煙は……上に行ってあの煙突に吸い込まれて外に……雨のときも大丈夫な設計になっていると。

　そうだろうね。

　一部、魔法の道具っぽいし……。

　えーっと……確認しよう。

　うん、確認が一番だ。

「マイケルさま」

「〝さま〟は不要です。マイケルとお呼びください」

「えーっと……ではマイケルさん」

「なんでしょう？」

「ここ全部、俺たちの……〝大樹の村〟のお店ですか？」

「ははは」

　笑われた。やっぱり。

　慌てなくてよかった。

　俺たちはこのお店の厨房の一角を間借りするんだ。

　うん、きっとそうだろう。

「商工会の協力で、向かい側も〝大樹の村〟のお店になる予定です。残りの角地も交渉中ですが……将来的にはこの通りの四つの角地全てが〝大樹の村〟のお店になるかと」

「……」

「それと、このお店の隣……通りを挟んだ向こう側ですね。ええ、建設中のところです。そちらはお店ではなく、マルコスさまたちの住居としてご用意しています。その横に従業員用の宿を作らせています」

　…………。

　……………………。

　あれ？

　村長、俺はこぢんまりしたお店をイメージしていたんだけど。

　村長もそんな感じだったよね。

　屋台に毛が生えた程度だって……言っていなかった？

　接客シミュレーション、お客が多くても十人ぐらいでしたよね。

　なんだかまずいことになってない？

　い、いや、呆ほうけている場合じゃない。

　対処。

　…………。

　村長の言葉を思い出す。

　無理はしない、無茶もしない。

　…………。

　うん、広いお店だからって、ここがお客で満員になるとは限らない。

　慌てないことだ。

　さすがは村長。

　このあたりも見越していたのかな。

　あ！　そうか、あれを持たせてくれたのはこの広いスペースを有効利用するためか！

　なるほど！

　改めて、さすが村長！

〝大樹の村〟の子供たちに人気のミニボウリング。大人だって夢中だ。

　この広さならいくつもレーンを並べられる。

　持って来たのは三セットだけだが……そうか！

　この街で作らせろってことですね。わかりました。




　よし。

　まずお店を四つのエリアに分ける。

　それぞれにカウンターがあるからわかりやすい。

　北東、北西、南東、南西。

　南東が大通りの四つ角に面しているから、ここが飲食エリア。

　ここにテーブルと椅子を置こう。

　四つに分けてもそれなりに広い空間だな。

　北東エリアを遊戯エリアにし、ミニボウリングを設置する。

　こっちにもテーブルと椅子を置くけど、飲食エリアよりは少なめに。

　ミニボウリングをメインにする感じで。

　最初はこの二つのエリアだけで回していこう。

　お客がどれだけ入るかわからないからな。

　椅子とテーブルだけが並ぶガランとしたお店なんて寒々しい。

　マイケルさま……ではなくマイケルさんにそう伝え、内装を指示していく。

　地下室もあるのか。凄いな。

　え？　家の予定になる場所に移動できる地下通路も？　へ、へー。







　とりあえず、ポーラに従業員の追加を頼んでおこう。

　そんなに忙しくなるとは思わないけど……カレーを試作している時のことを思い出すと、不安になる。

　用心しておいた方がいいだろう。

　調理器具、食器も……増やしたいが、不要になった場合が怖い。

　村長から好きに使っていいと言われているが、預かったお金は無駄にはできない。

「そういえばマイケルさ……さん。ここの土地代と建築費ですが……」

「村長さんからいただいております。あとで権利書をお届けしますね」

「……」







　俺の名はマルコス。

　もうすぐ開店するお店の店長代理をする男。

　なぜ代理かって？

　店長は村長だからだ。

　俺なんかで代理が務まるのだろうか。

　頑張らねば。そして、村長の名を汚さないようにしなければ！
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　俺の名はゴールディ。

　シャシャートの街の裏の顔としてそれなりに有名だと自負している。

　といっても、俺が街の裏の全てを仕切っているわけじゃない。

　下請けの下請けってところだ。

　だが、下請けの下請けでも部下の数は五十人を超えるそれなりの大所帯。正式じゃない部下を含めれば……二百人……いや、三百はいける。

　なので、そろそろ上を目指してもいいんじゃないかなって思っていたりする。

　そんな俺に連絡が入った。

　路地裏組で、俺の庇ひ護ご下にある女の子たちが大量に雇われたという話だ。

　どういうことだ？　雇ってくれるのは嬉しいが、連中に仕事を渡すのは俺の仕事だ。

　ちゃんとチェックしないと、どう扱われるかわからないからな。

　このシャシャートの街で、そういったルールを破る馬鹿はいない。

　ルールを破るのは、ルールを知らないよそ者だ。

　なるほど、通達のあった連中か。

　手を出すなって言われているが、こっちにも面メン子ツがある。通す筋はしっかりと通してもらわないとな。

　今すぐ乗り込みたいが、連中は高い宿に泊まっている。

　護衛も腕利きだ。

　行っても会うこともできないだろう。となれば、狙うのは連中が街をうろついている時。

　俺は部下を数人、見張りに送った。

　…………。

　すぐに帰ってきた。怖い人に脅おどされたと。

　…………。

　おいおい、お前ら。

　いくら優しい俺でも怒るぞ。

　その脅した奴やつと俺、どっちが怖いんだ。

　え？　向こう？

　俺、目の前にいるけど、それを言うことに躊ちゅう躇ちょしない？　さすがに傷付くよ。

　あ、話にならないレベルで向こうが怖いと。

　なるほど……わかった。今日はもう休んでいい。大丈夫。怒っていないから。変な仕事を頼んで悪かったな。

　…………。

　よし、この件は忘れよう。







　翌日。

　連中の一人が、俺を訪ねてきた。

　びっくりした。完全に油断していた。

　慌てて部下を呼び集めようとしたが、早朝にあった緊急招集にほとんど全員を持っていかれたのを思い出した。

　なんでも急ぎで建てる現場があるらしい。

　うちだけでなく、周辺全部から男手が駆り出されている。残っているのは十歳ぐらいの女の子が五人ぐらい……。

　うん、俺を守ろうとしてくれているのはわかるが、やめて。さすがにね。

　君たちが頑張らなくても頼りになる番犬がいるから。

　え？　散歩中？

　…………。

　し、仕方がないな。居留守にするか。さっき返事したから無理？　そうだね。




　…………はぁ。

　早朝にあった緊急招集に俺が参加していないのは、この目の前の男に雇われた女の子たちが無む体たいな扱あつかいをされていないか心配し、夜通し捜していたからだ。

　忘れようと思ったけど忘れられるわけがない。

　なんとか発見し、当人たちから扱いに問題はないと確認できたので一安心して仮眠していたのだが……一気に目が覚めた。

　よし、まず考えよう。

　相手の目的はなんだ？　昨日、俺が侵入したのがバレたのか？　その報復？

　なら、堂々と来ないよな。

　考えてもわからん。わからんなら……思いっきり脅す。

　俺の怖さが伝われば、向こうも変な真似はしないだろう。

　鉄の板を磨いた鏡で自分の顔をチェック。

　よし、怖いぞ。




「よく来たな」

　なるべく低い声を意識。

　ふふふ。

　相手はどう見ても普通の人間。

　怯おびえて泣きだすかもしれん。

　…………。

　なぜだ？

　普通に挨拶を返された。

　俺が怖くないのか？

　え？　用件は路地裏生活の女の子たちを雇用した件の挨拶。

　あ、これはわざわざご丁寧に……。

　できれば雇用条件などを確認させていただければ……。

　その前に俺の顔はどうですか？　怖くないですか？

　愛あい嬌きょうがあるとかお世辞を言われても嬉しくないんだからな。

　…………。

　しかし、本当に怖がっていない。

　まさか、この男。

　かなり強いとか？

　…………。

　確認だ。

　冒険者登録していればそのランクで判断できるのだが、彼が登録していないのは昨日、確認している。

　となると、ここ最近の俺が使っている相手の強さ判定法でやるしかない。

　特定の質問の応対で、どれぐらいの強さかを知る方法だ。

　これで俺は危険な相手との喧けん嘩かを何度も避けている。

　これまで俺の身を守ってくれたこの方法に、俺は絶対の自信がある。

「ところで、このシャシャートの街で武闘会をやっているのは知っているかい？」

「そうなのか？　知らなかったなぁ」

　男は武闘会を知らない。

　つまり、腕自慢ではない。

　いや、慌てるな。彼はまだ街に来たばかりだ。

「街の外で魔物とかと戦ったことがあるなら、参加してみるのも手だぞ」

「あー……魔物はちょっとな。まだ一人で戦うなって注意されているんだ」

　……まだ一人で？

　つまり未熟ってこと？

　よーしよし、一般人。

　普通の一般人の確率がグーンッと上昇。

　彼の武力に怯える必要はないってことか。

「そうか。残念だな」

「ははは。まあ、この街に来た理由は商売だからな」

　よし、確定。

　彼は一般人だ。

　あとは……彼に戦うなと注意した奴だな。強い護衛がいたら困る。

「そのアンタに戦うなと注意した奴はどうだ？　腕に自信があるなら参加を勧めてやってくれないか。実は俺はそういった参加者を集める仕事もしていてね」

　完璧。完璧な話の流れ。

　さあ、どう答える。

「いや、彼は村だからな。次に会った時に伝えてみるよ」

「そうか。それは残念だ」

　いえーす、いえす。

　なにも問題なし。

　あ、問題あった。

　彼を含めたゴロウン商会の客に手を出すなって言われていたんだった。

　…………。

　なんで手を出しちゃ駄目なんだ？

　いや、手を出す気はないけど。

　あ、今回の接触は向こうから来たわけだし、問題ないよな。

　…………。

　あれ？　昨日、俺の部下を脅した怖い人ってのは誰のことだ？　話に聞いた、もう一人の女性のことか？

「武闘会か。ダガさんやガルフさんなら、喜んで参加しそうだな」

　…………。

「ガルフ？」

「ん？　ガルフさんを知ってるのか？」

「ひょっとして獣人族？　犬系の？」

「あっ、そういえば前にガルフさんがシャシャートの街に行ったとか言ってたな。その時に武闘会に参加してたかもしれない」

　…………。

　ガルフって、あのガルフ？　街でメチャクチャ威張っている奴らを片っ端から蹴散らし、武闘会を木剣一本で勝ち抜いたという生きる武神、ガルフ？

　本当なのか？　詳細不明で、魔王国の五人目の四天王とか噂されているガルフだぞ。

　その知り合いって……。

「ガルフと試合したりするのか？」

「俺が？　まさか、練習に付き合ってもらうぐらいだよ。まあ、ボロボロにされるけどな」

　…………。

　ガルフに剣を習いたいって連中が、貴族を含めて山のようにいるんだが……。

　一人で戦うなと注意したのがガルフ基準だと考えれば油断できん。いや、働け俺の本能！　目の前の男は危険だ！　決して、敵にしてはいけない！　終始、笑顔で会話を終わらせるんだ！　そして、もう会うことはないだろう！　雇用した女の子たちのこと、よろしくお願いします！




　帰り際ぎわ、番犬として飼っている魔犬が散歩から帰ってきた。

　しまった。魔犬は見知らぬ相手には吠ほえかかる。場合によっては嚙かみつく。

　魔犬のリードを持っているのが女の子ってことで、彼が油断していれば……心配なかった。

　おかしい。

　どんな相手にも決して引かない魔犬が、腹を見せている。

　全力で媚こびを売っているな。俺にも見せたことがない顔で。

「可愛かわいい犬だな。俺もこの街に来る前に犬と仲良く……あ、狼だった」

　その狼、魔犬よりも怖い顔をしているのかな？

　考えないようにしよう。




　客の名はマルコス。

　俺の中で危険度ランキング一位をめでたく勝ち取った男だ。

　絶対に関わらん。

　そう思っていたのだが、十日ほどで再会した。

　あ、うん、また俺を通さずに路地裏の女の子を雇ったのね。

　いえいえ、挨拶に来てくれるならかまわないですから。

　ははは。

　雇用条件はこの前と同じ。

　あの、必要なのは女の子だけですか？　男の子もいますよ。

　この前まで、ちょっと大きな現場で働いていたのですが、そこが終わったから……。

　ああ、あの巨大な建物、マルコスさんのお店だったんですか。

　ははは。

　御用があるときはお願いしますね。

　もちろん、リップサービスだ。







　リップサービスだったのに、どうしてまた来る。

　人員が欲しい？　わかった。

　今度は男の子も。それはありがたい、何人？

　……その人数だと、俺の所の路地裏組がいなくなっちゃうんだけど。

　ありがとうございます。

　できることはさせてください。

　これはリップサービスじゃないですよ。







　呼ばれた。

　できることはさせてくれとは言ったが、遠慮のない人だ。

　逆らう気がないので、俺は素直に彼の店に行った。

　今、シャシャートの街で一番の話題となっている巨大な店。

　そこで出されるカレーという食べ物に、みんな夢中だ。

　なので凄く混んでる。

　その隙間を縫うように、路地裏組の連中が統一された綺き麗れいな格好で忙せわしなく働いている。

　頑張っているな。

　で、俺が呼ばれたのはこの混雑の整理。

　簡単に言えば列整理、喧嘩している連中を止める、などだ。

　俺、シャシャートの街ではそれなりに有名人なんだけどなぁ。

　まあ、仕事は仕事だ。

　あ、この魔犬はここに繫つないでもいいかな？　魔犬の面倒を見る連中も雇われたから、アジトに放置できないの。

　でもって、あとでいいから俺にもそのカレーとやらを食わしてもらうからな。

　いい香りさせやがって。
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　私の名はポッテ。

　路地裏で生活をしている女の一人。まあ、まだ十二歳ぐらいだけどね。

　体は……これから大きくなっていく予定。きっと胸も大きくなるはずよ。







　私とポーラさんとの出会いは、偶然。

　薬草をつぶす日雇いの仕事が午前中に終わったので、いったん、寝床に帰ろうとしている時に声をかけられたの。

　このあたりの案内をしてくれないかって。

　やった、仕事だ。

　でも、飛びつかない。案内だけさせられてタダ働きはゴメンよ。

　さあ、交渉だと思ったけど、ポーラさんは色々と話が早かったわ。

　路地裏で生活する私たちのことを知っているのかしら？

　前金として渡された硬貨を握りながら、私は街の案内を始めたわ。

　ポーラさんが知りたがったのは、表通りの有名なお店じゃなくて裏通りのお店や縄張り。

　簡単に言えば、この街の裏道の歩き方。

　なるほど。みすぼらしい格好をしている私に同情したわけじゃなく、私が答えられると見込んでくれたのね。

　答えられる範囲でなら答えるわ。

　さすがに私の身が危なくなる相手のことは喋しゃべれないけどね。

　三時間ほど付き合って、仕事終了。

　後払いの硬貨をもらい、ついでに屋台の串肉を奢おごってもらった。

　いい人だ。

　今日は臨時収入もあったし、本当にラッキーな一日だと思った。

　寝床に帰るまでは。




　何が起きているか、理解できなかったわ。

　私の寝床は街の公営資材置き場で、ここ数年は資材が出入りしていない奥の方。

　だから私と同じように路地裏で生活する者たちが多く住んでいる。

　この辺りを取り仕切っているゴールディさんが、資材置き場を女性専用にしてくれたから安心して寝ることができた。そんな場所だった。

　そこに見知らぬ作業員が大勢いて、資材を運び出している。作業を警備する人もいる。

　つまり、目の前で起きているのは暴動や資材泥棒ではなく、ちゃんとした仕事だ。

　資材が運び出されるたびに、住んでいた子たちが追い出される。

　もうすぐ日が暮れるってのに。

　いけない。

　ボーっとしている場合じゃない。

　まずはゴールディさんに連絡しないと。




　ゴールディさんに連絡しても、どうしようもなかった。

　街の代官さまの指示だそうだ。

　誰も逆らえない。困った。

　しかし、代官さまも資材置き場は私たちの寝床になっているのは知っていたらしい。

　テントだけど臨時の寝床と、美味しくはないけど朝と晩に食事を用意してくれた。

　でも、さすがにずっと用意してくれるわけじゃない。

　寝床と食事の提供は一カ月だけ。

　それまでになんとかしないといけない。

　ゴールディさんも、新しい寝床となる場所を探してくれるらしいけど……すぐには無理みたい。

　追い出されたのが真冬じゃなくてよかったと思うべきかしら。

　明日、頑張って仕事と新しい寝床になる場所を探さないと。







　ポーラさんとはあれっきりだと思っていたのに、そうじゃなかった。

　商店で物色しているポーラさんを見つけた私は、この偶然を逃すまいと声をかけた。

　何か仕事をもらえないかと思ったのだ。

　荷物持ちでもかまわない。私は女だけど、それなりに力はあると思うから。

　これが運命の分かれ道だったのかもしれない。

　仕事をもらうために今の境遇を少しだけ大おお袈げ裟さに語ったら、ポーラさんは真面目な顔で私に聞いてきた。

「仕事は今日だけでいいの？　それともずっと欲しい？」

　もちろん、ずっと欲しいに決まっている。

「そう。じゃあ、ウエートレス……お店でお客さまに料理を渡したり、テーブルの上を片付けたりする仕事よ。やれる？　大変よ」

　大変？　大変でもなんでも仕事をずっともらえるなら、かまわない。

　もちろん、お給料はちゃんともらえるのよね？　ポーラさんは当然だと頷いてくれる。ただ、当面は見習いだから多くは払えないと。

　それはそうね。私は頑張って働くつもりだけど、いきなり一人前分はもらえないのは普通だ。

　これはポーラさんがケチなんじゃなくて、一般常識というやつだ。

　なにせ仕事を教えてもらっている立場。仕事をキッチリとこなしている人と同じお給料なわけがない。

　でも、仕事中の食事を出してくれるって。やっぱりポーラさんはいい人だ。

　私だけがこんな幸運を独り占めしていいのだろうか。

　同じ境遇の女の子たちのことを考えると、少し後ろめたい気持ちになってしまう。

　いや、これは間違い。

　私が頑張って働くことで、他の娘たちが雇われやすい環境を作ればいいのよ。

　この決意は無駄に終わった。

「お仲間もいるんでしょ。連れて来なさい」

　ポーラさんは女神さまなのだろうか。







　私が声をかけたのは資材置き場を寝床にしていた女の子たち。

　男の子たちは、なんだかんだと仕事を見つけやすいからね。

　悪いけど、この話は女の子優先。

　私を含めて、全員で十人。

　少し多いだろうか？　でも、その時はその時。

　ポーラさんに、顔を覚えてもらえるだけでもいい。

　なので全員、顔を洗ってから行くわよ。

　…………。

　ポーラさんは私たちを見ても嫌な顔をせず、全員を雇ってくれた。

　ありがとうございます。

　そのあとで、ポーラさんの旦那さまに挨拶。

　優しそうな人だけど……あれ？　横にいるのって、ゴロウン商会のお偉いさん？　まさかね。







　私たちがポーラさんに最初に命じられたのが体を洗うこと。

　そんなに汚いかな？　駄目？

　三回ぐらい体を濡ぬれたタオルで拭かされた。髪の毛を洗ったのなんて、本当に久しぶりだ。

　次に今まで着ていた服の洗濯。

　タオルを体に巻きながら洗う。

　うん、汚い。洗っても洗っても汚れが出てくる。

　これ以上、洗うと破けてしまうのでどうしようかとポーラさんに相談したら、着替えを用意してくれた。

　こんな綺麗な服、いいのかな？

　あれ？　こんなに着られないよ？　明日の服？　明日の服って何？

　…………。

　驚いた。

　服って毎日着替えるんだ。




　その日は色々とやった。

　働いたわけじゃなく、私たちの能力チェックかな。

　文字が読めるか、文字が書けるか、計算ができるか、挨拶はできるか、買い物ができるか。

　私は三十個ぐらいの文字を読めるけど、書いたり計算は無理。

　できないことだらけで、ポーラさんに見捨てられないか私たちは不安になってしまった。

　でも、ポーラさんはそんな私たちに美味しい食事を用意してくれた。

　しかも、ちゃんとしたお店で。

　裏口に近づいたことはあっても、お客としてお店に入ったことはないから凄く緊張した。

　メニューがあるけど、読めない字ばかりでポーラさんに任せた。文字は読めないけど、凄い値段が横に書かれているのはわかったから。

　他の子たちも私に倣ならった。

　美味しかった。

　世の中にこんな美味しい物があるのかと驚いた。気付いたらお皿が空からだった。

　誰か私の食べた？　違うわよね。私が夢中で食べちゃっただけ。

　もっとゆっくり、味わって食べればよかった。




　食事のあとはポーラさんに言われてお勉強。

　私たちは色々と覚えないといけないらしい。

　その日に覚えたのは、お金に関して。

　教えてくれたのはポーラさんの知り合い？　この人もゴロウン商会の偉い人みたいだけど……。

　そんな人が私たちの相手なんかするわけないよね。

　金貨、銀貨、銅貨。

　金貨を初めて見た。ピカピカしていて綺麗。

　銀貨はゴールディさんのところで見たことがある。触ったことはないけど。

　銅貨はよく知っている。

　銅貨は他の硬貨と違って、大銅貨、中銅貨、小銅貨に分かれてる。

　一般に銅貨って言われた時は、中銅貨のことを指している。

　小銅貨は税金銅貨とも言われていて、使う人はお役人ぐらいかな。

　私たちも手に入れたときは、十枚集めて中銅貨に交換してもらう。

　小銅貨と中銅貨の交換は手数料が要らないんだけど、他の硬貨のときは交換料が必要になるから両替屋さんってズルいよね。

　交換料なしでだと……小銅貨十枚で中銅貨一枚。中銅貨十枚で大銅貨一枚。中銅貨一枚で大きめのパンが一つ買えるかな。私ならそれで一食分……いや、二食分。大金だ。

　街の屋台なんかでは中銅貨一枚から三枚ぐらいをよく見かける。

　お酒もコップ一杯、中銅貨一枚からって感じ。買ったことはないけど。

　このぐらいは私でも知っていたけど、大銅貨百枚で銀貨一枚になるのは知らなかった。

　銀貨百枚で金貨が一枚。

　つまり金貨が一枚で中銅貨が……えっと……たくさん。

　横で一緒に聞いていたポーラさんが、十万枚と教えてくれた。

　さすがはポーラさん。計算もできるんだ。

　え？　私たちもできるようになる？　まさか。







　その日は本当に色々あった。

　日が暮れたから帰ろうと思ったけど、ポーラさんが宿を用意してくれた。

　綺麗な格好で帰ったら、危ないでしょうと。

　確かにそうだ。

　前の寝床なら男は近寄らなかったけど、今は違う。

　悪い人はいないと思うけど、ちゃんと身は守らないと。

　え？　そうじゃなくて……自分の容姿？

　なんのことかしら？　問答無用で宿に押し込まれた。

　部屋は二人で一部屋。信じられない。

　この広さなら十人全員が入ってもおかしくないのに。

　このベッド……使っていいのかしら？




　色々あったから私はうっかりしていた。

　ゴールディさんへの連絡。

　心配させちゃったよね。本当にごめんなさい。

　だから、急に現れるのはやめて。

　ゴールディさんはいい人だけど、顔が怖いのが弱点。

　泣いてる子が泣きやむって言われるぐらい。

　慣れたと思ったけど、不意打ちは駄目。特に寝ている時に起こされるのは。

　そのまま永遠に寝るかと思っちゃった。

　同室の子は……グーグー寝ている。

　あっちは起こさないの？

　私だけで大丈夫。そうですか。

　私はゴールディさんにポーラさんとのことを説明する。

　ゴールディさんが私たちを心配して、宿にまで忍び込んでくれたそうだ。

　ありがとう。

　本当に忘れていて、ごめんなさい。







　次の日から、私たちの勉強が本格的に開始された。

　昨日のは本格的じゃなかったんだ。

　知らないことを次々に教えられ、驚く暇がない。

　数日もすれば文字の読み書きはできなくても、簡単な単語を読めるようにはなった。

　計算も簡単な足し算、引き算は大丈夫。

　ポーラさんにがっかりされないように、頑張ったんだから。

　これで勉強も終わりかなと思ったら、まだまだ続いた。

　うん、頑張ります。

　でもって、追加でやることも増えてきた。私たちの仕事はお客さまに料理を運ぶ仕事。

　だから色々と……あれ？　運ぶ練習はしなくていいの？

　学んだのは、お客さまから注文を聞いて後ろに伝えることと、代金のやり取り。

　私たちがお金に触っていいの？

「小銭を盗んで追い出されたい人がいるの？」

　いるわけがない。

　勉強は厳しいけど、ポーラさんのところにいれば食事と寝床の心配はないのだ。

　お給金も、もらい過ぎと思うぐらいにもらっている。

　私たちが不安だろうと、ポーラさんが日払いにしてくれた。

　十日も過ぎると、持っているのが怖くなってポーラさんに預かってもらうことになったけど。







　私たちの働く場所に案内してもらった。

　驚いた。

　まず、場所。

　私たちが寝床にしていた資材置き場だった場所。

　そこに大きな建物……屋根があると言った方がいいのかな？

　男の子たちが大きな建設に関わっているって話を聞いたけど、ここのことだったらしい。




　そこが全部、ポーラさんの旦那さまのお店。

　私たち、ここで働くの？　本当に？

　建物の中に入っても、暗くない。

　明かり取り窓もあるけど……窓がないところも明るい。

　あれって魔法の光なのかな？

　内装が運び込まれている。

　できたばかりのテーブルに椅子。どれも綺麗だ。

　大量の食器はわかるけど、この板は？　あ、この板に料理を載せて運ぶのね。

　運ぶ練習はしていないけど、大丈夫かな。

　…………。

　お客さまが自分で運ぶの？　どういうことだろ？







　お揃いのエプロンを着けて、私たちは働く。

　カウンターに並び、お客さまの注文を聞いて後ろに伝え、代金をやり取りする。

　練習通りに。失敗はまだしていない。

　しかし、驚いた。

　お客さまがカウンターに注文しに来て、そのまま料理を持って席に座るなんて。

　こんなお店あったの？

　凄く変に思ったけど、ポーラさんに屋台が大きくなっただけよって言われて納得した。

　大きいお店だけど、確かにやっていることは屋台と同じだ。

　なるほど。

　凄いことを考えるな。

　でも、そうでもしなきゃ対応できないか。

　なにせお客さまが凄い数。街中から人が集まったみたい。

　少し前に、私たちだけじゃ人数が足りないかもって追加で二十人ほどが雇われた。

　その時はさすがに多過ぎじゃないって思ったけど、それでも足りなかった。

　追加でさらに雇われ、今では二百人ぐらいになってる。

　私たちのお世話をしていたゴールディさんも、手伝いに呼ばれたぐらいだ。

　まあ、その混雑も理解できる。

　なにせポーラさんと旦那さまの作っている料理。

　カレー。

　お店がオープンする前に何度か食べさせてもらったけど、本当に美味しい。

　最初に食べた時は辛いって思ったけど、なぜか食べるのをやめることができなかった。

　ライスっていう変わった食べ物も凄く美味しい。

　でも、このライスは貴重らしく、特別なお客さま用になっちゃった。

　一般のお客さまはパンと一緒に食べてもらう。

　それでも十分に美味しいので、カレー一杯が中銅貨五枚という高めのお値段でもお客さまがひっきりなしにやって来ている。

　私個人としては、カレー一杯でも中銅貨二十枚ぐらいとってもいいんじゃないかって思う。

　でも、そうなると私たちも食べることは難しくなっちゃうかな？　うーん、難しい。

　おっと、いけない。

　仕事を頑張らないと。







　私を含めた二百人は、雇われた時期がちょっとずつだけど違うので、まだ同じことができない。

　ポーラさんは、全員が同じことができるようになってもらうって言っていた。

　でも今はまだ固定で仕事を回している。

　仕事は、カウンターで注文を受ける係、厨房から料理をカウンターに運ぶ係、テーブルの上の食器を回収する係、回収した食器を洗う係、注文の列を整理する係に分かれている。

　お揃いのエプロンはお客さまと区別するために全員が着けているけど、実はカウンターで注文を受ける係はお揃いの制服を着ることになっている。

　貴族さまのお屋敷で働くメイド服をちょっと可愛くアレンジしたような服。

　みんなは、それを着たくて頑張っている。

　カウンターで注文を受ける係である私は、それを着てちょっと優越感。

　でも、その優越感は七日に一度、なくなる。

　ポーラさんとその旦那さまは、なぜか私たちを連続で七日以上働かせない。六日働いたら一日休むように言われている。そして、休んでいるのにお給料をくれる。

　どうしてなんだろうって思ったら、村長の命令らしい。

　村長はポーラさんや旦那さまの雇い主。

　凄く立派で偉い人。

　ポーラさんや旦那さまが、常にそう言っているぐらいに。

　なので逆らったりしない。

　私は六日働いたら、ちゃんと一日休んでいる。

　働かずにお給料をもらうなんて落ち着かないけど。




　それが解決した。

　お店の中にある遊戯エリアを見張る仕事ができたからだ。

　遊戯エリアにあるミニボウリングは無料。

　だからここでの仕事はお金にならない。

　つまり、働いていないのと一緒という理屈だ。

　ちょっと強引だけど、私はそう言ってポーラさんと旦那さまを説得した。

　私が説得したというより、私以外にも休むのが嫌な子が多かったからだろう。

　私たちは六日、飲食エリアで働き、一日を遊戯エリアで働……遊ぶ。

「ミニボウリングのやり方を説明しますね。まず、力任せに投げるのは駄目ですよ」

　ミニボウリングの腕は嫌でもあがってしまった。







　本当にいい職場だ。

　ただ、まったく不満がないわけでもない。

　それは毎日の朝礼。

　並んでいる私たちの前に旦那さまが来て、報告を始めてくれる。

「おはようございます。まず報告ですが、昨日は店内で二件の喧嘩がありました。ゴールディさんが早急に対処してくれましたが、貴方あなたたちは決して自分たちだけで解決しようとしないように。街から派遣されている警備の方々を頼ってください。怪我は絶対に駄目です」

「はい」

「それと今日は二人、風邪でお休みです。シフトが少し変更されているので、各自再確認をお願いします」

「はい」

「体調が悪い状態で仕事をするのは、ありがたいですが駄目です。素直に申告してください」

「……」

「返事は？」

「は、はい」

「では、本日の声出し！　カウンター係の一番。前に！」

「は、はいっ！」

　旦那さまに呼ばれた子が前に出て、みんなに声をかける。

「いらっしゃいませ！」

　私たちは大きな声で繰り返す。

「いらっしゃいませ！」

　整列し、旦那さまの挨拶と報告を聞き、声を出すことに不満はない。

　不満があるのは旦那さまの最後の締めの言葉。

「では、今日も一日、村長のために働くぞっ！」

　私はポーラさんのために働きたい。







　後日。

　村長さまが来て、その凄さを知った。

　うん、色々と納得した。
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「すみません。ヒラクと申します。マイケルさんはおられますか？」

　俺はできるだけ丁寧に、お店の者に尋たずねた。

「すまないが、ちょっと待っててくれ。聞いてくる」

　店の者は奥へと向かった。

　俺は横にいるガルフに聞く。

「ここでいいんだよな？」

「ああ。前に来た時、ここに案内された」

　今のガルフは、頭に布を巻き、マントで身を隠している。

　なんでもこの街の武闘会で優勝し、かなり有名になっているそうだ。

　そのあたりを警戒していなかったので、街に入った瞬間にガルフは街の住人に取り囲まれて揉もみくちゃにされ、撤退を余儀なくされた。

　凄い人気だったな。

　まあ、勝負しろだ、いい商売がありますよ、だの勧誘も多かったが……。

　改めて街に入る時にガルフは着替え、今の格好になった。怪しさ満点だが、先ほどのような騒ぎにはなっていない。

　なぜだろうと思っていたら、似たような格好の者がそれなりにいた。

　冒険者らしい。なるほど。

「おーい。すまないが、やっぱりいないみたいだ」

　店の人は、捜してくれたようだがいないとのこと。

　マイケルさん、商売を手広くやっているらしいから別の店にいるのかな？

　仕方がない、時間を改めるか。







　俺は〝大樹の村〟から離れ、シャシャートの街に来ていた。

　目的はマルコスとポーラに任せた店に、追加の食材を運ぶためだ。

　少し前、始祖さんが店の話を聞いて、シャシャートの街に行ったそうだ。

　マルコスもポーラも元気でやっているらしい。

　ただ、様子を教えてもらったのだけど、俺の想定と大きく違っていたので困惑した。

　店が繁盛しているのはいいことだけど、凄い数の従業員って……。

　俺が考えているよりも店をやるのが大変なのだろうか？　まあ、機械化されていないからな。全部が手作業と考えれば、従業員を多く雇うのも仕方がないか。

　シャシャートの街に行った始祖さんはマルコスからの手紙を預かっており、内容は追加の食材を送ってほしいとのことだった。

　前々から様子を見に行かなきゃいけないと思っていたので、ちょうどいいタイミングと俺はお出掛けの準備。

　始祖さんが送ってくれるので、旅の準備よりも追加の食材の準備の方が大変だった。

　同行者は不要と思ったのだが、ルーたちが絶対に必要と主張するので受け入れた。

　しかし、シャシャートの街は普通の港町だろ？　安全じゃないのか？　あ、周囲には魔物が出るのね。なるほど。







　同行者を決める。

　転移魔法で送ってくれる始祖さんは当然ながら参加。

　荷物運搬要員として……二ノ村のミノタウロスたちが六人。

　荷車を三台、引っ張ったり押したりしてもらう。

　その護衛と荷物の積み降ろしの手伝いに、リザードマンが六人。

　これでいいかと思ったら、俺の護衛がいないと指摘された。

　必要ないと言いかけたが、考えてみれば俺はこの世界に来てから他の街や村に行ったことはない。

　行ったことがあるとすれば……北のダンジョンと太陽城ぐらいか？

　あとは全部、自分で作った場所だ。

　これまで行こうとも思わなかったからな。

　ある意味、人里初心者。

　護衛はいらないけど、案内人は欲しい。

　そこで条件、シャシャートの街に行ったことがある人。

　フラウ、ラスティ、ガルフ、リザードマンが二人と文官娘衆が四人。

　ルーやティアも行ったことがあると思っていたが、ないそうだ。

「行ったことがあるかもしれないけど、街の名前とか気にしたことがないから」

「そうですね。たぶん……一回ぐらいは行ったことがあるかもしれませんが……自信がありません」

　フラウとラスティ、リザードマンの二人は、マイケルさんに作物を売りに行った時だな。

　他にも、リザードマンが同行していたはずだが……ミノタウロスたちの護衛役の方にいるのね。よろしく。

　ガルフは何度か行ったことがあるそうだ。少し前にも冒険者の再登録で行っていたしな。

　文官娘衆の四人は、小さい時にシャシャートの街に買い物に行ったことがあるそうだ。

　…………。

　この中で、シャシャートの街を自力で案内できる者がガルフだけだったので、自動的にガルフが俺の護衛に決定。

　手間をかけさせて申し訳ない。







　俺、ガルフ、始祖さん、ミノタウロス族六人、リザードマン六人で移動を開始。

　護衛が少ないとの声もあったが、人の住む街に行くのだ。

　あまり子供扱いしないでほしい。

　始祖さんの転移魔法でシャシャートの街の近くに移動し、俺とガルフはマイケルさんに挨拶に向かう。

　他の者は始祖さんの案内でお店の方に荷物を運んでもらっているのだが……。

　しまった。

　マイケルさんに会えると思っていたので、お店の場所を始祖さんから聞いていない。

　…………。

　子供以下か、俺は。

「とりあえず、ガルフが案内できる場所をうろついてみるか」




　出発。っと、その前に。

「マイケルさんに手紙を渡してください」

「え？」

　驚かれた。

「ガルフ、手紙を預けるのは普通だよな」

「普通のことだと思う」

　よかった。

　何か失敗したのかと思った。

　でも、一応は確認しておくか。

「ここってゴロウン商会ですよね」

「ええ、そうです」

「では、間違いないのでこの手紙をお願いします」

　手紙は俺が出発する前に、ルーやティアたちが相談して書いたものだ。

　内容は知らないが、まあマルコスとポーラのお店をよろしくってことだろう。

　俺は戸惑っているお店の人に手紙を渡し、観光に出かけた。




　思ったより発展している。

　それが俺の感想。

　道には石畳が敷かれ、そこを結構な頻度で馬車や荷車が走っている。

　港町なので物流の拠点になっているのだろう。

　人も多く、活気もある。

　家は基本的には石造り、レンガ作りで二階建て、三階建てが大半。

　四階建てや五階建てもあるが、平屋は少ない。

　ガルフの説明だと、高い階の部屋は家賃が安いらしい。

　なぜかと思ったら、トイレや水場が一階にしかないからだ。なるほど。

　エレベーターもないから、階段での移動も大変だな。

　前に来ていただけあって、ガルフの案内は的確だ。

　ただ、実務一辺倒過ぎる気もする。

　宿、安い飯屋、高い飯屋、武器屋、防具屋、道具屋、訓練場……。

　そのあたりはわからないでもないが、俺を冒険者ギルドに連れて行ってどうする気だ？

　剣と魔法で冒険生活に憧れがないわけではないが、自分にできるとは思わない。

　なんだかんだと畑を耕してきたが、俺は農業が向いていると思う。

　ただ、冒険者への依頼の仕方などがちょっと勉強できた。

　ところでガルフ。

　俺が受付のお兄さんから説明を受けているあいだに、何回試合をやっているんだ？

　俺の案内……護衛の仕事、忘れていないよな。

「向こうが仕掛けてくるんだよ。俺は悪くない」




　俺はガルフと街を練ねり歩いた。

　それなりに歩いたつもりだが、マルコスとポーラの店は見つからないし、見ていない場所も多い。

「市場がどこの辺りにあるかわかるか？　値段とかを知りたい」

「あー、それなら五～六カ所ぐらいあるかな。南にあるのが一番大きいけど、小売りはしてないかな」

「じゃあ、次に大きいのは？」

「北。ここから見えるだろ。あのでっかい建物」

「あれが市場か？」

「あれは闘技場。その手前にあったはずだ」

「よし、そこに行ってみよう。これを食べ終わったらな」

「おう」

　俺とガルフは、屋台を見つけては買って食べていた。

　市場調査だ。

　マルコスとポーラたちもやっていると思うが、何事も自分で確認しないといけない。

　価格は低額……量は屋台によって千差万別だな。

　味に関してはノーコメント。

　マルコスとポーラの店が流行っている理由が少しわかった。




　さて、次の屋台はどれにしようかなと悩んだところで声をかけられた。

　何かの売り込みかと思ったら違った。

　見覚えのある顔。

　マイケルさんへの手紙を預けたゴロウン商会のお店の人だ。

「み、見つけた、よかった」

「え？」

　お店の人は、いきなり首にかけていた笛を吹いたあと、俺の前で頭を下げた。

「大変失礼しました。ヒラクさまですね。会頭が今、こちらに向かっております」

　は？

　手紙がマイケルさんに渡ったってことかな？

　それはいいとして、こちらに向かって？

　物凄い勢いの馬車が駆けてきたと思ったら急停車。

　その馬車からマイケルさんが転がるように出てきた。

「そ、村長さん。よかった。本当によかった」

「なにかあったのか？」

　あまりの慌てかたに、不測の事態でも起きたのかと心配になる。

「あ、いえ、ごほん。まずは謝罪を」

　マイケルさんが合図を送ると、俺を呼び止めたお店の人が再び頭を下げた。

「ヒラクさまとは存じ上げず、大変無礼な真似。誠に申し訳ありません」

　その横で、マイケルさんも頭を下げる。

　いやいや、無礼な真似って？

　俺はガルフにどういうことって視線を送ったが、俺も知らないと返された。

「実は、来ていただいた店に私はずっといまして」

　マイケルさんの説明に、頭を下げているお店の人が続ける。

「言い訳になりますが、会頭のことをマイケルと呼ぶ者は親族の一部ぐらいでして……」

　ここでようやく俺は理解した。

　お店の人は会頭のマイケルさんではなく、従業員のマイケルを訪ねたと思ったのだ。

　そこでマイケルなる人物がいれば、そこで勘違いに気付けたのだが、そんな名前の従業員はいないので、いないと伝えてしまった。

　マイケルさんとしては、居留守を使った形になる。

　なるほど。確かに無礼な真似だ。

　だが……。

「こちらも、連絡もせずに訪ねたから」

　アポイントメントを取らずに訪ねたこっちの落ち度の方が酷ひどいと思う。

　なので気にしないでほしい。

　そこのお店の人も、気にしなくていいから。

「あ、ありがとうございます」

「マイケルさん。彼は勘違いしたけど、ちゃんと対応してくれたからあまり怒らないでやってほしい」

「わかりました」

　これでこの件は終わり。




　俺はマイケルさんにお店に案内してほしいと伝えた。

「馬車で移動します？」

　マイケルさんは自分の乗ってきた馬車を指さす。

「遠いのか？」

「いえ、もう少し先ですが……」

「なら街を見て歩きたい」

「わかりました」

　マイケルさんは御者に指示して馬車を帰し、俺を案内してくれる。

　先ほどのお店の人は帰ったけど、別の四人が同行した。

　マイケルさんが紹介してくれる。

「息子のマーロンです」

「ヒラクさまの噂は父より聞いております。今後とも、ゴロウン商会をよろしくお願いします」

　真面目な三十代後半ぐらいの男性で、活動力に溢あふれている感じがする。

　ゴロウン商会の次期会頭らしい。

　他に会計担当のティト。

　仕入れ担当のランディ。

　二人とも、マイケルさんの甥おいにあたる人物らしい。マーロンの従兄弟いとこだな。

　もう一人がミルフォード。商会の戦闘隊長らしい。

　外を出歩けば魔物や魔獣に襲われるのだから、護衛は必須。

　普通の商会は必要とする時に冒険者を雇うのだが、ゴロウン商会では永続雇用しているらしい。

　その雇用された護衛をまとめている仕事だそうだ。

　この四人も、俺を捜して街中を歩いてくれたらしい。

　お手数をお掛けして申し訳ない。




　ミルフォードを先頭に、マイケルさん、俺、ガルフ、マーロン、ティト、ランディと続く。

　それなりの年齢の男が一列で歩くのは少し恥ずかしい。

　列を崩そうかと提案しようとしたところで、到着を告げられた。

　…………。

　でかい。

　うん、でかい。

　建物の最初の印象は、屋根のお化け？

　二階建てぐらいの高さの屋根だが、内部は一階建て……広い。

　なんだこの広さは？




　凄いな。

　奥も明るいから……明かり取り窓と、魔法の光か。

　そしてその中央は人の山……混雑している？　パニック状態？

　えーっと……まともに商売をしているように見えない。

　怒号に悲鳴。

「マイケルさん、普段からここはこんな感じ？」

「いえ、普段はもっと静かなはずなのですが……」

　……これは危ないな。

　うちの店が原因じゃなかったらいいんだけど……。

　状況を把握したいが、把握できない。

「何か手があるのかな？」

「ん？」
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　始祖さんがいた。

　そうか、先にここに到着していたのなら事情を知っているかも。

「原因は？」

「えーっと……きっかけは品切れかな」

「品切れ？」

「うん。カレーが品切れちゃってね。そこに私たちが追加の食材を運び込んで、作るから待ってほしいと宣言したら、こうなっちゃって」

　うちの店が原因かぁ。

　頭を抱えたいが、それどころじゃない。

　うちが原因なら、なんとかしなきゃいけない。

「とりあえず……始祖さん、大きな音を立てられる？」

「大きな音？」

「爆発音みたいなやつ。本当に爆発させる必要はないぞ」

「あはは。大丈夫、音だけね。できるよ」

「俺の声を大きくするのは？」

「それも大丈夫」

「じゃあ、頼む」

「ここで？」

「うん。マイケルさんたち、耳をふさいで後ろに隠れてて。ガルフ、俺が移動する時、道を作ってくれ。武器は駄目だぞ。暴力も。相手はお客さまだ」

　俺の合図で、始祖さんが大きな爆発音を立てた。

　ビリビリと建物が震える。

「動かないでその場にしゃがんでくださーい。動くと怪け我がしますよー。こちらの指示に従ってください」

　始祖さんの魔法で大きくなった声が響く。

　音にビックリしたのか、俺の近くの人から、ゆっくりとしゃがんでいってくれる。ありがたい。

「はい、そのままそのまま。ゆっくりとしゃがんでください。慌てなくていいですよー。実はここにいるみなさまにお得な話があります。聞かずに帰ると損しますよー」

　しゃがむのに戸惑っている人もいるが、俺は声をかけ続ける。

　そしてカウンター付近にいるミノタウロス族とリザードマン族を見つける。

　お客がカウンターを飛び越えて中に入らないようにディフェンスしていたようだ。ありがとう。

　その後ろに多くの従業員とマルコスとポーラを見つけた。無事なようだ。

　俺は始祖さんとガルフに合図を送り、そのままマルコスたちの場所へ移動する。

　しゃがんでいる人が邪魔だが、下手に立たせて移動させるとまた混乱が始まるので諦めて進む。




　到着。

　始祖さんに魔法を切ってもらい、全員の安否を確認する。

「村長、申し訳ありません」

「詳細はあとで聞く。とりあえず、俺の言ったことを立って復唱しろ」

　俺は始祖さんにマルコスの声を大きくしてもらう。

「まず、自己紹介」

　マルコスは落ち着いているように見えたが、まだまだ動揺しているようだ。

　いや、復唱しろと言ったけどな。

「あ、店長代理のマルコスです」

　よし。

「今回の混雑、混乱、大変申し訳ありません。まずは周囲に怪我をされている方はいらっしゃいませんでしょうか？　いらっしゃいましたら手を挙げてお知らせください」

　幸いなことにお客に怪我人はいないようだ。よかった。

「現在、食材が切れてカレーの提供ができません。しかし、先ほど追加の食材が届きました。急いで作りますので、少々お待ちください。そして……今回の騒動のお詫わびに、本日提供するカレーはこれより全て無料といたします」

　無料の宣言に、座っていた観客の一部が歓声を上げる。

「ただ、今回の混雑の対策もしなければなりません。申し訳ありませんが、現在の列は全て解消いたします」

　いったん、解散。

　一時間後に店を再開させる。

「本日は、ここにいらっしゃらない方が来られても無料にいたします。お友達をお誘いの上、改めてお越しください。よろしくお願いします。本日の混雑、誠に申し訳ありませんでした」

　マルコスに頭を下げさせたあと、従業員一同で頭を下げる。

「申し訳ありませんでした」

「では、後ろから順にお立ちください。慌てずにゆっくりと……」

　あとは集団を解ほぐしていけば、混乱はなんとかなるだろう。

　俺はリザードマン、ミノタウロスたちに指示を出す。

「悪いがお客さまたちの誘導を頼む。それと怪我をしている人がいたら摑つかまえてくれ」

　さっき聞いたが、周囲の人が教えてくれるのは気絶している人や倒れている人だ。

　腕が痛いや足が痛いは、個人が我慢していればわからない。そういった人をこのまま帰しちゃいけない。

「ポーラ。このあたりで治癒魔法が使える者はいるか？」

「村長。それなら私がやろう」

　始祖さんが手を挙げてくれた。

「悪い。頼む」

　今は遠慮している場合じゃない。

「それじゃあ、ポーラは従業員たちの確認を頼む。怪我をしている者はいないな？」

　従業員たちは、俺が想像していたよりも小さい女の子や男の子だった。小学生や中学生ぐらいかな？　怪我はないな？　我慢も駄目だぞ。よろしい。

　ところで、ここってうちの店だけ？　他の店は？　ない？　そうなのか。

　えーっと……周辺のお店への謝罪をしなきゃと思ったがしなくていいと。では……。

「清掃！　この騒動で色々と汚れた！　動ける者は清掃道具を持って、清掃を開始！」

　現在、昼を少し過ぎたところ。

　忙しい一日が始まったばかりだった。
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　従業員も手慣れたもので、店内の清掃は順調。

　一部のお客さんも手伝ってくれている。ありがたい。

　そんな風景を見ながら、俺は厨房で反省していた。

　ミスった。大きくミスった。

　混乱を収めるため、カレーを無料と言ったことは大きなミスだ。




　俺は店の規模を勘違いしていた。

　俺はこのでっかい屋根の店が、商業施設的なものだと思っていた。

　その中で、一つのブースをマルコスとポーラが借りてお店をやっているのだと。

　しかし、実際はこのでっかい屋根の店、全てがマルコスとポーラの店だった。

　大き過ぎるだろう。

　困惑しつつも、俺はマルコスとポーラにこれまでの働きを褒めた。

　従業員が多いのも納得。

　しかし、年齢が低くないか？　まあ、そのあたりも事情があるのだろう。




　中央の四面あるカウンターのうち、三面を封鎖しているのは対応できる限界がそれぐらいということだ。

　屋台に毛の生えた程度の小店をイメージして食材を用意していたから、そりゃ足りなくなる。

　ライスを出さず、パンに切り替えたのはナイス判断だ。

　業務用の大釜でも設置しないと、米を炊たくのが間に合わないだろう。

　パンは近所のお店数件に頼んで焼いてもらっているらしい。

　カレーの食材は不足しているが、今回持ってきた分でなんとかなる。

　均等に不足していたわけではなく、一部が切れただけだからな。

　補充を信じて他を作り続けて……この大鍋の数、正気か？

　これでも不足していると。なるほど。

　…………。

　無料と言ったのはミスだが、今更訂正はできない。

　まずは今日を乗り切る。

　俺は始祖さんを見る。

　先ほどまで怪我人の治療にあたっていたが、今は終わっている。

「始祖さん。悪いが村に送ってくれないか」

「急にどうしたんだい？」

「援軍を連れて来る」

「ははは。それは私だけで行こう。連れて来る者の名を教えてくれるかな」

「いや、俺が戻った方が早いだろ」

「そうかもしれないけど、村長はここで指揮をしないとまずいんじゃないかな」

「うっ……確かに」

「ちゃんと連れて来るよ。えーっと……厨房の奥に部屋があるんだよね。そこを転移先にさせてもらうよ」

「わかった。よろしく頼む」

　俺は援軍として数人の名前をあげた。




　次に……マイケルさん。

「お呼びですか？」

「混雑に巻き込んで申し訳ない」

「いえいえ。見事に収めましたね。さすがです」

「ははは。えーっと、確認だけど、この建物は全部うちの管理下ってことでいいのかな？」

「はい」

「どう使ってもかまわないのか？」

「もちろんです」

「そうか。……悪いけど、何人か貸してもらえないか。交渉に長たけた人がいい。あと、街のルールに詳しい人。物資の調達も頼みたい」

「では、私と息子で」

　マイケルさんがマーロンと共に前に出る。

「……いいのか？」

「今日の予定は全てキャンセルしていますから。なんなりと」

　マーロンも問題は……なさそうだ。

　そしてマーロンがティト、ランディ、ミルフォードを巻き込む。

　助かるけど……商会は大丈夫なのか？　いや、遠慮している場合じゃないな。

「必要な物を仕入れてきてほしい」

　まず、食器類が足りなくなることが予想される。

　今使っている食器類に似た物を大量に。

　次に椅子とテーブルを。

　こっちは形には拘こだわらない。

　椅子やテーブルに使える樽たるでもいい。

　あと、長いロープ、木材、板、大きな布。

　大きな布は……三メートル四方ぐらいで。これらをたくさん。特に大きな布は多く。

　最後に、油と小麦と鶏肉を。

　俺の指示にマイケルさんたち全員が動こうとしたので、マイケルさんとマーロンを止めた。

「マイケルさんは俺の傍そばで、俺のやることを見張ってほしい」

　俺が街に迷惑をかけることをしていたり言っていたら、注意してもらいたい。

　なにせ、俺は街の事情をまったく知らない。やらかす可能性は十分ある。

「わかりました」

　マイケルさんの返事に感謝。

「マーロンには悪いけど、一番きつい仕事を頼む」

「え？」

　マーロン、本当にすまない。







「村長。指示をお願いします」

　見れば、マルコスとポーラ、そしてその後ろに清掃が終わった従業員たちが並んでいる。

「よーし……っと、その前に」

　従業員の後ろに、従業員とは違うだろう男性陣たちがいる。

　大半は清掃を手伝ってくれたお客だろうけど…………数人、お客っぽくない人がいる。

　雰囲気がその、危ない感じの人たちだ。

「彼らは？」

　俺の疑問に、一人の男性が一歩前に出る。

　特に顔が怖い人だ。

　それをマルコスが説明してくれた。

「紹介します。彼はゴールディ。混雑対応をお願いしています」

「今回の騒動は、俺たちの初動が遅れたせいだ。すまない」

　理由を聞くと、別の場所で揉めごとがありそっちに気を取られている時に、カウンター付近で発生したそうだ。

　混雑対応はゴールディを中心に十人ほど。

　この広さに対して……不足ではあるが、対応できないわけじゃない。

　となると問題は配置と意識だな。




　よろしい。

　俺は周囲を見渡す。

　お店は大きく、四つのエリア、北東、北西、南東、南西に分かれている。

　東西、南北の大通りの角に面する南東が飲食エリア。

　北東はミニボウリングが設置された遊戯エリアになっている。

　北西、南西エリアは何も置かれていない。

　飲食エリアの外周部にテーブルや椅子が設置されているが、普通に配置されただけだ。

　人の動きが考えられていない。

　俺は手の空あいたミノタウロス、リザードマンたちに指示を出し、椅子とテーブルの位置を変更する。人の通り道を確保すると同時に、テーブルをブロック分けするためだ。

　十テーブルぐらいを一つのブロックにして、そこに一人ずつ、混雑対応の責任者を配置する。

　誰をどこに配置するかはゴールディに任せた。




　次に従業員。

「今回の混雑を乗り切るため、今日だけの特別シフトを行う」

「え？　あの、混雑は乗り切ったのでは？」

　従業員の一人が素直に疑問を口に出した。

「……無料でカレーを配ると言ってしまいました。それを聞いた人たちはどうすると思いますか？」

「ここに……来るかな」

「それは、どれぐらいの人数だと思う？」

「……いっぱい？」

「でしょう。混雑はこれからです。全員、一丸となって対応していこう！」




　まずは列整理。

　これまで、カウンターで注文を受け付けている者の前に、個々に列を作っていた。

　これだとカウンターで料理を受け取ってから運ぶまでに人と何度もすれ違わなければならない。

　それなりに混雑していたはずだ。

　これを解消するために、料理を受け取ったお客さまの帰り道を用意しなきゃいけないのだが……。

　今回は後回し。

　なにせ今回は無料だ。

　お金のやり取りの必要はなく、配るだけ。

　なので列はこのまま。

　受け付けの子の間隔を広げ、列と列の間に隙間を作ればいいだろう。

　ああ、カウンター係というのか、了解。

　他の係は？　結構あるな。

　ポーラに適した従業員を選んでもらい配置していく。




「村長。連れて来たよ」

　始祖さんの転移魔法で援軍が到着。

　鬼人族メイド五人、ドワーフ二人、ハイエルフ四人、山エルフ六人、獣人族十人。

「忙しいところ呼び出して悪いが、手伝ってほしい」

　俺の頼みに、援軍のみんなはしっかりと頷いてくれた。ありがとう。

　まず、鬼人族メイド三人。

「マルコス、ポーラと共にカレー作りを頼む」

　残った鬼人族メイド二人には別の料理を作ってもらう。

　これは無料カレーへの注目を減らすためだ。

　カレーを配る南東エリアのカウンターの端にスペースを確保する。

　さらにその横で、ドワーフ二人には酒を売ってもらう。

　細かい注文はなしで、一杯分ずつの販売。

　そんな販売だからドワーフじゃなくてもいいのだけど、ドワーフが酒好きというイメージは普通にある。

　なので、その酒好きのドワーフが売る酒ということで人目を引けるだろう。

　獣人族には、その鬼人族メイド二人の料理の販売と、ドワーフのお酒販売を中心にしつつ、万が一に備えてもらう。

　万が一は、マルコスとポーラの店が人手不足になった場合だ。

　今日だけなのだから最初っから手伝わせてもいいが、それだと今いる従業員たちのプライドを傷つけることになる。

　やる前から失敗すると言われて手伝われるより、失敗してから手伝ってもらった方が素直に受け入れられたりするものだ。

　そんなもの関係ないと思うかもしれないが、そのあたりをしっかりしないと後々のしこりになる。面倒はごめんだ。

　それに、余剰戦力があるのとないのとでは心の余裕が違うからな。




　ハイエルフの四人には、エリアの仕切り作りをお願いする。

「北東、北西、南東、南西の四つを区切るのですよね。壁を作った方が早いのでは？」

「それだと万が一の移動に困る。仕切りはエリアを視覚的にわかるようにするためだ」

　なので床に設置し、移動できるように。

　高さもそれほどなくてかまわないから。

　材料は……ちょうど、ティトたちが運び込んできた。

　商会の人間も呼んだのか、二十人ぐらいで次々と荷物が運び込まれる。

　いったん、北西エリアに置いてもらおう。

　しばらくあそこは物置きだ。




　山エルフたちには、遊戯エリアになっている北東エリアのテコ入れ。

　現状、北東エリアにはミニボウリングのレーンが設置されている。数は十。

　ただ、それだけでは北東エリアは使い切れていない。

　なので、新しい遊具を作ってもらう。

　作ってもらうといっても、そう難しくはない。

　新しい遊具は輪投げと射的だ。

　輪投げはロープの輪を投げてもらう。

　ロープの輪が引っ掛かれば、その景品をもらえる。

　射的は本来、鉄砲を使うのだろうけどそんな物はないので弓を使ってもらう。

　ただ、危ないので玩具おもちゃの弓矢でだ。本物にすると、素人だと怪我をするからな。

　その輪投げと射的のスペース作りを頼んだ。

　慌てなくていい。

　こっちは今後の集客のためだ。

　何か新しいことをやりそうだと思ってもらえたら、それでいい。

　…………。

「ガルフ。ちょっと頼まれてくれ」

「？」

　輪投げや射的には景品が必要だ。

　特に目玉景品が。

　前にお土産で買ってきてくれたのが丁度いいと思う。

「わかった。買い占めてくる」

「買い占めなくていいから、種類を多く。それと景品にすることをしっかりと伝えてくれ。それでも売ってくれるところから買うように」

「そりゃかまわないが……金を払えばどうしようが勝手じゃないか？」

「金だけのために商売している人ばかりじゃないだろ。お前が案内してくれた武器屋。あそこで購入した武器を勝手に景品にしたら怒られるとか思わないか？」

「あー……確かに。わかった。しっかりと伝えてから買ってこよう」

　俺はガルフに金を……手持ちが少なかったので、マイケルさんに借りて渡した。

　マイケルさん、申し訳ない。

「まだ払っていない代金分をお渡ししただけですから。それよりも、あの大量のロープと大きな布はどうされるので？」




　ロープは列を整理するために使う。

　ロープを這わせるポールは俺が作ろうと思ったが、手伝いたそうにしているお客がいるのでお願いする。

　清掃を手伝ってくれたお客たちだ。

　軽くどうして手伝ってくれるのか聞いたら、さっきの騒動を反省していたらしい。

「カレーは美味うまいからな。この店につぶれられると困るだけだ」

「そうそう。今更カレーを取り上げられたら怒るぜ」

　俺がポールの見本を作り、その量産を任せた。




　あとは大きな布だが……。

　俺の予想通りなら必要。

　予想が外れれば不要になる。

　現状はまだ必要ではない。




　お店の外には人が集まり始めていた。

　オープンな店なので、入ろうと思えば入ってこられる。

　入ってこないのは、まだまだ作業中の空気を出しているからだ。

　…………。

　とりあえず、床にロープを置いて道を作ろう。

　開放するのは飲食エリアの南東、遊戯エリアの北東。

　残りのエリアは封鎖。立ち入りも禁止。




　テーブルの移動を終えたミノタウロス、リザードマンたちにお客を一定の場所にとどめてもらう。

　まだ準備できていないからな。







「マルコス、カレーはどうだ？」

「大丈夫です。パンも先ほど買い込んできました。追加も頼んでます」

　マルコスの前には、カレーの入った大鍋と、パンが並んだカゴが山のようにある。大丈夫そうだ。

「提供するカレーは大と普通の二種類。お客のリクエストには応えたいが、今回は混雑を避けることを優先する」

「わかりました」

　次にポーラ。

「食器回収係は食べ終わった人から食器を回収しているらしいが……慌てて回収する必要はない。特に、食べ終わった直後に回収はしないように」

「え？　駄目なんですか？」

「それだと急せかされている感じがして落ち着けないだろ。回収は客が席を立ったあと。もしくは客に求められた時だ」

「わかりました」

「それと水だが……」

「はい。村長に言われた通り、水は無料で提供しています」

　俺の中では無料が常識だが、この街では常識じゃなかった。反省。

　しかし、今更値段は付けられない。ならば徹底する。

　現在、カレーを渡す時に水の入ったコップを一緒に渡している。

「それとは別に、配る者が何人か欲しい。大人相手でも物もの怖おじしない人がいい」

　ポーラが五人ほど選ぶ。

　背は低いが、要求通り物怖じしなさそうだ。

　ワゴンに水を入れたコップを積み、各テーブルを回ってもらう。

「欲しいと言った者に渡してやってくれ。その際、飲み終わったコップがあれば回収を頼む」

「わかりました」

「鬼人族メイドの料理、ドワーフの酒はもう少しあとで販売を開始する」

　飲食エリアのカウンターの端で、鬼人族メイドとドワーフが準備している。

　目先を逸そらすためだが、最初は相手にされないだろうからな。

「そろそろ……一時間だ。お客を呼ぶぞ。各自、身み嗜だしなみをチェックしたあと、配置に」

　列を整理するポールは、間に合わせている。

　作業をしてくれたお客の中に、本職の大工が何人かいるらしい。さすがだ。

　各エリアの仕切りも……大丈夫。

　遊戯エリアはまだまだだが、それは当然。




　俺はお客を押しとどめているミノタウロス、リザードマンたちに合図を送り、お客の移動を開始させた。

　列の先頭に、スタッフと大きく書かれた服と旗を持った者を数人配置している。

　作業を手伝ってくれたお客たちだ。悪いが、最後まで手伝ってもらう。

　なに、ちゃんとバイト代を現物支給する。




　始祖さん。

　悪いがまた声を大きくする魔法を頼む。

「慌てず、走らないでください。カレーは十分にあります。決して走らないように。まずは一列でお願いします」

　俺は声を上げながら、やって来た人の数にちょっとびっくりしていた。

　これは……追加の食材と援軍が必要かな？　あー……やっぱり無料はやり過ぎだった。反省。
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　私の名はホウ。

　レグ家の六女で、魔王国四天王の一人。

　年齢は……数えるのをやめました。

　残念なことに、まだお相手には恵まれていません。

　おかしい。

　美貌的には問題がないはずなのに。

　胸もお尻もそれなり。

　うん、平均並みか平均以上。

　背中の赤い翼も、派手派手しい感じではなく落ち着いた感じですし、自画自賛ですが綺麗だと思います。

　資産の方は控えめに表現してもお金持ちです。

　レグ家とは別に、私の自領を持っていますしね。

　性格は……少々キツイと言われることがありますが心配無用です。男性に合わせます。

　可愛い感じがいいというならそうしましょう。クールな感じがいいというならそうしましょう。

　四天王の地位が邪魔？　結婚してくれるなら四天王の地位だって捨てましょう。

　なのになぜ？　地位や名誉、お金目当てでさえ近寄る者がいないのは？

　誰かが邪魔しているの？　私にそんなに恨みがあるの？　それなら堂々と名乗り出なさい。男性なら夫にしてあげますから。復ふく讐しゅうプレイが楽しめますよ。大丈夫です。

　私、頑張りますから。ふふふ……。

　こほん。

　この話題はやめましょう。飲むお酒の量が増えてしまいます。







　さて、ここ数年。

　魔王国には一つの重要案件があります。

〝大樹の村〟。

　魔王国領内にある〝死の森〟。その〝死の森〟の中にできた村です。

　最初、その話を聞いた時は笑って流しました。

　冗談だと思ったからです。

　だって〝死の森〟ですよ。

　触っちゃ駄目、近寄っちゃ駄目の〝死の森〟です。

　そこに村ができたって、どうやってですか？

　あそこに棲すむ魔物や魔獣は、魔王国軍の精鋭でも勝てないのですよ。

　まだ竜ドラゴンが巣を作ったと言ってくれた方が信じられます。

　まあ、それも近くに門番竜ゲートドラゴンがいますから、ありえないと笑っちゃいますけどね。

　現実は冗談ではありませんでした。

　村ができており、そこに魔王国でも危険人物にリストアップされている吸血姫ヴァンパイア・プリンセスルールーシー、殲せん滅めつ天使のティアが確認されました。

　さらに、門番竜の娘ラスティスムーン。

　彼女は危険人物どころではなく、災厄です。自然災害がそこにあるのと一緒です。

　極めつけが〝死の森〟でも上位種のデーモンスパイダー、インフェルノウルフが群むれでいると。

　現実の方が冗談のようでした。

　なにがどうなって、そこにいるのか……。

　まあ、この件に関してはクローム伯が担当することになったので、私は意識から消しました。

　関わっちゃ駄目と思ったからです。

　失敗でした。

　もっと早く関わるべきでした。

　あの村にあんなに美味しいお酒があるなんて！

　そしてクローム伯。

　そのお酒を私に渡さず、魔王さまや他の四天王にだけ渡していたなんて……。

　思わず、クローム伯の領地にどう戦争を仕掛けるか本気で検討してしまいました。

　十回やれば七回は勝てます。

　でも、もういいのです。

　ちゃんと謝ってくれましたから。

　魔王様も加担していたのですね。

　そんなに頭を下げなくていいんですよ。そこまで怒っていませんから。

　手元にあるお酒を全て差し出してくれるのでしたら。

　それと、これからはちゃんと私にもお酒を渡してくれるのですよね。

　…………。

　しまった。

　お酒じゃなくて、男性を紹介してもらえばよかった。

　私の馬鹿っ。










〝大樹の村〟に行き、お酒の取引を直接することになりました。

　決して、お祭りの見物ではありません。

　あれは悪い夢です。

　おかしいですね。

　まだ数杯しか飲んでいないのに。ふふふ。




　私にはお酒。

　そうお酒があればいいのです。

　ここのお酒は最高です。しかも種類も豊富。

　私の領地でもお酒造りをやっていますけど、これほどの味のものはできません。悔しい。

　ここにいるドワーフたちはいいですね。なにも言わなくても、色々なお酒を出してくれます。

　種族がドワーフでさえなければ……私は気にしないのだけど、彼らはヒゲがないと駄目だそうです。さすがにヒゲはちょっと……うん、私には似合わない。残念。

　それは横に置いておいて、今度、私の考えた方法でお酒を造ってくれませんか？

　前々から色々と考えていたのです。

　自分の領地じゃできなくて……。

　あ、私は領主じゃありませんよ。領主の血縁なだけで……一部を預かっているだけです。ええ、だから、色々と不自由で。

　それに領主であっても、領民の生活が優先ですからね。お酒造りをさせるとしても、味よりも量優先になってしまいます。

　ともかく、ちゃんとお金は払うのでよろしくお願いします。

　村長が許可すれば？　わかりました。計画書を村長に送っておきます。







〝大樹の村〟がシャシャートの街で店を出すそうです。いい話です。ただ、トラブルは困ります。

　手を回しておきたいですが……シャシャートの街の代官は優秀な男です。問題はないでしょう。

　とりあえず、代官には挨拶だけ。

　あとは……護衛は派遣しておきますか。

　死人や怪我人が出ると、関係が悪化するかもしれませんからね。

　お酒のためだけじゃありませんよ。魔王国全体の利益を考えてです。

　あと、情報も欲しいですしね。

　お店でお酒を扱うようになったら、必ず連絡するように。







　シャシャートの街に派遣した護衛から連絡が届きました。

　無事に開店したようです。

　カレーを販売するお店で、お酒は扱わないのですか。残念です。

　カレーはライスの不足を補うため、周辺のお店からパンを購入していると……。

〝大樹の村〟でカレーは食べましたが、あれならパンでも売れるでしょう。

　周辺のお店とも仲良くやっているようですね。

　よかったですけど……この店の規模は記入ミスかしら？　従業員の数も？







　お店は順調のようですね。

　遊戯コーナーのミニボウリングも盛況と。

〝大樹の村〟にあった遊戯ですね。

　それを無料で……なるほど、お客を集める目的ですか。

　やりますね。

　カレーが美味しいのはわかりましたから、味のリポートは不要です。







　報告にミニボウリングのレーン状況が加わったのはどうしてかしら？

　七番レーンに関しては、やたら細かいわね。

　スプリットの取り方を報告されても困るのだけど。

　ちゃんと護衛の仕事をしているのか、不安になってしまいます。







　お店でトラブルが起きたそうです。

　暴動と呼ぶのは大袈裟ですが、大きな騒動だったようです。

　品切れによるカレーの提供停止が原因と……。

　あー……確かにあの味はクセになりますからね。

　私も時々、夢に見ます。

　今度、食べに行こうかしら。

　っと、その前に報告書の続きを。

　大きな騒動は、村長と呼ばれる人が来て無事に収束。

　…………。

　え？　村長？　村長って、〝大樹の村〟の村長？　それがシャシャートの街に来ていたのですか？

　…………。

　駄目駄目。

　現実逃避は駄目。

　お酒に逃げちゃいけない。

　が、頑張って、続きを読みましょう。




　カレーの無料提供で事を収め、小さなお祭りのようになったのですか。

　ゴロウン商会が全面バックアップしたみたいですね。

　この報告書だと、ゴロウン商会を手足のように使った感じになっていますけど、そんなわけないじゃないですか。

　ゴロウン商会はシャシャートの街に本部を置く大商会です。

　そのシャシャートの街は魔王国の経済の三パーセントを占めると言える経済規模です。

　三パーセントは数字の上では大したことないように感じますが、そんなことはありません。

　魔王国の王都で五パーセント。

　他の街では一パーセント未満です。

　大きいです。

　かなり大きいです。

　そのうえ、王都への距離を考えれば、かなり影響力を持っていると言えます。

　そのシャシャートの街を代表し、左右できるのがゴロウン商会です。

　その商会の会頭を側近のように従え、次期会頭を顎あごで使っていたなんて……。

　考えてみれば〝大樹の村〟に来ていましたね、ゴロウン商会の会頭。

　…………。

　飲みましょう。

　ちょうどメイドが来ました。

　すみませんが、一杯、お願いします。

　あ、小さいグラスじゃなくて、大きいグラスで。

　先を読むのに勇気が必要です。




　ええと……別のトラブル？

　近隣の飲食店から苦情が来たと……。

　以前からカレーの人気でお客を奪っていたのに、カレーの無料提供でとどめを刺したと。

　考えてみれば当然ですね。

〝大樹の村〟の村長は、お店の経営者としては素人なのでしょうか？

　んー……。

　村長はその苦情を予想していた？

　苦情を言ってきた者を次々に取り込み、店の中に街を作った？

　それで解決？

　？

　どういうことでしょうか？

　わけがわかりません。

　行って確かめた方がよいでしょうか。うーむ。




　続きを読みます。

　ミニボウリングがサイズアップし、普通のボウリングになったと。

　今度の七番レーンは手て強ごわい。

　無駄な報告ですが、なごみます。

　そして、ボウリング大会が行われ、優勝したと。

　何をやっているのでしょうか？　ちゃんと護衛をやっているのですか？

　優勝賞品としてお酒をもらって、大変嬉しかった？

　それはよかったですね。

　…………。

　お酒？

　ああっ！　お酒の販売を始めたのですね！

　ちょっとシャシャートの街に行ってきます！
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　私の名前はマリサ。

　シャシャートの街で小さな飲食店をやっている女将おかみだよ。

　夫は冒険者。

　ずっと家にいることもあれば、ふらっと仕事で数カ月いないこともあるね。

　それなりの稼ぎを持って帰ってきてくれるけど、そろそろ落ち着いてくれてもいいんじゃないと話し合っているところ。

　まあ、大抵は喧嘩になってうやむやになってしまうけど。

　夫の話はいいや、大事なのは息子と娘。

　息子のマルクは今年で十五、娘のサンは十三。

　店の手伝いをしてくれているけど、息子と娘は交代で大通りに屋台を出している。

　修業ってやつさね。

　本来なら、どこかに働きに行かせるのがいいんだろうけど、二人とも私のお店を手伝いたいって言ってくれてね。

　気持ちは嬉しいけど、息子と娘の幸せを考えたらお店に縛り付けちゃいけないって思って、大喧嘩したよ。

「じゃあ、冒険者になる」

　って言われて、私が折れたんだけど……その時に条件を出したのが屋台での修業。

　二人して色々と考えてやっているみたいで、自分でもなかなかいい条件だったんじゃないかなって思っているよ。




　しかし、ここ数日は二人の顔色が悪い。

　話を聞けば、新しいお店ができてお客の流れが変わってしまったと。

　馬鹿だね。それなら場所を変えればいいだろうに。屋台の利点は、移動できることなんだから。

　私の提案に息子と娘は大きなため息を吐ついた。

　なんだい母親の助言にため息で返すなんて。

　街の中で屋台を出すには、商業ギルドに場所を決めて申請しなければならないらしい。

　その申請をする際に商業ギルドに場所代を納め、定められた期間だけ屋台を出す権利をもらえる。

　なので場所を移動する場合は、改めて商業ギルドに申請しないといけない。

　つまり、また場所代を納めないといけない。

　息子と娘は面倒そうに、そう説明してくれた。

　なるほど。屋台は屋台で色々と大変なんだね。修業で屋台をやらせているけど、それは隣のお店の奥さんのアドバイスだったから、知らなかったよ。




　息子と娘の力になれないかと、私も色々と考えた。

　でも、ロクな考えが出ない。

　ちょっと考えた程度でなにか出るなら、お店をもっと大きくしてるさね。

　はぁ。

　確かにため息が出るね。

　いつもは息子か娘に頼んでいるんだけど、今日は私が買い出しに出ることにしたよ。屋台の様子を見てやろうと思ってね。

　…………。

　噂には聞いていたけど、本当に大きなお店だね。

　このお店ができたせいで人の流れが変わって、息子と娘が苦しんでいるわけか。

　カレーとかいう食べ物を売っているお店らしいけど、どうせ大した食べ物じゃない。

　物珍しさで評判になっているだけ……にしては凄い人気だね。

　ここの百分の一でもうちの店に……いや、息子と娘の屋台に来てくれたら、助かるのに。

　しかし、いい香りだね。

　……お昼は家で食べようと思っていたけど、ここは一つ、敵情視察をしてみようかね。










　俺の名前はマルク。

　俺が小さい頃の屋台の食べ物といえば、焼いた物を出すお店か似たようなスープを出すお店ばかりだった。

　しかし、ここ数年。

　シャシャートの街の屋台の食べ物は進化している。いや、屋台だけじゃなく普通のお店も。

　どうしてかは知らない。屋台の先輩はゴロウン商会が関わっているって言っていたけど、どうなんだろう。

　まあ、どうでもいいか。

　大事なのは俺もその流れに乗ろうと、妹と二人で食べ物の屋台を出していることだ。

　売っているのは骨付きの羊肉を焼いた料理。昔からある食べ物だけど、とある香草を使って味付けを工夫している。

　おかげで評判は上々。他の屋台からの偵察が来るほどだ。

　売り上げも予想以上で、ちょっとした自慢だった。このまま続けたら、いずれはちゃんとしたお店が持てるんじゃないかと夢を見られるぐらいだった。

　その夢を打ち砕くように長雨。

　屋台の弱点は悪天候。特に雨は客足に大きく響く。大雨のときなんかは、屋台を開かない方が正解だったりする。

　はぁ。世の中、甘くない。

　このシャシャートの街は冬の寒さは控えめだけど、雨量がそれなりにあるのが弱点だな。

　しかし、天候はどうしようもない。

　神様の領分だ。

　俺は俺にできることを頑張るしかないさ。




　世の中、残酷だ。

　人の流れが急に変わった。

　理由はわかっている。

　北にあった四つ角の一角、資材置き場になっていた場所で建設を始めたからだ。

　何を建てているのか知らないが、街中の大工が雇われている。労働者も。

　こうなると、しばらく人の流れは戻らないだろう。

　屋台の場所を変えることも考えないと。運よく、そろそろ更新日だ。

　今の場所を諦め、資材置き場だった場所の近くを選ぶのはどうだろう？

　あの大きさだ。しばらく建設は続くだろう。そこに大工や労働者が集まるなら……。

　もともと、それなりに人通りのある四つ角で場所代は高いが、すぐに取り戻せるだろう。

　妹も賛成してくれた。

　よし、そこにしよう。




　目もく論ろ見み通り、大工や労働者を相手に売れた。ここ数日の売り上げは前の場所の倍以上。

　これまでのぶんも売り上げるぞと意気込んだら、建設が終わった。

　馬鹿な、こんなに早く？　一年は続くと思ったのに。

　しかも、この建物はなんだ？　壁がない建物？　壁代をケチったから早かったのか？

　巨大な屋根だけがあるみたいだ。




　そう思っていたら、そこで食べ物が売られはじめた。

　カレー。

　すでに知られていたのか、初日から大盛況。

　あの大きな建物に人が吸い寄せられる。俺の屋台の前を素通りして……。

　いや、物珍しいだけだ。

　大丈夫、すぐに飽きられる。飽きられるはずだ。

　だから焦あせらない。焦っちゃいけない。










　私の名前はサン。

　お兄ちゃんと一緒に屋台をやっている可愛い女の子。

　その可愛い私の顔が、曇っている自覚があります。

　理由は一つ。

　屋台の売り上げが落ちたからです。それも極端に。

　場所移動が致命的でした。

　大失敗。

　建設客を目当てに場所を移動したら、建設があっさり終わって、あんなに美味しい料理屋になっちゃうなんて誰も予想できないと思うの。

　あー……でも、商業ギルドで場所移動の申請をする時に、やんわりとやめた方がいいってアドバイスされたのよね。

　あの人たちは何ができるか知っていたのね。素直に聞いておけばよかった。反省。

　反省を終えたら、次は対策。

　どうしよう？

　今すぐ、別の場所に移動するのが正解だと思うけど、問題は場所代ね。

　まだ次の場所代を払うほど稼げていない。

　次の更新日まで二カ月と半分。日数はあるけど……今の売り上げが続くと、次の更新料も厳しい。

　……無理ね。

　お兄ちゃんはまだ頑張る気だけど、屋台は諦めてどこかのお店で働いた方が正解かしら？

　例えば目の前の……。

　従業員の制服が、可愛いのよね。

　私もそこで働いたらあの制服、着られるかしら？

　エプロンだけの子もいるから、ちゃんと実績を積まないと駄目なのかな？




　数日後。

　大事件が起きた。

　目の前のお店で大騒動が発生。

　ああ、これが大事件じゃないわよ。大事件はこのあと。

　なんとこのお店が今日だけカレーを無料で配るって話になったの。

　急いで並ばなきゃ。前から興味はあったのよ。

　いつもいい香りがするし、お客さんたちも美味しそうに食べているし。

　屋台？　店番？　どうせお客なんてこないわよ。

　臨時休業。

　お母さんやお兄ちゃんにも教えないと。




　美味しい。

　そして駄目だ。本当に駄目だこれ。

　心のどこかで、うちの屋台も負けていないって思っていたけど完全敗北。勝負にもならない。

　お母さんも、以前は私やお兄ちゃんを心配してなんだかんだ言ってくれていたけど、少し前にこのカレーを食べてから何も言わなくなっていた。

　優しい笑顔で見守ってくれているのかなって思っていたけど、あれは優しい笑顔じゃなかった。哀れみの笑顔だ。それを理解できてしまった。

　私は横で食べているお兄ちゃんを見る。

　うん、絶望している。

　お母さんは……お代わりをもらいに、また並んでいる。




　いや、しかし、本当にどうしよう。

　私は二杯目のカレーを食べながら考える。

　どうしようもない。

　現状、屋台の売り上げはゼロではない。

　カレーを食べたあと、もうちょっと腹を……という感じで買ってくれるお客はいるのだ。

　どうしてかなって思っていたけど、食べて実感。

　一杯のカレーの量はそれなりにあるんだけど、まだあとちょっと食べたいって思っちゃうのよね。

　この料理が中銅貨五枚は安いと思うけど、二杯頼むと安くはない。

　だから屋台でってことかな。

　それを目当てになんとか期間ギリギリまで続けて、次の場所代を稼ぐしかないよね。

　駄目なら、屋台はいったん休業。

　日雇いでもなんでもして、場所代を稼げばいいかな。

　ってことでどう？　お兄ちゃん。

　水を何杯飲んでも、このお店にダメージを与えることはできないと思うわよ。

　それ、普段から無料で配っているし。




　カレーの無料配布は大事件だったけど、さらに大事件は続いたの。

　周辺にある屋台や飲食店の店長が、揃ってこのお店に文句を言いに集まったの。

　文句は……まあ、聞いている方が恥ずかしくなるような内容。

「このお店のせいで、俺たちの店の売り上げが落ちた。どうしてくれるんだ」

　どうもしないでしょ。

　商売は弱肉強食。売れ過ぎているからって、どうしろというの？　売るのをやめろって言うの？

　それに、このお店ができたことと、貴方たちのお店の売り上げが落ちたことは誰が証明できるの？

　その言い分じゃ商業ギルドだって味方してくれない。

　ここのお店はどうあしらうのかなって聞いていたら……ゴロウン商会のお偉いさんが出てきた。

　私は驚いて、椅子から転げ落ちてしまった。

　カレー、食べ終えていてよかった。




　ゴロウン商会の次期会頭であるマーロンさん。

　転げ落ちた私を起こしてくれた。いい人だ。

　文句を言いに集まった人たちも……知っているみたいね。沈黙しちゃった。

　そりゃそうよね。

　ゴロウン商会って、商業ギルドを顎で使える大商会だもん。

　逆らったら、この街どころか魔王国領で商売できなくなるわ。

　そのマーロンさんが、文句を言いに集まった人たちを近くのテーブルに案内。

　カレーで懐柔するのかなと思ったら、商談を始めた。

　…………。

　…………聞き耳を立てる。

　はしたないとか言わない。

　聞かれる場所で商談をする方が悪いの。

　というか、聞かれることが前提なのでしょうね。隠そうともしていない。

　逆に周囲に聞かせようとしているように思える。




　マーロンさんの話は難しかったけど、言っていることは簡単だった。

「このお店には広大なスペースがあるので、そこでお店を開きませんか？」

　スペースは一店につき、三メートル四方。

　大きなルールは二つ。

　一つ、呼び込みはお店の前だけ。

　二つ、小火ぼやや食中毒を出したら即撤去。

「場所代は一カ月で大銅貨十枚。火を使う場合は、さらに大銅貨五枚を追加。場所は半年に一回ぐらいクジで移動します。ただ、周囲に混雑を発生させるお店……人気で行列ができるとかですね。そういったお店はこちらで指定した場所への移動をお願いします」

　一カ月大銅貨十枚？　火を使う場合はさらに五枚だから、うちの屋台なら十五枚？　安い。

　お兄ちゃんを見る。

　一生懸命、売上金を入れている袋の中を確認している。

　でも、さすがにないと思うよ。

　屋台で使うお肉の代金を払ったばかりだし、最近の売り上げを考えたら……。

　お母さんに借りるべきかしら。

　…………。

　お母さんは有料のカラアゲを唸うなりながら食べている。

　いつの間に？

　私にも一つ、いや二つ、残しておいてね！




　あ、でも、外の屋台が店の中に入ったからって、売り上げが伸びるかしら？

　飲食店を集めることで、飲食目的で来る人たちが集まる？

　……確かにそうね。

　テーブル、椅子は共用で設置してくれる。

　お水も無料？　屋根があるから雨を凌しのげる？

　将来的には飲食店以外も入れる予定。

　いいかもしれない。

「ああ、そうそう。場所代は一カ月大銅貨十枚ですが、このたびは色々とご迷惑をおかけしたということで、初回は無料で受け付けるとこの店の店長から言われています。まずはお試しで一カ月、やってみては……」

「やります！　お願いします！」

　初回は無料との内容に、マーロンさんの話が途中だったのに横から声を上げてしまった。

　無礼なことをした自覚はあるけど、このチャンスは逃せない。

　話を聞いていた人たちも次々に手を挙げる。

　マーロンさんは私を見て、にっこりと笑いかけてくれた。

「では、まずはこちらのお嬢さんと話を進めましょう」

　怒られなくてよかった。










　少し前までお店の外にあった屋台が、お店の中に移動した。

　お店の中で火を使っても、煙が上に逃げる。凄い。

　そして、売り上げだけど……伸びたわ。

　最初はいまいちだったけど、村長って呼ばれているカレーのお店の店長が見本を見せてくれた。

　私たちの羊肉をカレーにつけて食べる。

　衝撃だった。

　そして、それが私たちを助けてくれた。

「カレーにつけて食べても美味しい羊肉ですよ。なんでしたら骨から肉を削そぎ落とします」

　カレーとの共存。

　そして……。

「カレーに飽きたら、違う味はどうですか」

　すでに大銅貨十五枚分は稼いだ。

　来月もここで頑張ろうと、私は強く決めていた。

　お兄ちゃんも同じ気持ちのようだ。
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　私の名前はマーロン。

　会頭である父の長男であり、ゴロウン商会の次期会頭。

　子供も生まれ、順風満帆な人生を送っていると自負している。

　ただ、不満を言うなら少し忙しいこと。

　ここ数年でゴロウン商会の規模は倍以上になった。

　父さん、頑張り過ぎじゃない？　前に引退しようかなーとか言っていたのに。

　この前、王都に行ったら魔王様に謁えっ見けんできちゃったよ。

　魔王様は凄いね。さすがの迫力。

　父さんは魔王様と何度も会っている？　さすがだね。

　あ、引退は駄目だからね。まだまだ頑張ってよ。

　勝手に引退したら私の息子や娘に会わせないからね。







　さて、ここ数年のゴロウン商会の快進撃の裏側には〝大樹の村〟が関わっている。

　最初は何かの符丁かと思っていた。

　魔王国との関係で表立って取引できない相手のことかと。

　なにせ、これまで見たことのない作物が運ばれてきたのだ。

　ところが、父さんは頑かたくなに村があると言い張る。

　場所は〝死の森〟のど真ん中。

　吸血姫、殲滅天使、皆殺し天使、ハイエルフに鬼人族、リザードマン、エルダードワーフに竜、でもってデーモンスパイダーとインフェルノウルフがいっぱいの村があると。

　…………。

　お伽とぎ噺ばなしかな？

　ライバルを脅かすためなのかもしれませんが、もう少しリアリティーのある話の方がいいと思いますよ。

　詳しく教えてもらえないのは残念ですが、父さんなりの考えがあるのでしょう。かまいません。

　そちらは父さんに任せて、私は商会の方を頑張りますから。

　キリッとそう宣言したら、縛られて門番竜の巣に連れて行かれた。

　ごめんなさい。父さんを疑うたがって。

　そして、門番竜にお茶を出してもらえるとは思わなかった。

　貴重な経験だ。美味しいお茶ですね。あ、これも〝大樹の村〟産ですか。ははは。

　以後、〝大樹の村〟はあるという前提で私は行動をしています。

　だから、〝大樹の村〟は当然として、門番竜の巣に連れて行くのは勘弁してください。

　この年で下着を交換するのは精神的にきついです。

　あと、今回の件は妻や息子、娘たちには内密にお願いします。







　真面目に仕事をしていたある日、父さんに呼ばれました。

　大至急だそうです。珍しい。

　いつもは冷静になれと言う父さんが慌てているとは……一体何事なのか。

「〝大樹の村〟の村長が、この街に来ている」

　…………。

　ああ、父さんの案件ですね。頑張ってください。

　久しぶりに父さんからアームロックを極きめられた。

　じょ、冗談ですよ！　手伝いますから離して、離してっ！




　私だけ巻き込まれるのは悔しいので、従兄弟いとこのティト、ランディを呼んだ。

　シャシャートの街にいた不運を呪え。

　あと、ミルフォード。頼りにしているぞ。本当に頼りにしているからな。

　元ランク六の冒険者の実力が必要になることはないと思うが、頼んだぞ！

　よし、いい返事だ。

　状況はわかっているな。そう、村長なる人物を捜すことだ。

　では、捜索を開始する。

　ん？　村長の顔を知らない？

　大丈夫だ。

　村長の傍には、ガルフなる獣人族の戦士がいる。

　そうだ、武闘会の優勝者だ。武神と呼ばれているな。

　大丈夫、逃げなくても大丈夫。敵じゃないから。ただの目印だから。

　ガルフは現在、冒険者の格好をしている。

　早朝、東門周辺で騒動があったろ。そうそれ。騒動を避けるため、ガルフは姿を隠す格好をしている。

　それじゃ目印にならない？　慌てるな。

　ガルフが装着しているマントは、真っ赤だ。




　村長の目的地は北のビッグルーフ・シャシャート。

　ビッグルーフ・シャシャートとはなんだと？

　最近できたでっかい建物のことだ。

　父さんが商業ギルドに話しをした……そう、それ、カレーを売っている店。

　昨日も行っただろ、そこ。

　なぜビッグルーフ・シャシャートと名付けられたかは知らないが、その名前で商業ギルドに登録されているはずなんだが？

　カレー屋で浸透しているのか。

　そうか。

　……看板、作らないと。




　話を戻して。

　ともかくだ、村長はそのカレー屋を目指しているはずだが、まだ到着していない。

　そこから考えられるのは、場所を知らない可能性が高い。つまり、迷子だ。

　父さんに言わせると、急いで捜さないと色々と危険らしい。

　ああ、違う違う。村長に危険はないんだ。

　えーっと……例えると、魔王様の娘さん……王おう姫きさまが迷子になっていると思ってほしい。

　王姫さまに万が一があると、魔王様が怒るだろ。そういった危険性。

　うん、一大事なんだ。わかってくれて嬉しい。

　頑張って、捜索しよう。




　無事に合流できた。

　よかった。

　村長さんは、父さんとかなり親しいみたいだな。

　優しそうな人だ。

　しかし、どこをどう見ても普通の人だが？

　この人があの〝大樹の村〟の村長？

　いや、疑うまい。疑っちゃいけない。

　村長の横にいるガルフが、完全に従っているのだ。

　それだけで普通の人じゃない。




　私の考えは正しかった。

　到着した時に遭遇したビッグルーフ・シャシャートでの騒動を、村長は即座に収めた。

　なんだ、あの手て際ぎわは。

　しかも、次々と指示を飛ばし、あっと言う間にカレー屋を再開させた。

　村暮らしの村長？　どこかのベテラン商会員じゃないのか？

　ティトやランディ、ミルフォードがすでに彼の部下だ。

　計算速度も尋常じゃない。人の使い方も慣れている。

　というか……あの者たちはどこから？　あれって鬼人族だよな。

　つまり村から連れて来た？　じゃあ、村長の横にいるのはエルフじゃなくて……ハイエルフ？　マンイーターの？　それに大工仕事をさせている？

　肌の色が違うエルフには何か作らせているし、あのガルフに買い出しをさせるなんて……。




　しかし、父さんを傍に控えさせているのは、なぜだ？　父さんなら単独で街の代官とも話しができるのに……ああ、足りないこの街の知識を補っているのか？　なるほど。

　自分の不足も知って、それを補うこともできるとは……凄い人だ。

　そして、トラブルを収めるためとはいえ商品の無料提供はやり過ぎだと思ったけど違った。あれは撒まき餌えだ。

　客を呼び、その客を見せつけながら周辺の店を説得する。

　そして、その交渉にゴロウン商会の私が前に出る。

　村長がティトたちに用意させた大きな布は、場所を決める時に使われた。

　何もない場所に大きな布を置くだけで、スペースをイメージできる。

　あっと言う間に店の中に街ができた。

　なんだこの発想力。村長、凄くない？







　今回の一件は、ゴロウン商会にも利益があった。

　金銭じゃない、知識だ。

　商売のやり方を教えてもらった。

　店の中に店を囲うことで、それを目的とするお客を集める。

　同じ業種が揃うと、売り上げが落ちると思っていたけど違った。

　考えてみれば祭りと同じだ。

　似たような屋台が並ぶことで、それ目当てのお客が集まる。

　それを日常に持ち込んだ。

　別の場所ですぐ同じことができるわけじゃないだろう。

　だけど、ゴロウン商会はこのやり方を知った。これは大きな財産だ。

　そして、小さいアイデアの数々。

　文字が読めないお客に対しては、絵によるメニュー。

　計算ができない従業員のための計算早見表。

　無料の水に、注文しなくても使っていいテーブルと椅子は、それだけで人を集める。

　遊戯エリアは有料と無料が交じっているが、見ているだけでも楽しい。

　手数料を取らない両替所は意味がわからなかったが、設置したあとに各店舗の売り上げが伸びたことから悪いことじゃないのだろう。

　さすがに両替を主業務にしている店があるので、両替の枚数は制限しているけど。

　でもって、一番は舞台だ。

　ここには人がいるのだ。演劇や演奏は悪くない。

　どこか有名な劇団か楽団を呼ぶのかと思っていたら、放置だった。

　貸し出すだけで、どのように使ってもいい舞台。

　最初の公演は、近所の奥さまで結成された劇団による短い劇だった。

　お世辞にも上手い劇ではなかったが、それなりに盛り上がった。

　村長が用意したのは舞台だけど、舞台じゃない。

　発表の場。

　それだけでいいんだ。




「父さん。私はまだまだ未熟だったようです」

「なに、私もそう思っているのだ。落ち込む必要はないぞ」

「精進します。……ところで一つ、聞いていいですか？」

「なんだ？」

「一番端のレーンにいる人は……見間違いでなければなのですが」

　魔王様じゃないかな？

「ははは、その隣はイフルス代官だ。だが勝負は非情。接待は無用だ。全力でやれ」

「……わ、わかりました」

　ビッグルーフ・シャシャート、ボウリング大会。

　私は優勝を目指して頑張った。




　三位だった。

　一位はこの店の常連っぽい男性。

　強かった。私も通わねば。

　はっ！　わかったぞ！　大会を開くことで、それを目標に通う人が増えるということか！

　ううむ、勉強になる！
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　ふう、なんとかなった。

　それが俺の感想だ。

　いやいや、危なかった。カレーの無料配布は予想以上の人の集まり。

　それもこれも、騒動を鎮めるためとはいえ、安易に無料と言ってしまった俺のうっかりが原因だ。反省。

　そして従業員のみんな、助けに来てくれた村のみんな、ありがとう。

　マイケルさんたちやゴールディ、他にも手伝ってくれたお店の常連客にも感謝だ。




　店の中に店を配置する案も、驚かれはしたが受け入れてもらった。

　俺としてはフリーマーケットのイメージだったが、フードコートになってしまった。

　まあ、カレーの無料提供に怒った近隣の飲食店の者が来るだろうと予測して、そういった者たちから勧誘すると決めていたのだから、そうなっても仕方がないか。

　この件は、驚くほど綺麗に話が進んだ。

　いや、マイケルさんの息子、マーロンが優秀なのだろう。大したものだ。

　マーロンの従兄弟のティト、ランディも手際がいい。マイケルさんが鍛えたのかな。次世代も安泰で、うらやましいことだ。

　俺の息子たちも……いやいや、今は元気に育ってくれたらいい。







　普段は日が落ちると同時に店を閉めていたが、今日はちょっと遅め。

　カラアゲや酒を販売したので、なかなかお客が帰らなかったのだ。

　さすがにカレーの無料提供は終了している。

「村長、そろそろ帰らないとまずくないかい？」

　始祖さんが俺に言ってくる。

　俺はこの街に来る時に、絶対に日帰りすると村に残った者たちと約束していた。

　できれば店を閉めるまで一緒にいたかったが仕方がない。また明日だ。

　俺は明日の準備をしているマルコスとポーラ、それとマイケルさんたちに挨拶し、村に戻った。

　追加の食材を運んできた者や、援軍で来た者たちも一緒に。

　ただ、ガルフだけは残る。大丈夫だとは思うが、万が一に備えてだ。

「悪いな」

　気にするなと請け負ってくれた。助かる。




　村に戻り、遅めの夕食。

　お店の従業員たちは交代で食べていたが、俺たちは遠慮していた。

　ゆっくり食事を楽しめる空気じゃなかったしな。

　ただ、ツマミ食いというか試食はなんだかんだした。

　特に鬼人族メイドたちに作らせて販売したカラアゲ。

　無料のカレーがライバルなので、最初は全然売れなかった。

　なので、掃除を手伝ってくれたお客たちにサービスで配った。

　誰かが食べていれば、釣られる者が出るだろうと。

　俺や従業員たちも食べた。マイケルさんたちも食べた。

　誰の表情がよかったのかな。

　中銅貨一枚で小ぶりのカラアゲ三つ。高いのか安いのかわからないが、かなり売れた。

　同時に横でドワーフたちの売っているビールも。

　ビールのお供は、カレーよりもカラアゲが人気だったな。

　思い出しながら食べ終えたあとは報告。

　遅くなった事情を説明する。

　援軍を呼びに始祖さんが戻った時に伝えているので大きな混乱はない。

　明日、もう一度行くことを伝えて終わった。

　うん。

　全員、納得してくれて嬉しい。







　翌日、昨日と同じメンバーでシャシャートの街に移動。

　始祖さんには本当にお世話になる。

　ミノタウロスとリザードマンたちは無理に付き合う必要はないんだぞ？　手伝ってくれるのは助かるけどな。




　マルコス、ポーラ、ガルフ、マイケルさんたちが待っていた。

　店はすでに開かれ、お客もチラホラといる。

　思ったよりも店が開くのが早い。

　マルコスとポーラは大丈夫か？

　徹夜じゃないだろうな。

　ガルフの言葉を信じるなら、ちゃんと寝ているそうだ。

　ともかく、同行している鬼人族メイドたちに厨房の手伝いをお願いした。

　ドワーフたちも昨日と同じく酒の販売に。

　まあ、朝から酒は出ない……注文が入ったな。待っていたのかな？







　お店はこれまで、一日で二千食のカレーを販売していた。

　カレー一杯が中銅貨五枚なので、毎日の売り上げは中銅貨一万枚。

　そのうち、従業員の給料が一人につき一日で中銅貨三枚。

　二百人……正確には二百と七人いるから、合計六百と二十一枚。

　一日で中銅貨三枚は安いと思ったけど、衣食住が全てこちら持ちなので多過ぎるぐらいだとマイケルさん。そんなものか。

　パンをはじめとした仕入れに、毎日中銅貨三千枚。

　さらに、列整理にゴールディたちを雇ったり、ゴミ類の処理代だなんだかんだで毎日五百枚ほど使っているらしい。

　なので、残りの五千と八百七十九枚の中銅貨が毎日の利益。まあ、毎日同じ額ではないが。

　マルコスとポーラが店を始めて三十日ぐらいなので、現在の利益は十七万と六千枚ぐらい？

　初期投資として、食器、従業員の衣装代、エプロン代、ミニボウリングの追加生産で……合計三十万枚ぐらい使っているからまだ赤字と。

　なるほど。

　確かに建物の建設費を入れれば、圧倒的な赤字だろうな。

　いやいや、マルコス、ポーラ、恐縮する必要はないぞ。よくやっている。

　というか、毎日二千食って凄いぞ。

　営業時間は……一日十時間ぐらいだろ？

　つまり平均、一時間に二百杯。

　一分に三～四杯売っている計算になる。

　確かに、これだけの従業員が必要になるだろう。




　その数多い従業員たちは、こちらの用意した従業員用の専用宿……まあ、寮だな。

　そこで寝泊まりしている。

　寮は三階建てで、部屋数は各階に十二。

　部屋数が三十六しかない場所に、二百と七人？

　一部屋に五人から六人を押し込むことになっているが、文句は出ていない。

　部屋の中をカーテンで仕切って、個室っぽく使わせてもらえるだけでも十分に贅沢なのだそうだ。

　そんなものか？




　寮にトイレはあるが風呂はない。

　なので寮の隣に風呂が建設されている。

　従業員は清潔じゃないとな。




　その従業員たちも、全員が全員、日中に活動しているわけではない。

　夜に仕込みを手伝う者や、寮の管理をする者、風呂の管理をする者がいる。

　そういった者以外……普段は百二十～百三十人ぐらいが店に出る。

　昨日はそれよりも多かったと思うが、色々と限界が近かったのかもしれない。

　従業員、もっと雇わないと駄目かな？




　さて、一応、今日から通常状態だが……。

　南西エリアが賑にぎやかになっている。

　さっそく屋台だなんだと運び込んでいるのだ。

　営業までできている者は少ないが、活気がある。当然、トラブルも。

　対応はゴールディが行っているが……トラブルを止めるのにも人数がいるな。

　ミノタウロス、リザードマンたちに見回りを頼んだ。

　武器で脅さないように。刃物は置いて、棒で。

　マイケルさんの息子のマーロンも、南西エリアを飛び回っている。よろしくお願いする。




　山エルフは昨日の作業の続き。

　ハイエルフは……仕切り作りは終わっているので、山エルフを手伝ってもらうか。

　いや……この広さだ。

　俺はミニボウリングが設置された場所を見る。

　うん、村にあるミニボウリングと同じサイズだが……ここなら普通のサイズのボウリングでかまわないだろう。

　普通のボウリングの正確な長さは知らないが、若い時に行った記憶を頼りに距離を決める。

　間違っていても、正確な距離を誰も知らないから怒られないだろう。

　ミニボウリングは撤去と思ったが、常連らしき者たちから熱い視線を感じたので場所を移動して残すことになった。

「まあ、遊具が多いに越したことはないからな」

　ハイエルフたちにレーン作りを頼む。

　俺はピンとボールを作ろう。







　家を一日で建てるハイエルフたちだ。

　半日もすれば、距離二十メートル、幅一メートルのレーンが綺麗に並ぶ。

　現在十レーン。

　もっと多く並べられるが、とりあえずだ。

　理由は人手。

　投げたボールを返す作業、倒れたピンを立てる作業が全てが人力なのだ。

　なので、レーンの横に高低差のある溝みぞを作った。

　溝は手前が深く、奥が浅い。

　奥でボールを受け取った者が、その溝にボールを置くことでボールが投球者の元に戻る工夫だ。

　これで多少は楽になるだろう。

　あと、ボウリングピンを楽に並べられる枠も用意した。

　穴の空いた厚みのある板だ。

　板を置き、その穴にピンを入れることで定められた位置にピンが立つ。

　ピンを並べる速度が向上するだろう。




　ボウリングの試し投げは……店の常連たちがウズウズしながら待っていたので彼らに頼んだ。

　遊戯エリア担当の従業員がピンを立てているのだが、手が回らないときには客たちが協力してピンを立ててくれる。ありがたい。

「いや、無料で楽しませてもらっているしな」

「金を取ってもいいんじゃないか？」

　いい常連たちだ。

　ただ、今のボウリングでお金を取ろうとは思わない。

　俺が機械で管理されたボウリングを知っているからだろうな。

　色々と手は打ったが、ボールが帰ってくる時間も、ピンが並べられる時間もまだまだ長いのだ。

　非常にゆったりしている。

　俺としては数球投げるのはかまわないが、一試合となると忍耐が必要になる。長いのだ。

　いや、一緒に楽しんでいる者とお喋しゃべりでもすればいいのだろうが……サクサク投げたい。

　この気持ちに共感してくれているのは、今のところは子供たちだけ。

　他の大人たちは、村にあるミニボウリングをまったりと楽しんでいる。

　俺に足りないのは優雅さかな。

　ごほん。

　まあ、整備費が欲しいから収入をと考えると……マイボール、マイピンなんかを販売すれば買ってくれるだろうか？

　ボウリングだけで収支が完結できれば、専用に人を雇うのも手だしな。

「距離が長い分、フォームを安定させないと厳しいな」

「ボールも大きくなっているしな」

「穴あきのボールはどう使うんだ？」

「レーンのクセ以外に、ボールのクセも摑まないと厳しそうだな」

　楽しんでもらえているようなので、今度大会でも開こうか。

　それで周知もできるだろう。







　山エルフたちに頼んでいた輪投げ、射的もそれなりの形になった。

　これは……マイケルさんたちに試してもらおう。

　まずは輪投げ。

　中銅貨一枚で、ロープで作った輪を五個もらえる。

　それを景品に向けて投げ、引っ掛かればその景品をゲットできる。

　シンプルな内容だ。

「なかなか……狙い通りにはいきませんね」

　マイケルさん、全部ハズレ。

　ティトは二つ。

　ランディは一つ。

　ミルフォードは四つ、成功させた。

　輪はそれなりの大きさにしているし、引っ掛かればＯＫにしているので判定は緩い。

　ただ、高額景品の近くには、それを妨害するように棒や壁が設置されている。

　障害物だ。

　そう簡単には取らせない。

　マイケルさんたちの感想は、もっと取りにくくてもいいだろうの意見が強かった。

　今の難易度だと、手先が器用な者に荒らされてしまうとのこと。なるほど。

　輪投げ担当の山エルフに改善をお願いする。

　輪を一回り小さくするのがいいかな？　それとも障害物を改造するか？　輪に重りを仕込んで重心を狂わせるのは最終手段だぞ。




　次に射的。

　こちらで用意した弓と矢で、的まとを狙ってもらう。

　最初は景品を狙ってもらうつもりだったが、弓の強度を試した時に景品に穴があいてしまったのだ。

　それで的に変更。

　的は嫌われている魔物などをモデルにしており、各所に点を付けている。

　中銅貨一枚で、矢三本。

　三本の矢の合計点で、渡す景品が変化する。

　狙いやすい場所は点が低く、狙いにくい場所は点が高い。

　ただ、的は止まっていない。

　山エルフの作った仕掛けで、ハンドルを回すことで的が不規則に動く。

　当てて楽しんでもらう遊戯なのだが、簡単に当てさせる気はないように思える。

「この弓で……ですか？」

　ミルフォードは元冒険者だったな。

　熱心に弓をチェックしている。

　弓は子供にも扱える小弓だが、文句を言う人を想定して大きい弓もちゃんとある。

「弦を緩く張っているのは、難易度調整ですか？」

「安全のためだ。素人にもやってもらいたいからな」

「なるほど。しかし、弓がよ過ぎませんか？　弦を張り直せばちゃんと使えますから、持ち逃げの危険があります」

　弓はこの街で購入した中古品だ。

　それほど高いとは思わなかったが……持ち逃げされるのは悔しいな。

「それと、玩具のようでも弓を撃つのですから、周囲をもっと高い壁で囲うべきですね。万が一でも、変なところに飛ぶのは避けてほしいです」

　もっともな意見だ。

　そして、その壁で持ち逃げを防ぐということか。

　うん、採用。

　マイケルさんやティト、ランディたちがやりたそうにしていたので、簡易な壁で周囲を囲ってからやってもらった。

「おお、飛んだ。まっすぐ飛んだぞ」

「これぐらいの弓なら俺でも扱える」

「やったぞ、ど真ん中に命中だ。十点だ！」

　意外なテンション。

　輪投げよりも評判になりそうな予感。

　その横で、ミルフォードが追加の矢を山エルフから購入していた。

　一回目の矢は……全部外したようだな。

　弓の扱いに慣れている人の方が難しいのかもしれない。

　初心者、中級者、上級者とランク別にして、景品を変えるのも手だな。

　俺もやってみたが、全部外れた。

　…………。

　意外と悔しい。







　さて、後はと……。

　ん？

　マーロンがこっちを見ているな。

　いや、遊んでいるんじゃないぞ。

　ちゃんとした仕事で……あの目は違うな。

　何かあったか？

　俺が疑問に思うと、マイケルさんが教えてくれた。

　マーロンの横に立っているのは、商業ギルドの者だと。
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　シャシャートの街の税金は、大きく三つ。

　人頭税と土地税、入港税。




　人頭税は、この街に住む者全てにかかる税金で、年齢に関係なく一人いくらの税金になる。

　この税金の対象はシャシャートの街に家を持っている者で、旅人は対象外。

　路上生活者は……対象外というか見逃されている。

　去年の人頭税は、一人大銅貨六枚。

　これを払うことで、シャシャートの街から様々なサービスを受けることができる。

　そのサービス目当てではないだろうが、人頭税を渋る者は少ない。




　土地税は、土地を売買する際にかかる税で、購入者が支払うことになっている。

　税率は時と場合によって変化するが、土地代の一割～二割が相場。

　土地の所有者が変わったことを連絡する際に納めるのが慣例となっている。




　最後に入港税。

　これはシャシャートの街の港に寄航した船が支払う税。

　船の種類や大小に応じて細かく定められている。




　以上となるのだが、気付いただろうか？

　シャシャートの街では土地の売買をしたり、船を運航させない限りは、税金は人頭税だけなのだ。

　つまり、商売による儲もうけに税金はかからない。

　そんなことがあるのだろうか？　あるのだ。




　大元の問題は、この世界の識字率の低さにある。

　文字を読んだり書いたりするのは偉い人がすることで、他の者は別に読んだり書いたりする必要はない。

　商人なら読み書きはできそうだが、それは必要に迫られる交易商人や大きなお店の店長、店員だけであって、小さな店の店長や店員、屋台の店主が読み書きできないのは普通だ。

　そう、珍しくないのだ。

　でもって、読み書きができない者が、毎日の売り上げの帳簿を作るだろうか？

　答えは、作らない。

　帳簿を作っていないと、どれだけ儲けたか損したかわからない。

　そんな状態のお店から税金をどのように取るというのだ。

　土地税と入港税の徴収で街の運営費に問題はないので、役人も熱心に取ろうとは考えない。




　だったら大きなお店は稼ぎ放題？

　そう思われるかもしれないが、さすがにそうはいかない。

　公平に取るわけじゃないので税の名は冠していないが、税金に近いものがある。

　水道代、防災費、ゴミ処理代、下水利用代。




　水道代。

　この街に井戸は少なく、水は川の上流から水道を引いている。

　その水道の維持管理費。




　防災費。

　街で火事が起きた場合、街の者たちで火を消す。

　その際、被災した者の救済や、防火に尽力した者の治療代として使われる。




　ゴミ処理代。

　人が生活すればゴミが出る。

　そのゴミの回収、処分をする者たちを雇う代金。




　下水利用代。

　街には下水が張り巡らされ、特定の場所にスライムを溜ためたプールがあり、そこで浄化される。

　その下水の維持管理費。

　ちなみに、お金持ちの家などは各家庭で浄化してから、下水に流すのが嗜たしなみとなっている。




　この四つは、利用者を対象に代金として集められる。

　こういったのは、街の運営費から出すべきじゃないかと思うが、代官の言葉は簡単だった。

「では、行政の都合でその四つをやめてもいいのか？」

　行政はその四つに関しては手を出さないので、自分たちでなんとかしろということだ。

　街の者たちは、下手に介入されるよりはマシと承諾した。

　それが数百年前。

　現在、その代金に寄付を合わせた額の大小で、シャシャートの街の商業ギルドの運営に関われるようになったりする。




　商業ギルドの人が来たのは、この四つの代金の支払いと寄付に関してだった。

　店の中に店を構かまえたことで、少々ややこしくなるので、なんとかしてほしいと。

「水道代、ゴミ処理代の二つは、利用した量で額が決められますから一括で支払うとして……」

「この店のトイレには浄化プールがありますから、下水利用代は変動しませんよね」

「問題は防災費かな」

「ええ、店の大小に関係なく定額ですから、店の中の店をどう判断するかですね」

「屋台は元から払ってないのだろ。店の中に屋台を置いたからと、防災費を払わないと駄目なのか？」

「一応、そのあたりを考えて火を使う店からは多く場所代をもらう予定だが」

　俺の周りで商業ギルドの人、マイケルさん、マーロン、ティト、ランディが話し合う。

　わかる人に任せよう。

　いや、俺もある程度はわかるが慣例とか慣習がわからない。

　マイケルさんから話を聞いただけだからな。

　マイケルさんに、不当に高額でなければちゃんと払う方針を伝え、俺はミルフォードと二人で静かに待つ。

　あ、ミルフォードは射的に戻った。

　山エルフたちに的の動きや絵柄に関して色々と意見しているようだ。

　俺もそっちに参加したいが、ここから離れるのは……さすがに駄目だよな。責任者だし。

　仕方がない。

　長くなりそうだから、空いているテーブルを使わせてもらおう。




「最後に寄付に関してです」

　あらかた話が終わったあと、商業ギルドの人がこれが本題ですと真面目な顔をして俺に言った。

　寄付と名付けられているが、要は商業ギルドへの協賛金だ。

　一口、銀貨一枚と定められており、ある程度の大きさのお店は支払うことになっている。

　これに関しては、シャシャートの街に店を出す話の時に聞いているので、俺は驚いたりしない。

　いくらぐらいが相場かと話を切り出そうとした俺を、マイケルさんが止めた。

「待ちたまえ。開店初年度の寄付は免除されるのが慣例だろう」

「そうなのですが、すでに大きな利益を上げているようですので……」

「そうかもしれんが、だからと慣例外とするのは性急だ。こちらから払うと言ったならともかく、要求するのは間違いではないか？」

「私もそう思いますが……すみません。上の意向です。できれば千口ぐらいお願いできないかと」

　千口……銀貨千枚だから、中銅貨で百万枚？

「私を前に……上の意向かね？」

「はい。上の意向です」

「なるほど」

　商業ギルドの人とマイケルさんでわかりあったようだが、俺にはわからない。

　マーロンに助けを求めた。

「ええと、今の商業ギルドは、ゴロウン商会に逆らいません。商業ギルドの上層は父が派遣した部下たちが占めていますから」

　昔のゴロウン商会はシャシャートの街の有力商会の一つだったが、今はシャシャートの街を代表する商会といわれている。

　そのゴロウン商会が関わっているだろう、この店を相手に上の意向となると、商業ギルドよりも上の立場となる。

「街の代表……イフルス代官だったか？　彼の意向ということか？」

「いえ、イフルス代官はとても優秀です。このような真似はしません。この場合の上は……貴族ということでしょう」

「貴族」

　そういえば、ここは貴族社会だった。

　つまり、どこかの貴族がうちの店に中銅貨百万枚払わせようとしているってことか。

　…………。

　どう考えても好意的には考えられない。

　この商業ギルドの人も片棒を担いでいるわけか？

「あ、そ、その、彼は大丈夫です。たぶん、脅されているのかと」

　マーロンが商業ギルドの人の手元を見てほしいと言った。

　この商業ギルドの人は、左の袖を右手で引っ張っていた。何度も。

　それが、商業ギルド内で使われるサインで助けてほしいとの意味らしい。

「今、ミルフォードが人手を集めに行ってますので」

　え？　ミルフォードは射的の様子を……いつの間にかいなくなっている。なるほど。

　自然に席を離れ、助けを求めに行ったのか。

　俺もハイエルフや山エルフに助けを求めた方がいいだろうか？

　そういえばガルフはどこに行った？

　…………。

　ガルフは店内で、誰かを取り押さえていた。

「マーロン。あそこでガルフが取り押さえている人に見覚えはあるか？」

「え？　あれは……見覚えはありませんが、服装から貴族ではないかと」

　だよな。

　俺もそう思う。

　商業ギルドの人も気付いた。

「……あの方です」

　あの男が敵か。

　俺はガルフに手を振って、取り押さえていた貴族を連れて来てもらった。




　貴族を縄で縛って床に座らせた。

「愚か者どもが！　この私にこの仕打ち、ただで済むと思うなよ！」

「マイケルさん。この場合、俺は彼を攻撃できるのか？」

「厳しいですね」

「では、賠償を請求するのは？」

「悪意はありますが、現状は寄付を求められただけで、実害はありませんから……」

「気分を害したというのは？」

「残念ながら……」

　俺が彼に反撃することはできないようだ。

「私を無視するな！」

　貴族は若い青年であった。

　俺の感覚で二十代前。

　黒い服を好み、頭の左右に羊の角を生やしている。

　あ、頭の角は取り外せるようなのでファッションだな。

「こら、角を返せっ！　この私に無礼な真似は許されんぞ！」

　小者だ。

　どうみても小者だ。

　というか、貴族であるかどうかも怪しいと俺は見ている。

　ただ、商業ギルドの人が言うには由緒ある血統の貴族だそうだ。

「アルバトロス子爵家の嫡男ですね。魔王国に貴族登録されていますので、ちゃんとした貴族です」

　貴族か……正直、対応に困る。

　俺が何かやって怒られるぶんにはかまわないが、マイケルさんたちに被害が及ぶのは困る。

　店も開いたばかりだしな。

　また、〝大樹の村〟に影響があっても困る。

「この件、なかったことにするのはどうだろう？」

　日本人的な決着を提案してみたが、一蹴された。

「ふざけるなっ！　貴様らはもう終わりだ。この私に逆らったのだからな！」

　いや、別に逆らった覚えはないのだが。

　ガルフが彼を捕まえたのも、食事を楽しんでいるお客を無理やりに退のかせたからで……。

「うるさいっ！　私は貴族だぞ！　偉いんだぞ！」

　彼の言い分にため息を吐つきそうになる。

　あ、マイケルさんたちは隠しもせずにため息を吐いている。

　とりあえず、どうしたものかと誰か意見がありそうな人を探す。

　…………。

　手を挙げていたのは始祖さん。

「連れて来ようか？」

　今までどこにいたのか。

「あの、連れて来ようとは？」

　商業ギルドの人が、始祖さんが誰か知らないだろうけど話を続けた。

　態度から関係者と思ったんだろうな。

「立場が一番上の人」

「この場を収められる方ですか？　あ、代官さまで？」

「彼より偉い人。きっちりこの場を収めてくれるんじゃないかな」

　誰のことだ？　〝大樹の村〟の者じゃないよな？

「おおっ。それでは、お手数ですがよろしくお願いします」

　商業ギルドの人が始祖さんにそう言った。

「実はもう連れて来ているんだ。はい、後ろ」

「え？」

　魔王が商業ギルドの人の後ろに立っていた。

「仕事中だったんだが……」







　交渉とかそういうものじゃない。

　権威による暴力。

　アルバトロス家嫡男の全面降伏。

　彼の目的は、お金。

　商業ギルドの職員を脅し、お金を儲けていそうな店に寄付を強要。店が困ったところに現れ、寄付を少額にさせることで謝礼をもらう手口だった。

「初めてやりました。すみません。許してください」

　アルバトロス家嫡男は全力で謝罪するも、魔王は拒否。

「悪いがそうもいかん。この店に関して、手出し無用の通達を出している。手を出した者を無事に済ませれば、通達が甘くみられる」

　俺の知らないところで、魔王に店は守られていたようだ。

「アルバトロス子爵にも罪を問う。謝罪の言葉を考えておけ」

「ひっ、そ、そんなっ」

　俺は口出しできない。

　実は口を出そうとしたのだが、マイケルさんに止められた。

「魔王国の国民が多く見ている場で、魔王様に意見するのはいけません」

　確かにその通りだ。

　俺の店が当事者ではあるが、ここは魔王の国だ。

「声をかける時は、陛下って呼んだ方がいいかな？」

「ははは。魔王国では、魔王様で大丈夫ですよ」

　それが敬称だそうだ。

　その魔王様は、アルバトロス家嫡男の周囲を歩きながら罰を列挙している。

　列挙しているけど、その一つでも十分な罰じゃないかな？　耐えられないと思うぞ。魔王はなにをやっているんだ？

　いや、待っているのか。

　時々、視線が始祖さんに送られている。

　その視線を受け取るたび、始祖さんはどうしようかなーって笑っている。

　あ、俺の視線に気付いた。

「お待ちください」

　始祖さんが手を挙げ、前に進んだ。

「むっ。貴様はコーリン教の……」

「ははっ。罪を犯した者を罰するのは当然。なれどあまりに苛烈な罰では、苦しまずに死者の国に逃げてしまいます。罰なれば、長く苦しめてこそではないでしょうか？」

「確かにな。なにか手があるのか？」

「はい。彼をシャシャートの街のコーリン教神殿にお預けください。それが彼にとって長く苦しむ罰になると思います」

「ふむ……なるほど。逃がすでないぞ」

「ははーっ」

　始祖さんが頭を下げると、周囲で見ていた者たちが拍手した。




　なんだろう。

　演劇を見せられた気分だ。

　原因は、始祖さんの大根芝居だろう。

　魔王はよかったぞ。威厳があった。







　まあ、一件落着なのかな。

　一番の被害者は、アルバトロス家嫡男に目を付けられた商業ギルドの人かな。

「隙があるから付け込まれるのです。普段からしっかりしていれば、多少の脅しに屈しない者として滅多に手出しはされません」

　マイケルさんは厳しい。

　未遂とはいえ、商業ギルドの人にもなんらかのペナルティーが課せられるらしい。

　商業ギルドの人が一番の被害者じゃないとすると……。

　次はミルフォードによって集められた警備の者かな。

　わざわざ走ってきたのにすでに終わっていた。そのうえ、魔王がいてびっくりと。

　ご苦労さまです。

　無駄骨だったけど、せっかく来てもらったのでカレーをご馳ち走そうする。

　今後もなにかとお世話になるかもしれないしな。

　ああ、魔王にも出そう。今回は巻き込んで悪かった。

　巻き込んだのは始祖さんだけど。




「ところで始祖さん。彼をどうするんだ？」

「さあ、どうしようかな」

　始祖さんは軽い返事をしながら、酒を飲んでいた。

　いやいや、魔王を連れて来て芝居をしたのだから何か考えがあったのだろう？

「正直なところ、魔王の豪腕に期待したのだけどね。どうも、そうはいかなかったようでね」

　魔王もあの貴族の扱いに困ったらしい。通達無視なので許すわけにはいかない。でも、厳しく罰するとアルバトロス家から恨まれる。

「そんなに影響力のある家なのか？」

「領地を持たない貴族だけど、各地に血縁だけはあるそうだよ」

　なるほど。確かに扱いに困りそうだ。

「だから、コーリン教に預けることでこの件をうやむやにって方針。適当な時期に放り出すよ」

「それでいいのか？」

「偉大なる魔王様の判断だからね。逆らえないよ」

　始祖さんは笑いながら言った。

　一番の被害者は、ひょっとして彼を預かることになるシャシャートの街のコーリン教神殿なのかもしれない。
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　魔王はカレーを食べたあと、始祖さんに送られて帰った。

　ご苦労さまでした。




　なんだかんだあったけど、お店はそれなりに繁盛。

　マルコス、ポーラ、そして従業員の頑張りを再確認。

　遊戯エリアのボウリングは問題なし。

　ただ、無料なのでちゃんと交代して遊んでもらう雰囲気を作らないといけない。

　空いているときはいいんだけどね。

　場合によってはレーンを増やすことも考慮しよう。




　輪投げ、射的は改善を実行中。

　射的は特に安全に関わるから、しっかりしないといけない。

　そう思いながら、本日は撤収。

　また明日、来ます。







　ビッグルーフ・シャシャート。

　店の名前らしい。知らなかった。

　しかし、店内に店を入れたことによって、それは施設の名前に格上げになった。

　店の中に設置された串肉の屋台などは、ビッグルーフ・シャシャート内の串肉屋となるのである。

　カレー販売店の名前を考えなければならなくなった。

「マルコス、ポーラが考えるか？」

　任せようと思ったが、ぜひとも村長にお願いしますと言われてしまった。仕方がない。

　…………。

　素直に『カレー屋』ではどうだろ？

　駄目だな。

　ラーメン屋、焼肉屋、串カツ屋みたいな店のジャンルであって、個別の店の名前じゃない。

　今はまだいいが、他の店でカレーを提供したときに困る。ちゃんとした名前にしなければ。

　…………。

　マルコス＆ポーラとかどうだろう？　んー、お店を指しているのか、二人を指しているのかわかりにくいか。

　それに、現在の予定ではマルコスもポーラも一時的な出張だ。

　別の者と交代になったときに、この店名では混乱するかもしれない。

　となると……。

　マルポ……いや、マルーラはどうだろう。

　マルコスとポーラから少しずつ名前をもらってみた。

　カレー屋『マルーラ』。

　うん、悪くない。

　一応、一部でも名前を使うから二人に許可をもらって、問題がなければ採用ということで。







　泣かれてしまった。

　そんなに嫌だったか？　違う？

　感動で泣いたと……よ、喜んでもらえてなによりだ。

　従業員たちにも通達。好評のようだ。




　看板が必要だな。

　余っている資材で、大きめの看板を店内と店外の二カ所に設置。

　屋根の上に置きたかったが、万が一の落下事故が怖かったので下に。

　それでも、いい具合だ。

　え？　ビッグルーフ・シャシャートの看板も欲しい？

　わかった。

　しかし、施設の看板となると、お店の看板よりも大きくないとな。

　こっちも落下事故が怖いので下に設置。

　ついでに場所やエリアにナンバリング。

　南東の飲食エリア、北東の遊戯エリアの名前はそのまま採用。

　南西は出しゅっ店てんエリアと名付けた。

　お店は順調に集まっており、飲食店以外の店の姿も少しずつ増えている。

　場所がたりなくなったら、北西も出店エリアにしよう。

　そのときの名称は新出店エリアかな？







　屋根のある場所に魅力を感じるらしく、近くの屋台の大半がここに集まった。

　そうなると、それを目当てのお客も集まり、なかなかの活気。

　だが、場所がわかりにくい。

　目当ての店を探すだけで一苦労。

　それを助けるため、出店エリア用の地図を製作する。

　字が読めない人が多いとのことで、イラストで。

　一枚完成したが、結構な労力だった。

　これを……何枚か作り、半年に一回の交換。

　…………。

　専門家を雇おう。

　絵が描ける者はいるだろうか？

「絵描きは大抵が貴族のお抱えですから……」

　いないとのこと。

　詳しく話を聞くと、絵は娯楽であり、絵の具は高い。

　なので、絵を描くのは貴族に抱えられた画家か、絵を描くことを趣味にした貴族だけと。

「簡単な絵なら描ける者はいるでしょうが、このように精密な絵になると……」

　精密な絵？

　ちょっとデフォルメした串肉や、海産物なのだが？

　しかし、困った。

　俺が描くしかないのか？

　さすがにちょっと……。

　文字で勘弁してもらえないだろうか。

「あ、あの、私に描かせてもらえませんか」

　誰だ？

　従業員の一人だった。

「私、絵を描いてみたいです」

　なかなかのやる気。

　しかし、求めるのは人の目に触れるものだ。

　まずは実力を見せてもらおうか。

　紙とペンを渡す。

　…………。

　うん、天才がいた。

　俺よりも上手い。

「私、昔っから絵を描くのが好きで……地面にいっぱい描いていたんです」

　ポーラに伝え、シフト調整。

　地図製作をお願いし……同時に店内の店の看板の製作に取りかかる。

　さすがに一人では無理なので、従業員から絵に興味がある者を数人追加で採用。




　地図は運営側のサービスとして無料掲載。

　個別の看板は有料。材料費込みで看板一枚、大銅貨十枚。

　最初は看板の注文が入らないだろうから……とある羊肉を焼いているお店に協力してもらう。

　この店が、最初に店を出すと声を上げてくれたらしい。

　それで流れができたとマーロンが評価していたからな。感謝も兼ねてだ。




　看板を掲げてから、お客の動きに変化ができた。

　店頭以外での客引きは禁止なので、看板は馬鹿にできない効果を発揮したようだ。

　すでに何件かの看板注文が入っている。

　ただ、看板代が安くはないから殺到はしないだろう。

　自分たちで作るかな？　それもありだろう。

　ただし、看板のサイズ規制は行う。あまり大きい看板を作らないように。

　看板が乱立したら、今度はノボリで派手にしていこうか。

　いや、火を扱う店もあるからな……ノボリに火がついたら困るか。




　ただ、ある程度の美観のコントロールは必要だろう。

　トラブル防止のための見回りもいる。

　今は俺に同行しているミノタウロスやリザードマンたちが頑張ってくれているが、いつまでも手伝わせるわけにはいかないからな。

　マイケルさんに相談して、警備隊を組織してもらおう。

　案内員も兼ねてもらえば、トラブルがないときも遊ばせることにはならないだろう。




　マイケルさんとの相談で、警備隊の取りまとめに推薦されたのがゴールディだった。

　これまでうちの店、『マルーラ』の混雑対応をやってくれていた人だ。

　顔が怖いが、腕は悪くない。

　部下を何人か抱えている人なので、そのまま全員に警備隊への就職をお願いした。

　ゴールディとしては、他にも仕事があるので就職はできないと謝罪された。

　ただ、彼の部下が警備隊に就職するのは歓迎とのことで警備隊は結成された。

　隊長はゴールディの推薦を受けた若者。

「頑張ります」

　よろしくお願いします。

　警備隊への給料は、出店している店の場所代から支払われる。

　ゴールディは以前と同じく、カレー屋『マルーラ』の混雑対応を。

　警備隊に就職して減った部下は……まだ他にも部下がいるのか。頼もしい。







　そして、ビッグルーフ・シャシャートの運営に関して。

　現在、マーロンに一任している。

　しかし、彼はゴロウン商会の次期会頭。

　さすがにずっと借りっぱなしはまずいだろう。

　だが、代わりと言われてすぐに出てくるほど、人材は豊富ではない。

　そこで、ビッグルーフ・シャシャートの運営に関してはゴロウン商会に任せた。

「よろしいので？」

「慣れた者がやった方がいいだろう」

「確かにそうですが……わかりました。ゴロウン商会で引き受けさせていただきます」

　出店している店の場所代の一部が、ゴロウン商会に委託料として支払われる。

　残った金額が、運営管理費だ。

　ああ、カレー屋『マルーラ』も場所代を払うことにした。

　自分の店なのにと思うが、不公平感をなくすためだ。

　それに、外部に運営を委託するわけだしな。

　場所代と思わず、運営委託金と思おう。

　とりあえず、遊戯エリア込みで一カ月に十店分を支払う。

　少ないかな？　足りなければ、増やそう。

　このあたりは収支をもう少し見てからだな。







　出店エリアと飲食エリアの間に舞台を設置した。

　周囲より一メートルぐらい高い、半径七～八メートルぐらいの半円形の舞台。

　音楽を演奏したり、劇をやったりと色々できる場所なんかあったらいいんじゃないかと思った。

　噓です。

　大体の仕事を終え、暇そうにしていたハイエルフに仕事を与えたかっただけです。

　完成した舞台で、実験的にガルフが演武を披露。それとガルフとミルフォードが模擬戦をやってくれた。

　舞台に傷が付いた。反省。

　まあ、観客が喜んでくれたからいいか。

　マイケルさんたちと相談し、舞台を一般に貸し出すことにした。収入が少しでも増えればいいな。




　遊戯エリアは、完成した輪投げと射的に列ができていた。

　あまりの人気に、スペース拡張を余儀なくされそうだ。

　ボウリングも順調。

　常連客たちがマナーを初心者に教えている。助かる。

　今度、ボウリング大会をやることを伝えたら、かなり喜ばれた。

　賞品は奮発しよう。




　カレー屋『マルーラ』の隅で、カラアゲとお酒の販売が正式に始まった。

　当初はカレーの無料配布の目先を逸らすためだったが、なんだかんだとファンができたようだ。

　通常営業になって販売しなくなったら、不満が出たそうだ。

　求められることはいいことだ。

　ただ、カラアゲは鶏肉の確保が大変だった。

　これはゴロウン商会に頑張ってもらった。

　しかし、どこでどう話が大きくなったのか、街の郊外に大規模な養鶏場が建設される予定になっている。

　本当に、どうしてなのだろうか。




　酒は〝大樹の村〟からの持ち出し。

　ただ、生産量は急に増えないので、外部に販売する酒が店に持ち込まれた形になる。

「来年はお酒の生産量、期待しますね」

　酒の取引量の減少を快く受け入れてくれたマイケルさんの言葉。

　色々と頑張ってもらっているので、素直に頷くしかない。

　そして、本当に申し訳ない。

　個人的に味噌、醬油、マヨネーズに最近開発したケチャップを加えて渡しておこう。

　楽しんでください。

　胡こ椒しょうとハチミツも追加で。見慣れた品ばかりで悪いけど。




　話を戻して、カラアゲの販売は従業員たちが行う。

　カラアゲが転がらないようにフチのあるお皿に希望の量を盛る形だ。

　切ったレモン、マヨネーズ、ケチャップ、塩を皿のフチに適量置いている。

　味の変化用だ。

　胡椒はカレーの方で使うから、しばらくは提供できない。申し訳ない。

　販売直後から、個性的な常連ができた。

　貴族だが……気さくな感じのようだ。ガルフと知り合いっぽいな。

　まあ、貴族全員がアルバトロス家の嫡男のようではないか。

「あれは特殊な例だから。本当にすまなかった」

　裏で魔王に謝罪された時のことを思い出す。




　酒の販売も従業員にお願いしようと思ったけど、これはさすがに年齢的にどうかと思った。

　なにせ従業員はみんな小さい。俺の感覚で中学生以下だ。

　お酒の販売をさせるのは気が引ける。

　そこで人材を募集したら集まった。近所の主婦。

　かなりの人数が集まったが、必要なのは数人。

　なので、交代でお願いする。

　各自の収入が減るから文句が出るかと思ったけど、そんなことはなかった。

　逆に交代要員がいることで、子供などの事情で休みやすいのがよかったらしい。







　なんだかんだと十日ほど、通ってしまった。

　転移魔法で送ってくれた始祖さんには感謝だ。

　ただ、実際に店や街を見ることができてよかった。

　色々と自分に足りないことも自覚できた。頑張らないと。

　大至急はカレーの調味料。

　今の販売ペースは、生産量を超えた消費量だ。放置はできない。

　気温の変化の少ない太陽城こと四ノ村で調味料系を大量に育ててもらおうかな。




「村長、よろしいですか？」

　マイケルさんが、大きな紙を持ってやって来た。

「どうした？」

「そろそろ向かいの店の話をと思いまして」

「……え？」

「明日から解体が始まります。建物は、ここと同じ感じでかまいませんか？」

　え？　ちょ、ちょっと待って。

「向かいの店？」

「はい」

「向かいの店って……大通りの向こう？」

「はい」

　詳細を聞いた。

　このビッグルーフ・シャシャートの南側に、ここと同じ大きさの店ができるらしい。

「別の店じゃないのか？」

「村長のお店ですよ。まとまった大きな土地の確保ができず、通りに分断される形になったのは申し訳ありませんが……」

　…………。

　計画では、東側と南東側にもできるらしい。

　そっちの進しん捗ちょく具合は……あ、土地購入が終わって、退去待ち……中止は無理っぽいね。

　…………。

　おかしい。

　何が悪かった？

「頂いた土地の購入費、建物の建設費に合わせた場所をご用意しただけですが？」

　土地の購入費、建物の建設費……。

　ああ、たしかその額を決める時、俺はなんと言ったっけ……。

　思い出す。




「マイケルさんのお店、まだ払っていない代金があるよね」

　前に金貨が不足しているので支払いを待ってほしいと言われた。

「はい。恥ずかしながら……」

「その代金、全部使っていいから、それで買える土地と建物で。バランスは任せるよ」

　村には金貨で支払うしかないけど、シャシャートの街ならゴロウン商会の信用で金貨を使わずに取引ができると前に聞いている。

「全部ですか？」

「一割は手数料で受け取ってよ」

「一割……承知しました。このマイケルに全てお任せください」




　…………。

　土地代が俺の想像より安いのかな？　それとも建物の建設費が？

　なんにせよ計算外。

　もうすぐお祭りだから、それが終わってから本格的に考えよう。
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　私の名はマイケル。

　ゴロウン商会の会頭。

　一番偉い立場ではあるが、最近は自分がまだまだ未熟であると痛感するできごとが多く、偉そうにする気にはなれない。

　まあ、部下たちの手前、ある程度は偉そうにしないといけないが……。




　さて、ビッグルーフ・シャシャートの営業は上手くいっているようで何より。

　私の方は……少し難航中。

　あの辺りの建物の大半が商業ギルドの所有物件なので面倒が少ないと思ったのだが、一部の土地所有者が強固に抵抗している。

　所有者はシャシャートの街の商人の一人。

　私が土地を買い占めているのを察し、先に購入したことはわかっている。

　私の妨害がしたいのか、高値で売りたいのか知らないが……。

　魔王様や四天王の方々が警告を発しているのに、それを聞く立場にないのは哀れなものだ。

　本来であれば、様々な手を使うのだが……。

　汚い方法で入手した土地となると、村長の気分を害するかもしれない。

　なんとか正攻法で手に入れねば。

　…………。

　金貨を見せるのが早いか。

　あまりに欲の皮を突っ張らせるようなら、警告の件を伝えてやろう。




　扉がノックされた。珍しい。

　用件の大半が秘書で止められ、私が部屋を出た時にまとめて報告される。

　秘書の判断でただちに私に知らせねばならないことがあるということか？

「失礼します。会頭、少々判断に迷いましたが……お知らせした方が安全かと思いまして」

　私よりも十ほど年長の秘書の判断に、これまで何度も助けてもらっている。

　彼が知っておいた方がいいと言うなら、聞かせてもらう。

「先ほど、我が商会の本店に、マイケルなる者を訪たずねてみえたお客さまがいたそうです」

「ん？　それは私を訪ねて来たのではないか？」

「そうかもしれませんが、〝マイケルさん〟と呼んでいたそうです」

「ふむ。貴族ではなかったのかね？」

「はい。服はいい生地でしたが貴族の好む服装ではなく、またお供が冒険者らしき者一人。見覚えのある顔ではなかったようですし、先触れもなかったことから貴族ではないと判断します」

　そうだな。

　貴族なら訪問前に連絡をよこす。

「それで、どうしたんだ？」

「対応した者は、商会にマイケルなる従業員がいるか探しましたが、いなかったので帰ってもらったそうです」

「なるほど」

　…………。

　あれ？　嫌な予感がする。

「そ、それで、どうしたんだ？」

「その客が手紙を〝マイケルさん〟に渡してほしいと、対応した者に預けたそうです」

　秘書が手紙を取り出した。

「どうも我が商会にマイケルなる者がいると確信している様子。対応した者が少ししてから、会頭のお名前がマイケルであったことに気付き、万が一を考えて私に知らせてきました」

「ほ、ほう……」

　見たくない。見ちゃ駄目な気がする。でも、急いで見ないと駄目かもしれない。

　深呼吸。

　覚悟を決める。

「ちなみに、客はヒラクと名乗っておりました」

「それを最初に言えぇぇぇぇっ！」

　私は秘書から手紙を分捕り、読んだ。









　前略。

　ゴロウン商会のマイケルさま。

　こちらは〝大樹の村〟です。

　村長がシャシャートの街にお伺いするので、よろしくお願いします。

　後略。




　追記

　上を見なさい。









　うわぁぁぁぁぁぁぁっ！

　村長が街に来ている！

　うかつ！

　店を開いたのだから、そりゃ様子を見に来ることもある！

　なぜ気付かなかった！

　いやいや、後悔は後回し。

　現状……門前払いした形！

　私が居留守を使った状態？　いかんいかんいかん！

　村長は気にしないだろうが、周囲にはそういったことを気にする者がいる。




　例、ルールーシーさま、ティアさま、フラウレムさま、ハクレンさま。




　……死んだ。

　私、死んだ。

　まだ手紙を見ていないから知らなかったって……通じないよな。

　おおう……。

　い、いや、まだ挽ばん回かいできる！

　村長と急いで合流し、今回の件をなかったことにする！

　これしかない！

「対応した者から村長……ヒラクさまの服装の特徴を聞き出せ。それとマーロンとミルフォードを呼んでくれ。大至急だ！」

　私は秘書に命じ、自分でも動かなければと準備する。

　…………。

　ん？　そういえば、手紙の追記。

　上を見ろ？

　何かの暗号か？　実際に上を見るわけじゃないよな？

　私は部屋の天井を見た。

　…………。

　そこにはルールーシーさまがいた。

「こんにちは」

　目が合ったのでルールーシーさまが手を振って挨拶してくれた。

　しかし、私は何もできず、上を向いたまま固まっていた。










　俺の名はミルフォード。

　若い頃は冒険者として無茶をやっていた。

　その無茶のおかげで、それなりの名声を手に入れた俺は貴族の護衛として雇用されるまでになった。

　ある意味、冒険者業の最上の結末だ。

　ただ、貴族の護衛は報酬は破格だが、つまらない。

　なにせ貴族に敵対する者などほとんどいないからだ。

　特に魔王国の貴族は、なにかしらの戦闘力を有している。

　それは力か魔法かは知らないが、護衛などいなくても自分の身は自分で守れるということだ。

　貴族も俺の武力を使わせるためではなく、俺を飾り物のように扱うことで満足していた。

　ま、忍耐がなかったのだろうな。

　俺は貴族のもとを辞して、新たな場を探した。

　それがゴロウン商会。

　最初は路銀を稼ぐための場繫ぎのつもりだったが、一回で気が変わった。

　なにせこの商会の馬車は、〝鉄の森〟の中を突っ切るのだ。

　しかも、目的地が門番竜の巣。

　俺が冒険者だった頃でもやらない奇行だ。

　笑ってしまったね。

　だが、楽しかった。




　また、街で商会のお偉いさんを護衛する仕事もなかなかハードだ。

　なんだかんだと狙ってくる奴が多いからな。

　まっとうな殺し屋は楽だ。わかりやすい。

　一番手強いのは女だな。

　言い寄るふりをして……幸いなことに、商会のお偉いさんにしては身持ちが堅い。

　ま、なんにしても俺は商会に雇われの身。

　誰が来ても撃退するさ。




　ところでだ。

　いつの間にか俺の背後に立っているこの女性。誰？　会頭の知り合い？

　見た感じ天使族なんだけど……知ってる天使族とは雰囲気が違うんだよな。

　さっきから冒険者時代に絶対に敵対するなって言われている天使族のことを思い出している。

　殲滅天使……ティア？

　まさか。まさかねー。ははは。

　で、その、あのですね。

　重要な質問なのですが……。

　味方ですよね？

　そうだと言って！










　あれ？　俺はいつの間に寝ていたんだ？　えっと……。

　俺の名は……なんだっけ？　思い出せ。名前だ。忘れるわけないよなー……えーっと。

　ああ、そうだ。大丈夫だ。名前は思い出した。だが、それは口にしちゃいけない。

　代わりにエイトと呼ばれている。

　俺は護衛だ。

　表立った護衛じゃない。陰から対象を守る護衛だ。それゆえ、名は明かさない。

　名を知られると、そこから様々な情報が流出するからだ。それは護衛する対象に悪影響を及ぼすかもしれない。だから名前を徹底して隠す。

　そんな護衛の俺だが……。

　どうしてこんな場所で寝ていたんだ？

　ビッグルーフ・シャシャートという馬鹿みたいに巨大な建物の屋根の梁はりの上だ。

　いや、ここで見張っていたから自分で上あがったのだろうが……。

　仕事中に寝た？　俺が？　周囲を見れば相方も寝ている。他の仲間もだ？

　なぜだ？　魔法でもかけられたのか？

　身の回りをチェックするが、盗まれた物はない。

　つまり……。

　俺は慌てて、下の護衛対象をチェックする。

　俺たちが護衛する対象は、どこかの村から派遣されてきたマルコスとポーラという二人。

　あと、可能ならその周辺の人物や施設。

　まさかと思ったが、いつも通りに繁盛している店だ。

　護衛対象のマルコスとポーラは忙せわしなく動いている。

　問題はないようだ。

　んー……。

　じゃあ、なんだ？

　下には、護衛対象以外に、よそから派遣されている護衛たちがいる。

　互いに存在は確認しているが、目的が同じなので協調体制だ。

　店に入らず、外の通りから見張っている勢力。

　客を装い、カレーを食べながら交代で見張る勢力。

　ミニボウリングを楽しみながら、見張っている勢力。

　…………。

　この前、護衛たちで集まってミニボウリング勝負をやったが、俺たちは二位だった。

　くそ。

　あの七番レーンの男、やたら上手かった。

　今度、練習しよう。

　…………。

　とりあえず、相方を起こすか。

　何か知っているかもしれない。

「ひぃぃぃっ」

　起こした相方はパニックだった。

　おいおい、こんな場所で暴れるな。落ちるぞ。

　まったく、どうしたんだ？

「く、蜘蛛クモ、蜘蛛だ……」

「蜘蛛？」

「ああ、デススパイダーだ」

　…………。

　相方はなにを言っているのだ？

　デススパイダー？

　そんなのがこんな場所に出たら、街が無事なわけがない。

　大体、俺たちはこんなにのんきに会話していないだろう。

　デススパイダーに遭遇するということは、死ぬということだから。

　…………。

　まさか、俺たちがすでに死んでいるってことは……ないよな。

　頰を抓つねったが痛い。現実だ。

　つまり、デススパイダーは相方の見た夢ということだ。

「お前が蜘蛛嫌いだとは知らなかったぜ」

「ち、違う！　本当にいたんだ！　見た奴が次々と気絶して……お前も気絶したんだぞ！」

「んー？　いや、確かに寝てたけど……覚えがないなぁ。えーっと……うっ、頭が……頭が何かを拒否するように痛い」

　思い出しちゃ駄目と言っているようだ。

　マジか。

　本当にデススパイダーがいたのか？

　俺は周囲を捜す。

　いない。

　……いないな？　ふう、やっぱり夢だよ。ははは。

　おっと、よそから派遣された護衛たちから、あんまり目立つなと怒られた。

　すまない。

　夢、夢。

　ちゃんと護衛やろうぜ。










　俺の名はゴーロ。

　なかなかよい主人に出会えた魔犬だ。

　犬のように扱われているが魔獣だ。それなりに凶暴と思っている。

　まあ、世話をしてくれるちっちゃい連中に牙を立てるほど落ちぶれちゃいない。

　俺が牙を立てるのは……主人や世話してくれるちっちゃい連中を害そうとする者たちだ。

　ふふふ。




　今日もいつもの散歩コース。

　最近の主人は、大きな家で働いているので、帰りまで決められた場所で待機。

　俺ぐらいになると通り掛かった犬を威嚇したりはしない。

　そんなことをしなくても、向こうが勝手に逃げてくれる。

　おっと、この大きな家に住んでいる男は要注意だ。

　まずい匂いがプンプンする。その男の横にいる女も。

　まあ、その匂いもカレーだったか？　刺激的な匂いでかなり薄まっているがな。

　主人は美味そうに食っているが、俺には合わない。刺激が強すぎる。

　…………。

　あれ？

　えっと……あれ？　体が動かない？

　汗が噴き出す。

　え？　え？　えええええええええ？

　なに、なに？　どうした？　尻尾が丸まっている？

　俺の足が震えて……だ、駄目だ。主人を守らなきゃ。




「気絶しちゃったわね」

「ハクレンさんが気配を出せば、そうなるに決まってるじゃないですか」

「え？　私が悪いの？」

「い、いえ、そんなことは……逃げなかったのは、なかなかの忠犬だなって」

「そうね。店内の様子は？」

「問題ありません。昨日はちょっと大変でしたけどね」

「そう。わかっていると思うけど……」

「お任せを。このガルフ、全力で」

「よろしくね。……ところで、あそこにいる男。気にならない？」

「え？　小者っぽいですが……」

「私の勘は当たるの。注意しておきなさい」

「わかりました」

「あと、その犬も……起こしてあげてね」

「はい」










　俺は〝大樹の村〟に住む、クロさまの群れの一員。

　普通のインフェルノウルフだ。

　名前はまだない。




　ボスが街に行くとかで、〝大樹の村〟は大騒ぎだ。ボスと同行できる連中がうらやましい。

　俺も同行したいが、どうもインフェルノウルフは街などでは嫌われているらしく、姿を見せるのはよろしくないらしい。残念だ。

　ボスが出かけたあと、始祖さんと呼ばれている男がすぐに戻ってきた。

　今度は何人かのボスの女を連れて行くようだ。

　まさか……いや、主導権は女の方か。大変だな。

　ん？　ザブトン殿の子も行くのか？　バレないようにしろよ。

　…………。

　また戻ってきた。

　人を集め……また行くのか。

　ご苦労さま。

　…………。

　夜になると……女が先に戻って……そのあとでボスたちが戻ってきた。

　向こうで合流していたのかな？




　翌日も……また別で移動か。

　なにをしているか知らないが……。

　始祖さんと呼ばれている男、頑張れ。




　でもって、夜。

　ボスの女たちが集まっている。

「本日の報告」

「村長は店からあまり出ていないわね。移動時はガルフが傍にいるので、問題ないわ」

「お客の一部が村長に言い寄っていたので威圧しておきました」

「店内にいるのは魔王に派遣された護衛のようですね。複数いたので、惑わされました」

「海の方も安全ね。近くに海で生活する種族の集落がいくつかあったけど友好的だったわ」

「なんにせよ。こちらが心配した事態にはなっていないようです」

「一安心ね」

「ええ。私は信じていましたけどね」

「あ、こら。裏切る気？　貴女あなたも疑ったでしょ」

「そうですけど、私は心の中では信じていました。村長が女性のいるお店に通かよったりしないって。貴女たちだってそうでしょ？」

「当然です」

「もちろんです」

「ということで……私たちがこっそりと村長のあとをつけたのは極秘で」

「ええ」

　……ボスに対して、悪いことを考えているのでなければ問題ない。










　なんだろう。

　最近、みんなの仲がよくなった？

「え？　そうですか？　前から仲はいいですよ。ねー」

「ねー」

　ルーとティアが微笑みあう。

　…………。

　一応、俺もなんだかんだと彼女たちと長い付き合いだ。

　彼女たちが何か隠しているのは察した。

　…………。

　よし、気付かなかったことに。




〝大樹の村〟は平和だった。
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　始祖さんがさすがに本業が忙しくなってきたとのことで、シャシャートの街への通勤？は終わることになった。

　最後に運べるだけの調味料や食料を運び込んでおいたので、頑張ってほしい。

　困ったときはマイケルさんを頼るように。

　ボウリング大会の件は、マーロンに任せているから。よろしく。

　あと、始祖さん、ありがとう。

　本当に感謝しているので、始祖さんのために温泉地の改良を考えておこう。




　村では祭りの準備が始まっていた。

　今年の祭りの内容は、去年やったクイズ大会と体格差別の騎馬戦となった。

　体格差別の騎馬戦は、運動会でやる三人で騎馬を組み、それに騎手が乗って帽子やハチマキを取り合う競技。

　最初は体格差無視だったのだが、ミノタウロス族の組んだ騎馬を見たら凄すごい迫力だったからな。

　ケンタウロス族のみ、騎馬ではなく単体で参加。

　ただ、ハンディとして騎手はハーピー族か子供たちとなった。

　さすがにこのハンディで、ケンタウロス族から抗議の声が上がった。

「子供はともかく、ハーピー族は手がないのですから相手のハチマキが取れません？」

「そこは足で」

「飛行は禁止ですよね？　私たちに乗った状態で、片足で相手の帽子を取らせるのですか？」

「ケンタウロス族ならできるでしょう。あれ？　できないのですか？」

「で、できますよ！」

　対応した文官娘衆が上手うまく転がし……ごほん。説得した。

　しかし、なんだかんだいっても祭りだ。

　勝敗に拘こだわり過ぎないように。

　楽しむのが大事だぞ。







　シャシャートの街にいるマルコスとポーラは、祭りには不参加。

　俺が街に通っている時に確認した。

　少しのあいだ、店を閉めて戻ってくるかと。

　だが、二人は店を続けたいと言ってくれた。

　店をやっていることに楽しみを見つけたようだ。

　交代のつもりだったが、本人が望むならこのままシャシャートの街の店を任せるのもありかもしれない。

　まあ、結論を勝手に出すのはよろしくない。

　ちゃんと相談して決めよう。

　あと、マルコスとポーラも六日働いたら一日休むように。







　祭りの開催日が近づくと、ラミア族四人と巨人族が四人やって来た。

　騎馬が組めるように人数を調整してきたのかな？

　巨人族には同行者が一人と一匹。

　死霊騎士デスナイトとライオン。

　死霊騎士がライオンを騎馬にしていた。

　温泉地のお父さんライオンだ。

　死霊騎士一人だと道に迷うから、連れて来た？　なるほど。

　そういえば方向音痴だったな。

　巨人族のいるダンジョンの前まで送ったけど、ダンジョンに入らずにいきなり迷ったからここまで付き合ったと。

　よくやった。魔獣の肉を出そう。すまないが、帰りも頼んだぞ。

　子供たちは元気か？　今度、モフらせてくれ。







　魔王がビーゼル、ランダン、ユーリとやって来た。

　グラッツとホウは手が離せない仕事で不参加らしい。

　話題の中心はビッグルーフ・シャシャート。

　ビッグルーフ・シャシャートの噂うわさは広がっていて、視察する者が集まっているそうだ。

　気の早い領地は、さっそく真似まねを始めたらしい。

　ただ、上手くいっていない。

　まず、店が集まらない。

　店が集まっても、思ったほど客が来ないらしい。

　そうだろうな。

　飲食店が集まることで、ある程度の集客は見込めるだろう。

　そこに行けば何か食べられると思うからな。

　ただ、この世界の料理はそれほど進んでいない。

　前々からルーやティアから言われていたが、シャシャートの街を歩いたことで改めて実感した。

　基本、焼くか煮るだけ。

　どこのお店に入っても、似たような料理。俺からすれば大差ない。

　そして味が薄い。

　シャシャートの街は港があるので海産物が豊富だし、近くの村から牛や豚、羊や鶏の肉が流通しているので焼いている料理、煮ている料理の種類で勝負できるが……そうじゃないところは厳しい。

　それに、カレー屋『マルーラ』のように客を集められる店がないのも厳しい。

　そんな状態で飲食店を集めても、お客は近くの食堂に入るだろう。

　システムを真似したからといって、何もかも上手くいくわけではないのだ。

　村おこしと一緒だな。

　上手くいった場所の真似をしたからといっても、上手くいくわけじゃない。

　その場所に合ったことをしないと。

　…………。

　説教臭くなった。反省。

　だけど、他の街を混乱させたくはない。

　逆恨みされるのも嫌だしな。

　魔王たちに伝えるのは当然として、マイケルさんにも伝えておこう。

　今回の祭りに来てくれたらよかったのだが、なんだかんだと忙しいようだ。

　まあ、俺が振った仕事もあるのだろうけど……申し訳ない。




　あと、例のアルバトロス家の嫡男。

　教会で真面目に労働しているそうだ。

　最初は不真面目だったが、なんでも彼の友人が教会を訪れ、率先して労働することで彼も心を入れ替えはじめたと。

　そういった友人がいるなら、あんな真似をしないのではと思ったが、話を聞くと悪友だったらしい。ただ、その友人は彼に先立って心を入れ替え、アルバトロス家の嫡男と喧けん嘩か別れしたそうだ。

　もう付き合わんと宣言していたが、アルバトロス家の嫡男が教会に預けられたことを知って、いてもたってもいられなくなったと……。

　その友人は通いだが、頻繁に教会に行っている。

　と、ランダンが説明してくれた。

「詳しいな？　調べたのか？」

「その友人は、シャシャートの街の代官の息子なんだ」

　なるほど。

　シャシャートの街の代官は色々な人から優秀と聞いている。

　グレていた息子を更生させたのか。凄すごいな。

　いや、本当に凄ければグレる前に対処しているか。

　だが、それでも大したものだ。

　…………。

　アルフレートたちはグレないと信じているが、未来の話だからな。

　しっかりしたコミュニケーションを心掛けよう。




　ユーリはフラウや文官娘衆たちと再会を喜びつつ、お茶を楽しんでいた。

「シャシャートの件。貴女たちはどれだけ関わっているのです？」

「食材の管理ぐらいです。お店の方はまるっきり……申し訳ありません」

「そうなの？　困ったわね」

「なにかありましたか？」

「なにかありましたって……ここの村長がシャシャートの街でやったことは知っているわよね？」

「ええ。お店を建てたのですよね。村長が言うには、考えていたよりも広い店になってて驚いたと」

「驚いたって……それで済ませるの？」

「村長ですから」

「そうかもしれませんが……ともかく、私もある程度の情報が欲しいのです。お父さまたちのように情報源があるわけではありませんから」

「素直に村長に聞けばいいのでは？」

「そうかもしれませんが、対価がありません」

「大丈夫です。ちょっと面白い格好をすればすぐに教えてくれます。準備を」

「面白い格好？　え？　え？　なにを言っているのです？」

　いや、面白い格好をしなくても教えるぞ。

　どんな格好をするか、ちょっと興味があるから言わないけど。

　…………。

　オオカミの着ぐるみパジャマか。

　面白いというより、可愛かわいいだな。

　意外と気に入っているようだが……。

　その格好で歩くと、魔獣と間違われるんじゃないか？

　前からはともかく、後ろからは立っているオオカミに見えるからな。

　あ、そのポーズは可愛いぞ。はいはい、なんでも聞いて。喋しゃべるから。







　魔王たちに遅れ、ドース、ライメイレン、ドライム、グラッファルーン、それとギラルがやって来た。

「グラル、元気にやっていたか」

「うん」

　微笑ほほえましいギラルとグラルの抱擁。

　それを見て、ドース。

「ハクレン、元気にやっていたか」

「……」

「冷たいっ、その目が冷たい」

　なにをやっているんだか。

　その横でドライムとグラッファルーンがラスティを甘やかしていた。




　しかし……。

「今回は少ないんだな」

「うむ。太陽城の件でな。少し用心した」

　ドースが答えてくれる。

　なるほど。

　太陽城は竜ドラゴン族が集まることで、移動することが組み込まれていた。

　他にもあるかもしれないと。

　気を使わせたようだ。

「本当は私もライメイレンも遠慮するつもりだったのだがな」

　ドースの視線が、ヒイチロウを可愛がっているライメイレンに向けられる。

「楽しみにしていたようで、言い出せなかった」

　だろうな。

　まあ、他にもあるならすでに動いているだろう。

　あまり気にしないでくれ。







　祭り当日。

　徐々に各村からも人が集まってきた。

　今年は四ノ村こと太陽城の悪魔族、夢魔族、それとベルが初参加だ。

　ゴウは留守番らしい。




　祭りは騎馬戦がメインだからというわけではないが、今年の会場は闘技場ではなく競馬場で行われる。

　その競馬場の横にテントが設置され、食事を提供。

　以前作ったキャンピング馬車も活躍。

　祭りの時に便利だな、これ。

　もう二～三台……いや、年に数回しか使わないしなぁ。

　今後、みんなに相談してみよう。




　ん？

　そろそろ、祭りを始めるから開会の挨拶？

　了解。

　そのままクイズ大会だったな。

　わかった。

　それじゃあ、今年の祭りを始めよう。
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　まず、クイズ大会が行われた。

　簡単な○×クイズ。

　問題が読み上げられ、○と思えば○のゾーンへ。

　×と思えば×のゾーンに移動するだけなので、誰でも参加できる。

　去年は余興的にやったが、今年は本格的に。

　また、問題も大きくいくつかのジャンルに分けられ、内容も少し細かくなった。

　ジャンルは『村全般』『世界』『作物』『魔物』『竜』の五つ。

　ジャンルごとに優勝者を決めれば、褒めたたえられる者が増えるだろうと思ったのだ。褒ほう賞しょうメダルやミニトロフィーも渡せるしな。

　問題の難易度も、今回はちゃんと徐々に難しくなっていく。

　完璧だ。




　ジャンル『村全般』　　優勝者　ルー

「去年みたいに変な問題が出なければ負けないわよ」

　変な問題というかカルトな問題だな。




　ジャンル『世界』　　　優勝者　魔王

「魔王なのでな。このジャンルで負けるわけにはいかん」

「あっちで膝を抱えているビーゼルとランダンは？」

「気にしないように」




　ジャンル『作物』　　　優勝者　フラウ

　馬鹿なっ。

　この俺が負けるとは……。

「出荷先の問題が勝負を分けました」




　ジャンル『魔物』　　　優勝者　ザブトン

　最後まで競ったユキとガルフが悔しそうである。

「私の知っている生態と違う……」

　ベルは最初の方の問題で間違い、ショックを受けていた。




　ジャンル『竜』　　　　優勝者　ヒイチロウ

　正確には、ヒイチロウを抱えたライメイレン。

　うん、誰も何も言いません。




　結果的には盛り上がったので、成功。

　だが、難易度調整はどうだったのだろうか。

　勝つ人が順調に勝ってしまった感はある。

　難易度は前回のランダムの方がよかったのかもしれない。

　いや、もっとジャンルを増やすべきだったのかな？

　反省会で話し合おう。










　祭り本番！

　騎馬戦！

　体格差で分けるので、まずは小さい部門から。

　正直、この体格差は厳密には分類していない。個人差とか種族差があるから。

　基準となる騎馬と騎手を用意し、大体、それに似た体格かどうかで判断される。

　小さい部門の基準は、騎馬と騎手がハイエルフで構成されたチーム。

　つまり、普通サイズだ。

　ドワーフ四人での騎馬と騎手は少しサイズが小さいけど、ＯＫとなった。

　ケンタウロス族にハーピーを乗せたコンビも、ここに参加となる。




　参加チームは、三十二チーム。結構、多い。




　ハイエルフが四チーム。

　リザードマンが二チーム。

　山エルフが二チーム。

　鬼人族メイドが二チーム。

　獣人族が二チーム。

　ドワーフが四チーム。

　一ノ村の人間が二チーム。

　太陽城の悪魔族と夢魔族の混成が六チーム。

　ケンタウロス族＋ハーピーが六チーム。

　それと、フラウ＋文官娘衆チーム。

　魔王、ビーゼル、ランダンにガルフを加えたチーム。




　騎手はハチマキの代わりに麦わら帽子をかぶってもらう。

　ハチマキだと、取ろうとする手で頭や顔を怪け我がする可能性があるからだ。騎馬戦の試験で麦わら帽子に変更になった。

　その麦わら帽子が一回でも頭から離れると失格。

　また、騎馬が崩れるのはかまわないが、騎手が地面に落下すると失格。

　騎手以外が攻撃、妨害するのは禁止。

　もちろん、武器は駄目で素手オンリーだ。

　ただ、競技的に騎馬同士のぶつかり合いはセーフとなっている。

　フィールドは競馬場のトラックの内側。

　それなりに広いがわかりやすい。

　トラックに出てしまうとそれも失格というルール。

　勝敗は最後に残った一騎が優勝者となるが、奪った麦わら帽子は他の者に移動せず、その数だけ褒賞メダルを渡すことになっているので頑張ってほしい。




「村長。注目選手は誰ですか？」

　司会進行役の文官娘衆が、俺に意見を求めてくる。

「んー……やっぱり魔王のチームかな」

　騎馬はガルフを先頭に、後ろにビーゼルとランダン。

　麦わら帽子が思ったより似合う魔王がそれに乗っている。

「魔王様のチームですか。私はガルフさんが騎手の方が勝ち残れるかと思ったのですが、お遊びとはいえ魔王様が騎馬というわけにはいきませんからね」

「そうだな」

　あと、魔王と四天王二人に囲まれたガルフが少し気の毒だ。

　最初は一ノ村のジャックが魔王に捕まっていて、それを見て交代を申し出たんだよな。いい奴やつだ。




　各チームが、程ほどよく離れたところで笛が吹かれ、騎馬戦開始。

　全員が事前に騎馬を組んで予行演習的なことをしているので戸惑いはない。

　しかし、動きが少ない。

　勝負は最後の一チームになるまで続けられるので、牽けん制せいしているのだろう。

　最初に動いたのはドワーフで組まれた一チーム。

「いくぞおおおおっ！」

　近くにいたハイエルフのチームに襲い掛かる。

　襲い掛かられたハイエルフのチームは、他のチームのいる場所に逃げ込み、全体が動きだした。




「積極的に襲うチームと逃げるチームに分かれるな」

「体力があるチームが襲って、体力のないチームは逃げ回っていると……あ、でも、ケンタウロスとハーピーコンビは逃げ回っていますね」

「乱戦は不利だからだろう。広いトラックを使った作戦だな」

「ケンタウロス族に逃げられると、追いつけないのでは？」

「……ある程度、チームが減ったらフィールドを小さくしよう」

「そうですね。では、半数になった段階でフィールドを半分に」

「頼む」







　フィールドでは魔王の騎馬が囲まれていた。

　囲んでいる騎馬は、協力して強敵をつぶそうということだろう。

「どうする？　突破か？　迎撃か？」

　ガルフが魔王に指示を仰ぐ。

　応えたのはビーゼル。

「魔王様、右側のドワーフとハイエルフの間が広いです。そこから逃げましょう」

「いや、逃げてもまた囲まれる。ここはチームワークの悪そうな鬼人族を狙おう」

　ランダンが反論。

　それに魔王がさらに反論。

「ランダン。それは罠わなだ。この村での鬼人族メイドたちの働きを考えてみろ。チームワークが悪いと思うか？」

「い、言われてみれば……」

「舐なめられたものよ。この魔王にその程度の演技が通用するものか！」

「さすがは魔王様」

「ははははは」

　高笑いする魔王に、ガルフが改めて聞く。

「で、どうするんだ？」

「ビーゼルの意見を採用。ゆくぞっ！」

「おうっ！」

　魔王たちは巧みな動きで包囲を突破した。




　ただ、魔王を囲んでいるチームにフラウがいるのが残念だったな。

「狙い通りに突破してきました。みなさん、次のフォーメーションに」

　包囲の先にも包囲があり、魔王のチームはつぶされた。

　魔王の帽子を奪ったのは、ドワーフのチーム。

　身長差で届かないかと思ったが、騎馬ごとのジャンプはなかなか見事だった。

　着地に失敗して、騎手が落下してしまったが。

　そして、魔王が倒されたことにより協力していたチームがまたバラバラに……。

　なかなか見応えがあった。




　それなりに長い時間の戦いのあと、優勝者はリザードマンのチーム。

　獲得帽子も五つと、戦って奪い取り続けた結果だ。

「攻撃こそ最大の防御です」

　優勝したリザードマンは、騎馬を組んだままウイニングランをして観客に応えた。







　次は大きい部門。

　ミノタウロス族が四チーム。

　ティアを騎手に、グランマリア、クーデル、コローネのチーム。

　ルーを騎手に、キアービット、スアルリウ、スアルコウのチーム。

　ラミア族と巨人族が一チームずつ。

　あと、死霊騎士を騎手にしたライオンのチームが参加。

「さすがにあれはズルいんじゃないか？」

　他の参加チームからではなく、小さい部門に参加したケンタウロス族からクレームが出た。

　しかし、他の参加チームからはＯＫとの返事だったので問題なし。

　全九チームで行われた。

　ルールは小さい部門と同じ。




　まず、ティアとルーのチームが手を組んだ。

　あらかじめ、他をつぶしてから最後の一騎打ちとでも話しをしていたのだろう。

　アルフレートやティゼルが見ているから、カッコイイところを見せたいのかもしれない。

　だが、その目もく論ろ見みは早々に崩れた。

　立ちふさがる死霊騎士とライオン。

　ルーとティアの二チームで協力し、なんとか死霊騎士の攻撃をかわしている状況。




　その横で、ラミア族が一糸乱れぬ騎馬の動きを見せながら巨人族の騎馬とやりあっていた。

　ラミア族の動きは、下半身が蛇だからかな。

　ヌルヌルした動きで、帽子を取ろうと伸ばした巨人族の手を避ける。

　ラミア族の騎馬は素早く巨人族の騎馬の横に回りこむと、一気に尻尾を伸ばして騎手を高く持ち上げた。

　そこからさらに騎手のラミア族が尻尾を伸ばして巨人族の騎手の帽子を狙う。

　ラミア族の勝利かと思ったら、巨人族の騎手はラミア族の騎手の体を抱え込み、帽子を奪った。

「ブラッディバイパーと戦っていたのが、役立ちました」

　蛇関連には強いということかな？

　ラミア族は悔しそうにフィールドの外に。




　ミノタウロス族はミノタウロス族で奪い合い。

　身長が二～三メートルあるミノタウロス族の騎馬は、なかなかの迫力。

　見ていて楽しい。




　大きい部門の優勝は、死霊騎士とライオンだった。

　ルーとティアのチームを打ち破り、ミノタウロス族で残っていたチームを強襲した後、巨人族のチームと一騎打ち。

　決め手はライオンの跳躍だな。

　凄かった。







　次に、行われたのが特殊部門。

　ケンタウロス族の背には天使族のキアービットやスアルリウ、スアルコウ、グランマリア、クーデル、コローネ、それにハイエルフのリア、鬼人族メイドのアンが乗っている。

　その他、ラミア族のチームや死霊騎士とライオンのチームが再参加。

　フィールドはトラックの内側ではなく、トラックをそのまま使う。

　一周勝負で、帽子を取らなくてもゴールに一番に駆け込めば勝利というルールが追加された。

　ただ、これだと最初っから全力で駆け抜けた方が楽なので、コース上には障害物というか帽子を狙う敵を配置した。

　敵は騎馬ではなく、ハーピー族。

　コースの特定のエリアに侵入すると、空から急降下して帽子を狙ってくる。

　実験的な障害物騎馬戦だがどうなるかな。




　開始の笛がなった。

　その場で帽子を奪い合う組と、ゴールを目指す組に分かれた。

　ゴールを目指すのは、スアルコウ、クーデル、コローネ、リア。

　判断が早かったのか、スアルコウが数馬身、先行。

　だが、急降下してきたハーピーの集中攻撃で帽子を奪われてしまった。

　ハーピーのいるエリアは先行するより、集団で移動する方が有利だよな。

　スアルコウを追いかけていたクーデル、コローネ、リアは、その場では協力してハーピーの攻撃を避けていた。




　残って帽子を奪い合う組は、キアービットとグランマリアがいい勝負をしていた。

　ただ、他を蹴散らしたアンと、死霊騎士に横から襲われて敗北した。

　そして残ったアンと死霊騎士で一騎打ちかと思ったが、その前にコースを一周してくるクーデル、コローネ、リアを迎撃するため、コースを逆走した。

　なるほど。逆走は禁止していない。そういう手段もありか。

　ただ、帽子を奪わなければいけないアンと死霊騎士に対して、駆け抜ければ勝ちのクーデル、コローネ、リア。

　どうなるかと思ったら……。

　アンがクーデルの帽子を奪い、死霊騎士がリアの帽子を奪った。

　運よくというか、要領よくというべきか、コローネはアンと死霊騎士をかわしてゴール。

　優勝となった。




　あー……死霊騎士が本気で落ち込んでいる。

　それをライオンが慰めている。

　微笑ましい光景だ。

　あ、うん。

　俺はアンを慰めればいいんだな。







　最後に、子供部門。

　クロの子供たちに、ウルザをはじめとした子供が乗り、参加する。

　これは遊びのようなもので、振り落とさないようにクロの子供たちに注意。

　怪我は駄目だからな。

　心配は、アルフレートも参加すると言って聞かなかったことだ。

　まだ小さいのに。

　落馬……というか落らく狼ろうしないように祈る。

　あ、ザブトンが見張ってくれるのね。

　危ないときは糸で受け止めてくれるらしい。ありがとう。頼んだぞ。




　試合が開始。

　ほんわかした空気が流れる……かと思ったら、ウルザが全力だな。

　それに対抗するのが……グラルか。

　でもって獣人族の男の子。

　…………。

　アルフレート、逃げていいぞ。

　逃げるのは恥じゃない。

　こっちだ。

　こっちに逃げてくるんだ。










　祭りは盛り上がったと言っていいだろう。

「どうだった？」

　俺はお茶を飲んでまったりしているベルに話しかけた。

「なかなか面白かったです。特に最後のは」

　子供部門が終わったあと、最後に自主参加で行われたのは騎馬戦。

　これにドース、ギラルが参加したから大変だった。

　さすがにドースやギラルは女性の騎馬に乗るのは抵抗があったらしく、数少ない男性が集められた。

　魔王、ビーゼル、ランダンも参加だ。

　もちろん、俺も巻き込まれた。

　正直、見ている分には楽しいかもしれないが、やると怖い。

　今は恒例……なのかな？　相撲や腕相撲を楽しんでいる。

　ミノタウロス族、巨人族の相撲は人気だな。

「久しぶりに大笑いしました。また来年もお誘いください」

「毎年誘うよ。来年はゴウもこられるかな？」

「ええ。大丈夫でしょう。他の者もそろそろ目を覚ますと思います」

　他の者……ベルとゴウの仲間のことだ。

　燃料節約のために寝ていたのだったな。

「大変だろうけど、頑張ってくれ」

「大変？」

「状況説明。色々と変わっただろ」

「確かに。頑張ります」

　そのあとベルと、太陽城で調味料関係の作物を育てる計画を相談する。

　祭りの日にしなくてもと思わないでもないが、なんだかんだで俺もベルも忙しいからな。




「村長。騎馬戦に使っていた帽子。記念に頂けると嬉うれしいのですが？」

　ベルが麦わら帽子を欲しがった。

「今回だけだと思っていたから粗い作りだぞ？」

「記念ですから」

「それならかまわないさ。どうぞ」

　…………。

　魔王やドース、ギラルも欲しいのね。

　どうぞ。




　さて、明日は……祭りの後片付けと、反省会。

　シャシャートの街のお店のことも考えないと……。

　おっと、まだ今日は祭り。

　まだ眠くないからな……誰かと語らうことにした。




[image: ]




　一ノ村。

　ニュニュダフネと人間の混合村。

　農業は順調。

　畑は狭いけど、イモ類、豆類を中心に育てている。

　畜産は鶏と豚を中心に育てており、他は勉強中。

　その他、村の近くに竹林を作っているので、竹製品が程よくできている。

　また紙にするのに適した植物も育てている。

　問題としては、まだ空き家があることだろうか。

　どこかでまた人数を増やしたいと考えている。

　それと村の希望としては、キノコ類の栽培をやってみたいとのこと。

　特に黒トリュフを育てたいらしい。

　しかし、土の中で育つキノコは、どこにあるか見つけるのが大変だぞ？

　ああ、なるほど。黒トリュフを見つけるのに豚たちを使うのね。

　わかった。

　暇を見つけて、キノコ畑を作っておこう。

　ただし、豚たちにとられないようにな。







　二ノ村。

　ミノタウロス族でまとまった村。

　農村からの移住なので、農業はとても順調。

　主に育てているのは小麦、大麦、トウモロコシ、キャベツ、ハクサイ、ジャガイモ。

　以前はアワ、ヒエ、キビを育てていたが、大麦やトウモロコシに切り替えられた。

　それと果実系は、ミカン、モモ、リンゴ、ナシ、それにレモンとライム。

　今年は畑も広げて、頑張っている。

　目標は自給自足だそうだ。

　ああ、独立を視野にいれているわけではなく、まずは二ノ村の生産量で二ノ村全員が飢えないようにしたいらしい。

　余剰分を〝大樹の村〟の作物と交換し、初めて一人前の村と自負できるそうだ。

　実はすでにその生産量は達成しているが、まだ足りないらしい。

「作物の半分は村長に差し出したいですから」

　気持ちは嬉しいが、無理はしないように。

　畜産は山羊ヤギを中心に、鶏、豚、羊、牛は少数。

　それぞれを程よく育てている。

　ミノタウロス族が牛を育てていることに少しシュールな気持ちになるが、ミノタウロス族は特に気にしていない。

　まあ、彼らの前で牛肉を食べているから今更だけどな。

　問題点は特になし。

　このまま人口を増やし、村を大きくしていくそうだ。

　頑張ってほしい。

　希望は……農具が欲しい？　今使っている農具が少し傷いたみ始めている？

　それは希望ではなく、問題点じゃないかな？

　すぐに用意させよう。







　三ノ村。

　ケンタウロス族でまとまった村。

　最初にグルーワルドたちが入村し、あとからフカ男爵たちが入村した。

　なので変な派閥ができたりしないかと少し不安だったが、今のところは問題はないようだ。

　フカ男爵が若く、グルーワルドに素直に従っているのが大きいらしい。

　将来的にくっついたりは……失礼しました。女の子同士だったな。

　農業はニンジン、ダイコン、ナス、カボチャ、ジャガイモ、サツマイモを中心に。イチゴ、スイカ、メロンも頑張っている。

　果実系はモモが多めで、カキ、ミカンを。今年から、ザクロを育て始めた。

　畜産は鶏を中心に、豚、山羊、羊、牛は少しだけ。

　畑を作ったあと、ケンタウロス族の体格的に腰を曲げる必要のある農作業はどうかと思ったが器用にやっている。

「腰よりも、後ろ足で作物を踏まないように歩くのが大変です」

　なるほど。

　畝の間隔を広げるとか対策をした方がいいかな？

　問題は……今は大丈夫だけど、フカ男爵たちと共に男性が村にやって来たことで、出産ラッシュというか、おめでたが来年ぐらいに続く可能性があるとのこと。

　祝わせてもらおう。

　希望は……家の増築ね。

　了解。

　ん？　あと、村を囲むコースが欲しい？

　わかった。作ろう。







　太陽城こと四ノ村。

　悪魔族、夢魔族、それとベルやゴウのマーキュリー種が生活している。

　ベルの話では、あと少しすれば他のマーキュリー種も起きて活動をするそうだ。

　農業は俺が耕した畑で、今年は農作業に慣れてもらうのが目標。

　基本はダイコン、ニンジン、キャベツ、ジャガイモ、トマト、キュウリ、ナスビなど。

　果実系はパパイア、マンゴー、バナナ、パイナップル、マンゴスチン、ライチと勝手に南国系でまとめた。

　来年はこれらに加えて、調味料系を育ててもらう予定。

　実質、シャシャートの街のカレー屋『マルーラ』のためだ。

　すでに村長代行のクズデンや、四ノ村の指導的立場にあるゴウやベルには話しをしている。

　よろしく頼む。

　問題は……村人の生活力。

　これまで魔物相手に籠城を続け、世代を重ねてしまったので基本的な生活力に差があるのだそうだ。

　夢魔族は掃除、洗濯はできるが、悪魔族は無理。

　なので、今は夢魔族が悪魔族に掃除や洗濯を教えている。

　料理はこれまでダンジョンイモを主食にしていたので煮てスープにするか、焼いてそのまま食べるぐらい。

　ゴウとベルは太陽城からエネルギーが供給されているので料理を作る必要がなかった。

　つまり、畑の収穫で食料を得ても、料理ができない。

　育てている作物が、そのまま食べられる物が多いのはそれが原因。

　今は鬼人族メイドやハイエルフが交代で食材を持ち込みつつ、料理を教えている。

　その他、魔物がいなくなって城の外に出られるようになったけど、城内で生活を続ける者が数人。太陽の光を異様に恐れる者が数人。

　…………。

　気長に治療してほしい。

　焦あせっちゃ駄目だぞ。







　酒スライム。

　ぽよんぽよんしているなぁ。

　お酒はビールよりもワイン？　白も悪くないけど、赤が一番。

　なるほど、催促ね。

　持ってくるよ。







　猫。

　癒やされる……そのままでいてほしい。

　膝に乗せて撫なでていたら、その膝にクロが顎を乗せてきた。

　一緒に撫でてやる。

　あー……列を作らない列を。

　よーしよしよし。







　グノーシスビー。

　いつもハチミツ、ありがとう。

　何か必要な物はあるか？

　…………。

　ちょっと変わった果物が食べたい？

　太陽城で南国系のフルーツが収穫できたら持ってこよう。

　あとは……スイカとかどうだ？　水っぽいけど、悪くないだろ。

　……蜂なのに普通に果実を食べるんだな。

　ああ、最初っからそうだった。

　確かにザブトンの子供がイチゴを渡していた。

　スイカに甘味が足りない？　十分、甘いと思うが……塩をかけるか？

　塩は駄目、砂糖がいい？

　わかったわかった。

　女王さまに従いましょう。







　土人形。

　最近のウルザはどうだ？

　あー、うん、大変だな。

　うちもアルフレートが動き回るようになってな……。

　お互い、頑張ろう。

　スイカ、食べるか？

　食事の必要がない？

　そうか、じゃあ切ってやるからウルザたちに持っていくか？

　まだ起きているだろ。

　寝る前に水分は危ない？

　ははは。

　確かに。

　しかし、ウルザ……ウルザたちだな。

　こっちに向かってきているぞ。

　ウルザたちはスイカを手当たり次第に食べたあと、次を求めて移動した。

　イナゴのようだ。







　死霊騎士。

　うん、お酒を飲むと下に零こぼれるんだな。

　ドワーフが睨にらんでいるから水で勘弁してくれ。

　ライオンが今年も出産するかもしれないから、よろしくな。

　そういや、ライオンってオス一頭に対して複数のメスを囲う生態だったと思うが……。

　まあ、空を飛ぶライオンだしな。常識では語れないか。

　ライオンもスイカを食べるか？

　まだ切ってないのがいくつか残っていてな……おおっ、丸かじりだな。

　冬場は温泉地は過ごしやすいかもしれないが、夏場は大丈夫なのか？

　今度、始祖さんのために施設を増やしに行くから、何か必要だったら作るぞ。

　ん？　雨が降ったときの退避場所？　小屋じゃ駄目なのか？

　あそこは死霊騎士たちが使うから？

　遠慮しなくても……ああ、ライオンたちは体が大きいもんな。

　今度、岩場を削って寝床を作ってやろう。







　ギラル。

　……酔いつぶれているな。

　竜が酒に酔いつぶれると、悪いことしかおきないぞ？

　横で同じようにつぶれているドースを見る。

　二人を世話しているのがドライム。

　ライメイレンは……あ、ハクレンと一緒にヒイチロウを寝かせに戻ったと。

　旦那より孫か。

　しかし……。

　ラスティも孫だよな？

　ラスティのときもあんな感じだったのか？

　ラスティのときはドライムの奥さんに気を使ってあまりかまえなかったと。

　えーっと……スイレンの娘、ヘルゼは？

　そっちは旦那のマークスベルガークに気を使ったと。

　マークスベルガークは別の竜族でそれなりの地位だし、乳母的な竜も傍そばにいたからと。

　なるほどな。

　ヒイチロウは、俺がうるさく言わないし、産んだのが自分の娘だから気を使う必要が少ないってことかな。

　ライメイレンはハクレンが子育てできるか心配？

　そうなのか？

　しっかりとやっているぞ？

　村に来た時を思い出せって……あー、確かに。

　来た時のハクレンは、かなりフリーダムだった。

　まあ、ハクレンが嫌がっていないから、いつ来てもらってもかまわないとライメイレンに伝えておいてくれ。

　やんわりとな。







　ザブトン。

　ん？　見張りか？　違うな。ザブトンの背中には、酔いつぶれているザブトンの子供たちが乗っている。ご苦労さま、手伝おう。







　あと、喋っていないのは……。

　ん？

　腕を摑つかまれた。

　横を見ると、体のサイズを大きくしたルーがいた。

「そろそろ私の相手をしてくれても、いいと思うけど？」

　ルーが指さすテーブルに、ティア、リア、アン、セナ……。

　大丈夫。

　逃げたりしないから。

　夜通し話そうじゃないか。

　だから、そっちのテーブルじゃなく、こっちで。

　うん、そっちは屋敷に近いからね。

　ほら、アルフレートたちはもう寝ているだろ。

　祭りの夜とはいえ、うるさいのは迷惑だからな。

　あと、テーブルの上がお酒だらけじゃないか。

　駄目だぞー、飲み過ぎは。ははは。




　夜は長かった。
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　私の名前はウィナウォルナ。夢魔族の女。

　五百年ほど、多くの夢魔族、悪魔族と太陽城で暮らしていました。

　魔物たちによって城からは出られなかったけど、閉じ込められていた感覚はあまりありません。

　もともと、夢魔族は活動的ではないからでしょうね。ええ、決して悪魔族を閉じ込めていた側だからではありませんよ。




　さて、そんな私たち夢魔族、悪魔族の暮らしていた太陽城ですが、槍やり一本で落城しました。

　ええ、心が折れる投とう擲てきでした。

　私たちの戦意は霧散。完全降伏です。

　私たちを城から出さなかった魔物たちは、槍を投げた者の部下が簡単に退治しました。

　部下と言ってやって来たのが竜とインフェルノウルフですからね。当然でしょう。

　ああ、竜といっても、普通の竜ではありませんよ。

　神代エンシェント竜族ドラゴンです。世界中に百もいない希少種というか〝世界の管理人〟とか〝世界の調停者〟とか呼ばれる種族です。

　誰かの部下になるような存在じゃないはずなのですけどね。時代の流れでしょうか？

　でもってインフェルノウルフ。

　一頭だけでも災害といわれる凶暴な魔獣が、なぜ群れているのでしょうか？　というか竜の背中に乗ってやって来るって……冗談のような光景でした。




　なんにせよ、私たちは城から解放されました。その点はよかったと思います。

　気になるのは、次の太陽城の支配者はどんな者かということ。

　私たち夢魔族は、その外見と性質から色々と誤解されている種族ですので、存在すら許さないと考える者がいてもおかしくありません。

　昔なら、神しん人じん族ぞくの庇ひ護ごがあったのですが、今はそんなものありません。

　私たちを守ってくれるのは、これまで一緒に暮らしていた悪魔族の者たち。私たちよりも強いですが、あまり無理はしてほしくありません。

　悪魔族の者たちがどう頑張っても、竜やインフェルノウルフに勝てる姿が想像できないですから。




　心配は不要でした。

　次の太陽城の支配者は、とても温厚でした。

　なのに、どうして太陽城は城主に悪魔族のクズデンさんを選んだのでしょう？

　これまで、かたくなに悪魔族は城主にしないと拒絶していたのに？

　ともあれ、寛大な新しい太陽城の支配者は、私たちにこれまで通り暮らしていいと宣言してくれました。

　ありがとうございます。

　…………。

　ところで、どうして私は拘束されているのですか？　私の仲間も？

　いえ、反意はありませんよ？　完全に降伏しています。それなのにどうして？

　攻撃をした？　なんのこと……ああっ、違います。私や私の仲間は、新しい太陽城の支配者に私たちの感謝を示そうとしただけです。攻撃ではありません。夢を見てもらおうとしただけです。




　私たち夢魔族は、異性に対して夢を見せることができます。

　どのような夢でも見せられます。いい夢でも悪い夢でも。

　なので敵を攻撃するときは悪い夢を。味方に感謝を示すときはいい夢を見せるのです。

　え？　どっちの夢を見せるかわからないから、危険なことはさせられない？　そんなぁ！




　私たちが困っていたら、新しい太陽城の支配者は許してくれました。

　そして拘束も解いてくれました。

　ああ、なんて心の広い。

　え？　拘束されている姿がエロかった？　なにをおっしゃっているのかよくわかりません。




　私たちの衣装ですか？　種族的にあまり着込む方ではありませんが……わかりました。

　もう一枚、着ます。あ、もう一枚ですか？　わ、わかりました。

　それで、私たちはいつ寝所に待機すればよろしいですか？

　不要？

　…………。

　えっと、すみません。もう一度、お願いします。

　……………………。

　聞き間違いではなかったようです。

　ええええっ！　私たちの夢がいらないと言うのですか？　あ、悪い夢を心配しているのですか？　万が一、悪い夢を見せてしまったら、処刑していただいてかまいませんよ！

　それぐらいの覚悟で臨のぞみます！




　私たちの熱意に、新しい太陽城の支配者は頷うなずいてくれました。

　ただ、それは夢を見せる許可ではなく、新しい太陽城の支配者のことを知る機会を与えてくれたことでした。

　簡単に言えば、新しい太陽城の支配者の寝所のとなりで様子をうかがう許可。

　夢魔族の代表として、私一人だけですが。










　夢より凄い現実ってあるのですね。

　すみませんでした。

　夢の中までお相手させようとして。

　ええ、夢を見ないぐらいお休みください。

　貴方あなたは頑張っています！

　そして、最上位の敬意を新しい太陽城の支配者に。ああ、普通の敬意ですよ。夢じゃありません。
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　僕の名はボウイ。十歳。

　小さな家の次男で、父は商人見習い、母は宿屋で働いている。

　そんな家庭環境だから、小遣いなんてもらえない。

　近所のお店の手伝いを十日ほど続けて、なんとか中銅貨一枚を手に入れるのが精いっぱい。

　まあ、お店の手伝いといっても、水汲くみとか子守だけど。




　さて、そんな僕に人生の転機が訪れた。

　街に大きなお店ができ、その店の一角に射的コーナーができた。

　ここは玩具おもちゃの弓矢を使い、的まとを狙う遊戯場。

　ただの遊戯場ではない。当てた的の得点で景品がもらえるのだ。




　挑戦料は中銅貨一枚。

　矢が三本あるので三回チャレンジできるが、景品は得点の合計なので一本も無駄にできない。




　的には魔物の絵が描かれている。ちょっと怖い。

　当てるだけで得点がもらえるが、目や口など弱点は得点が高く設定されている。

　いい景品が欲しければ、そこをしっかり狙わなければいけない。

　狙わなければいけないのだが、そう簡単じゃない。

　なにせ的は動くのだ。

　何かの仕掛けで動いているようなので、規則性があるだろうと観察を続けたが見つけられなかった。だが、クセはあった。

　的が動く仕掛けは、人力で動いている。

　よくわからない大きな輪をぐるぐると回転させているのだが、そのリズムにクセがある。

　もちろん、毎日同じ人が動かしているわけじゃない。しかし、僕は観察を続け、数人のリズムのクセを完全に摑んだ。

　その人が担当の時に挑戦すれば……ふふふ。




　僕は十日に一回ぐらいの割合で挑戦し、中銅貨一枚以上の価値がある景品を持ち帰っている。

　これまで獲得した景品は『トッピング無料券』『カレー無料券』『短剣』『小盾』『ロウソク二十本』『松明たいまつ』『薪まき五束』『中銅貨五枚』など。

『トッピング無料券』は、カレーを頼まないと意味がないので、カレー屋『マルーラ』に並んでいる人に売りに行く。

　追加できるトッピングで最高額は中銅貨十枚なので、だいたい中銅貨二枚から三枚で売れる。

『カレー無料券』を最初に手に入れた時は売らずに自分で食べた。前々から興味があったから。期待通りに美味おいしくて後悔した。家で食べる食事との格差が酷ひどいのだ。

　以後、『カレー無料券』も売っている。中銅貨三枚から四枚で売れる。

『短剣』『小盾』は僕の宝物になっている。将来は冒険者になるのもいいかもしれない。

『ロウソク二十本』『松明』『薪五束』は両親に渡した。かなり喜ばれたので、また持って帰りたい。

『中銅貨五枚』は一番嬉しかった。挑戦料が五倍になって戻ってきたのだから。

　残念ながら、これらの景品が最高の品ではない。

『中銅貨十枚』『中銅貨二十枚』『高級宿の宿泊券』『綺き麗れいな服』『かっこいい帽子』『ボウリング優先券』など、いろいろとある。

　しかし、それらを獲得するにはかなりの得点が必要になる。

　その得点を出すには、通常の的を狙っていては不可能。物陰に隠れるように設置されている狙いにくい的を狙う必要がある。

　一度、狙ったがまったく駄目だった。

　リズムのクセを摑んだ程度では無理。圧倒的な弓の技術が必要と思い知った。

　今の僕では無理。そう見切りをつけて僕は狙える範囲で狙っている。

　それで十分だ。




　数日後。

　的が動く仕掛け、人力から魔道具に変わっていた。

　…………。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　店の中で絶叫してしまった。

　あ、いや、大丈夫です。ちょっとショックなことがあっただけで。

　とりあえず、冷静に。落ち着いて魔道具を観察。

　はい、リズムにクセなんかありません。

　困った。どうしよう。リズムのクセがわからないのに挑戦なんてできない。

　くっ……撤収。




　そして僕は家に戻り、最後に獲得した景品『射的で使っている弓と矢のセット』を持つ。

　これで練習しろってことだろうな。

　ええい、こうなれば最高額の景品を目指して、がんばるぞ！







　僕の名はボウイ。

　将来、弓の名手として名を馳せる予定の男。
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　みなさん、プロットという言葉をご存知でしょうか？

　英語なので複数の意味がありますが、ここでは《物語の流れ》や《物語の仕組み》とご理解ください。

　私に限らず物語の書き手は、書く前に大なり小なりプロットを考えます。

　このプロットですが、小説よりも文量が多くないかな？　という膨大で綿密なプロットもあれば、一文『勇者が魔王を倒して、誘拐された姫を助ける』だけのプロットもあります。

　どちらが良いとか悪いとかはありません。色々なやり方があります。書き手やジャンルとの相性もあります。自由でいいと思います。なので、私はこう言います。

「プロットは投げ捨てるもの」

　ご理解いただけましたか？

　プロットとは、所詮は物語を書く前に考えた初期案。

　こうなればいいなー、こうしたいなーの要望に過ぎません。

　物語を書いているうちに、必ず「あれ？　キャラが勝手に動く？」事態に遭遇します。筆が滑るとも言います。その時、書き手はプロット通りに修正するか、プロットを無視してキャラに任せるかの二択に迫られます。

　プロット通りに修正した方が面倒はありません。そして簡単です。ですが、物語がおもしろくなるのは、絶対にプロットを無視した場合です。

　なぜなら、キャラが勝手に動くのは物語が「こっちのほうがおもしろいでしょ？」と言ってるからです。

　ですので、みなさん、プロットは投げ捨てましょう。




　こんにちは、内藤騎之介です。

　プロットを投げ捨てた五巻になります。よろしくお願いします。




　いや、プロットを投げ捨てたと書きましたが、実は投げ捨てていません。

　キャラは勝手に動いています。ですが、全て予定通り。この辺りで勝手に動くはずというプロットにしておきました。プロットを投げ捨てはしたのですが、プロット通りという奇跡！

　…………。

　行き当たりばったりではないのですよ？　ちゃんと考えて書いていますよ。裏設定だっていっぱいあるんですから。

　ただ、書籍に収録することを考慮していなかったので章のバランスが悪くなってしまいました。

　すみません。次の巻では改善できるように頑張ります。

　ということで、次の巻でまたお会いしましょう！　では！










内藤騎之介
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